
東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科 国語 科目 論理国語 
教 科： 国語 科 目：論理国語      単位数：２    単位対象学年組：第２学年 Ａ組 

使用教科書：東京書籍『精選論理国語』 

教科 国語の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。 

【学びに向かう力、人間性等】言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国に言語文化の担い手としての自覚をもち、 

生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

科目 論理国語 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

論理的思考力を育むために必要な語彙力

を向上し、文や文章の効果的な構成や展開

についての理解を深める。 

文章の種類を踏まえて、内容や構成、

論理展開を的確に捉え、主張や要旨を把

握する力を身につける。また、主張や要

旨に対して批判的に検討し、それらを踏

まえて自分なりの意見を伝える力を高め

る。 

言葉のもつ価値への理解を深め、他者

と協働しながらコミュニケーションを通

して言葉を使うことで言語感覚を磨き、

その能力の向上を図る態度を養う。 

 

 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

領域 

評価規準 知 思 態 
配当

時数 話・

聞 

書 読 

１

学

期 

A 単元 

 清岡卓行「ミロのヴィーナス」 

 

【知識及び技能】 

 ・言葉の働きを知るとともに、文

章の効果的な組み立て方や接続

の仕方についての理解を深め

る。 

  

【思考力、判断力、表現力等】 

 ・書き手の意図を踏まえながら、

論理展開や表現の仕方を読み取

り、文章の要旨を捉える。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・筆者の主張を踏まえて、芸術に

対する見方を深める。 

・一人１台端末の活用 

・論理的な文章について 

・逆説について 

・特殊・普遍など対概念

について 

 

 ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ・抽象的な語句や逆説的、比喩的表

現の具体的な内容を理解してい

る。 

 ・「譲歩」などの接続表現を知り、

文章で使うことができる。 

  

【思考力、判断力、表現力等】 

 ・両腕が失われなければならなかっ

た理由を、筆者の主張を踏まえて

理解している。 

 ・手のもつ意味と両腕の欠落との関

係を的確に把握している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・ミロのヴィーナスなどの芸術作品

を多角的な視点から捉え、芸術に

対する見方を広げている。 

○ ○ ○ 12 

定期考査      ○ ○  1 

B 単元 

 鈴木孝夫「相手依存の自己規定」 

 

【知識及び技能】 

 ・論じたり、学術的な文章を学ん

だりするための語句を身につ

け、文章の中で使うことを通し

て語彙を豊かにする。 

  

【思考力、判断力、表現力等】 

 ・文章の構成や内容を的確に捉

え、論点を明確にしながら要旨

を把握する。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・筆者の意見を、身近な例に照ら

し合わせながら、自己把握に役

立てている。 

・一人１台端末の活用 

・人称代名詞について 

・言葉と考え方の関係性

について 

・言語と思考の結びつき

について 

 

○ ○ 

【知識及び技能】 

 ・普段の生活で使用している人称代

名詞について知り、理解してい

る。 

 ・言葉が、人間の考え方に影響を及

ぼすことについて把握している。 

  

【思考力、判断力、表現力等】 

 ・文章で比較されている日米の学生

の考え方の違いを、筆者の主張を

踏まえながら理解している。 

 ・人称代名詞に関する身近な例を整

理・分析したうえで、筆者の主張

する日米の自己把握の在り方の違

いを批判的に検討し、それについ

て自分の考えをまとめられてい

る。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・日本人の自我構造についての筆者

の主張を的確に読み取ったうえ

で、人称代名詞に関する身近な例

を整理・分析して自己把握の在り

○ ○ ○ 12 



方についての考えをまとめ、それ

を他者に伝えようとしている。 

定期考査      
○ ○ 

 1 

２

学

期 

A単元 

 平野啓一郎「分人とは何か」 

 

【知識及び技能】 

 ・言葉のもつ、言葉そのものを認

識したり説明したりする役割に

ついて理解する。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 ・対立概念などを整理しながら、

書き手の意図を理解して内容の

解釈を深める。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・自分についての考えを深め、

「分人」という観点から人間関

係について探求する。 

・一人１台端末の活用 

・「個人」「分人」の概念

について 

・対立構造について 

・カタカナ語について 

 

○ ○ 

【知識及び技能】 

 ・「分人」という概念を、「個人」と

いう概念との対立構造の中から理

解している。 

 ・カタカナ語の意味を、直訳とは違

う形で理解し、説明できている。 

  

【思考力、判断力、表現力等】 

 ・文章中の対立概念を整理し、「分

人」という概念から「本当の自

分」についての考えを深めてい

る。 

 ・関連する文章や資料を踏まえて、

「本当の自分」について自分なり

の考えをまとめ、他者に説明でき

ている。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・「本当の自分」についての考えを

深め、人間関係について探求して

いる。 

○ ○ ○ 12 

定期考査      
○ ○ 

 
1 

B単元 

 高階秀爾「日本人の美意識」 

 

【知識及び技能】 

 ・接続表現に注目し、文章の効果

的な構成の仕方について理解す

る。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 ・様々な具体例に基づきながら、

抽象的な筆者の主張を的確に読

解する。 

 ・二項対立構造について理解し、

その主張の妥当性について批判

的に検討し、その効果やデメリ

ットについての考えを他者と伝

え合う。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・筆者の主張の妥当性について、

他者と協働しながら自分なりの

考えをまとめる。 

・一人１台端末の活用 

・二項対立について 

・接続表現の効果的な活

用について 

・言語と文化の結びつき

について 

 

○ ○ 

【知識及び技能】 

 ・二項対立構造について理解してい

る。 

 ・接続表現の種類やその活用例か

ら、効果的な文章構成について把

握している。 

  

【思考力、判断力、表現力等】 

 ・「うつくし」「きよし」といった古

語と、現代の「美しい」という美

意識に結び付きがあることを読み

取っている。 

 ・二項対立構造の利点とデメリット

について検討し、他者との話し合

いの中で考えを深めている。 

  

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・筆者の考えを踏まえながら「日本

人の美意識」について、自分なり

に考え、それを他者と話し合いな

がら深化させている。 

○ ○ ○ 12 

定期考査      
○ ○ 

 
1 

３

学

期 

A単元 

 多木浩二「消費されるスポーツ」 

 

【知識及び技能】 

 ・「大衆消費社会」における「ス

ポーツ」の在り方について理解

している。 

 ・本文に書いてある情報につい

て、質の違いを意識しながら読

み分ける。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・一人１台端末の活用 

・情報の質について 

・事実と考察の違いにつ

いて 

 

 

○ ○ 

【知識及び技能】 

 ・スポーツと大衆消費社会（メディ

ア）との関係性について理解して

いる。 

 ・事実と、筆者の主張や考察との読

み分けを的確に実施できている。 

  

【思考力、判断力、表現力等】 

 ・スポーツとメディアが結ぶつくこ

とによる利点とデメリットについ

て、しっかりと考えることができ

ている。 

○ ○ ○ 17 



 ・「スポーツ」が「消費」される

ことの功罪について、本文の記

述を参考にしながら考える。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・身近な部活動などを参考にしな

がら、スポーツとメディアとの

関係性について考えようとして

いる。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・筆者の主張を踏まえながら、身近

な例を参考にしてメディアとスポ

ーツの関係性について考えようと

している。 

 ・スポーツに限らず、メディアとの

関係性について興味を持って広く

探究している。 

定期考査      

○ ○ 

 1 

合計 

70 

 



東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科 国語  科目 古典 A 
教 科： 国語 科 目： 古典 A           単位数：２ 単位対象学年組：第 ２学年 A組 
使用教科書：（東京書籍『新編古典探究』） 
教科 国語の目標： 
【 知 識 及 び 技 能 】伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢字などについて理解し、一年次に養った古典の基礎・基本についての力を 

発展させる。 

【思考力、判断力、表現力等】古典の学習を通して生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。 

【学びに向かう力、人間性等】まとまりのある古文を読み、我が国の伝統と文化に対する関心を深め、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、 

言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を伸ばす。     

       

科目 古典 A の目標： 
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢

字などについて理解し、一年次に養った古典の基

礎・基本についての力を発展できるようにする。 

古典の学習を通して論理的に考える力や深く

共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、

他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分

の思いや考えを広げたり深めたりすることがで

きるようにする。 

まとまりのある古文を読み、我が国の伝

統と文化に対する関心を深め、我が国の言

語文化の担い手としての自覚をもち、言葉

を通して他者や社会に関わろうとする態度

を養うようとしている。 

 

 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

領域 

評価規準 知 思 態 
配当 

時数 話聞 書 読 

１ 

学 

期 

A単元『平家物語』「壇ノ浦の戦い」」 

【知識及び技能】 

・和漢混交文や言語一致体などの文体を

時代背景とともに理解をする。 

 

【思考力、判断力、表現力等】  

「読むこと」において、文体や表現によ

ってとらえ方が異なることを読み取る。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・作品に興味を持ち、歴史的な記録と、

語り伝えられる物語との違いを捉えよう

としている。 

・一人１台端末の活用 

・指導事項 

・語り特有なリズムに

ついて 

・言語一致体や和漢混

交文について 

助動詞について 

〇 〇 〇 

【知識・技能】 

・本文の歴史的・文化的背景をまとめ、古

典の世界に関心を示している。 

・和漢混交文の特徴や校正を理解しなが

ら、敬語や音便について理解している。 

 

【思考・判断・表現】 

・文章の構成やリズムを味わい、古文独特

の雰囲気を理解しながら、朗読の仕方を工

夫している。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・平家物語が後世の文化や芸能に与えた影

響などについて関心を持ち、また、創作と

歴史の違いを理解し、自分の言葉でまとめ

ようとしている。 

○ ○ ○ 12 

定期考査      
○ ○ 

 
 1 

B単元 漢文に親しむ 

【知識及び技能】 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文

化と外国の文化との関係について理解し

ている。 

・古典の世界に親しむために、作品の文

章の歴史的・文化的背景などを理解する

こと。 

・古典の世界に親しむために、古典を読

むために必要な文語のきまりや訓読のき

まり、古典特有の表現などについて理解

する。 

 

 

【思考力、判断力、表現力等】  

・作品の文章に表れているものの見方、

感じ方、考え方を捉え、内容を解釈して

いる。 

・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のも

のの見方、感じ方、考え方を深め、我が

国の言語文化について自分の考えを持

つ。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・作品に興味を持ち、漢文訓読の独自の

読み方について進んで学ぼうとしてい

る。 

・一人１台端末の活用 

等 

・返り点の読み方を理

解する。 

・再読文字の含まれた

文章を正しい語順で読

むことができるように

する。 

○ ○ ○ 

【知識・技能】 

・基本的な訓読のきまりを理解し、説明で

きる。 

・重要語句や句法、漢字の意味を理解ため

漢和辞典を活用している。 

・対句的な文章表現とその効果について理

解し、説明している。 

 

【思考・判断・表現】 

・それぞれの章の本文の構成を把握し、内

容を正しくまとめている。 

・内容に表れた学問、政治に対する考え方

を理解し、説明している。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・教材に興味を持って意欲的に学習に取り

組もうとしている。 

○ ○ ○ 12 

定期考査      
〇 ○ 

 
 1 

２

学

期 

単元「史記を読む」「項羽と劉邦」 

【知識及び技能】 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文

化と外国の文化との関係について理解し

ている。 

・一人１台端末の活用 

等 

・返り点の読み方を理

解する。 

・再読文字の含まれた

文章を正しい語順で読

○ ○ ○ 

【知識・技能】 

・本文の歴史的・文化的背景をまとめ、古

典の世界に関心を示している。 

・旅に出るまでの習わしや時代背景を理解

しようとしている。 

 

〇 〇 〇 
12 



・古典の世界に親しむために、作品の文

章の歴史的・文化的背景などを理解す

る。 

・古典の世界に親しむために、古典を読

むために必要な文語のきまりや訓読のき

まり、古典特有の表現などについて理解

する。 

 

 

【思考力、判断力、表現力等】  

・作品の文章に表れているものの見方、

感じ方、考え方を捉え、内容を解釈して

いる。 

・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のも

のの見方、感じ方、考え方を深め、我が

国の言語文化について自分の考えを持

つ。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・作品に興味を持ち、項羽という人物に

ついて進んで学ぼうとしている。 

 

むことができるように

する。 

【思考・判断・表現】 

・文章の構成やリズムを味わい、古文独特

の雰囲気を理解しながら、朗読の仕方を工

夫している。 

・日記の形態や書き手の設定に着目し、そ

の効果について考えられている。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・古人の旅立ちに対する思いに関心を持

ち、また、創作と歴史の違いを理解し、自

分の言葉でまとめようとしている。 

定期考査  
 

   ○ ○  
 1 

B単元『大鏡』「道真の左遷」 

【知識及び技能】 

・敬語表現など古典に用いられている語

句の意味や用法を理解し，古典を読むた

めに必要な語句の量を増すことを通し

て，語感を磨き語彙を豊かにする。 

・古典の作品や文章に表れている，言葉

の響きやリズム，修辞などの表現の特色

について理解を深めている。 

  

【思考力、判断力、表現力等】  

 

・必要に応じて書き手の考えや目的，意

図を捉えて内容を解釈するとともに，文

章の構成や展開，表現の特色について考

える。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・歴史物語としての『大鏡』の特色を簡

略に理解する。 

・古老たちが見聞した昔話を若侍に語る

という叙述方法は，どのような効果をも

たらすかを考える。 

 

 

 

・一人１台端末の活用  

・指導事項 

 

○ ○ ○ 

【知識・技能】 

・古典に用いられている語句の意味や用法

を理解し，古典を読むために必要な語句の

量を増すことを通して，語感を磨き語彙を

豊かにしている。 

・古典の作品や文章の種類とその特徴につ

いて理解を深めている。 

・古典の文の成分の順序や照応，文章の構

成や展開の仕方について理解を深めてい

る。 

・古典の作品や文章に表れている，言葉の

響きやリズム，修辞などの表現の特色につ

いて理解を深めている。 

【思考・判断・表現】 

・文章の種類を踏まえて，構成や展開など

を的確に捉えている。 

・必要に応じて書き手の考えや目的，意図

を捉えて内容を解釈するとともに，文章の

構成や展開，表現の特色について評価して

いる。 

・古典の作品や文章などに表れているもの

の見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，

社会，自然などに対する自分の考えを広げ

たり深めたりしている。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・積極的に歴史物語の人物関係や時代背景

について調べ，今までの学習を生かして登

場人物の心情や人物像についての理解を深

めようとしている。 

〇 〇 〇 12 

定期考査      〇 〇   1 

３

学

期 

B単元『源氏物語』「光源氏の誕生」 

【知識及び技能】 

・古典の作品や文章に表れている，言葉

の響きやリズム，修辞などの表現の特色

について理解を深めている。 

 

【思考力、判断力、表現力等】  

自分の知識や体験の中から適切な題材を

決め、集めた材料のよさや味わいを吟味

して、表現している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・作品に興味を持ち、物語の内容や作品

の背景、話の内容や登場人物の思いを捉

えようとしている。 

・一人１台端末の

活用 等 

・返り点の読み方

を理解する。 

・再読文字の含ま

れた文章を正しい

語順で読むことが

で き る よ う に す

る。 

○ ○ ○ 

【知識・技能】 

・古典の文の成分の順序や照応，文章の構

成や展開の仕方について理解を深めてい

る。 

・古典の作品や文章に表れている，言葉の

響きやリズム，修辞などの表現の特色につ

いて理解を深めている。 

・古典を読むために必要な文語のきまりや

訓読のきまりについて理解を深めている。 

【思考・判断・表現】 

・文章の種類を踏まえて，構成や展開など

を的確に捉えている。 

・文章の種類を踏まえて，古典特有の表現

に注意して内容を的確に捉えている。 

・必要に応じて書き手の考えや目的，意図

を捉えて内容を解釈するとともに，文章の

構成や展開，表現の特色について評価して

いる。 

・「古典の作品や文章などに表れているも

のの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人

間，社会，自然などに対する自分の考えを

広げたり深めたりしている。 

【主体的に学習に取り組む態度 

〇 〇 〇 17 



 

】・積極的に他の作品で言及されたり絵に

描かれたりした『源氏物語』と本文とを比

較し，今までの学習を生かして登場人物の

言動や話の概要とその意味について考察し

ようとしている。 

 定期考査      〇 〇   1 

         
合計 

70 



東京都立神津高等学校 令和 8年度（２学年） 教科 地歴公民  科目 公共 

教 科： 地歴公民  科 目： 公共  単位数：２          対象学年組：第２ 学年Ａ組 

使用教科書：（ 帝国書院 『高校生の公共』） 

教科 地歴公民の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】事実を正しく理解し、思考のための基礎的な知識を身に着ける。    

             

【思考力、判断力、表現力等】身に着けた知識をもとに、資料等の情報を分析し、考察・表現する。    

             

【学びに向かう力、人間性等】授業に積極的に参加し、有意義な時間にしようと努力する。また、課題にきちんと取り組む。 

 

科目 公共 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断

するための手掛かりとなる概念や理論に

ついて理解するとともに，諸資料から，倫

理的主体などとして活動するために必要

となる情報を適切かつ効果的に調べまと

める技能を身に付けるようにする。 

現実社会の諸課題の解決に向けて，選

択・判断の手掛かりとなる考え方や公共

的な空間における基本的原理を活用し

て，事実を基に多面的・多角的に考察し

公正に判断する力や，合意形成や社会

参画を視野に入れながら構想したことを

議論する力を養う。 

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸

課題を主体的に解決しようとする態度を

養う。現代社会に生きる人間としての在

り方生き方についての自覚や，国民主権

を担う公民として，各国が相互に主権を

尊重し，各国民が協力し合うことの大切

さについての自覚などを深める。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配

当

時

数 

１

学

期 

A 単元：青年期と社会参画 

【知識及び技能】 

・青年期の意義と特徴について理解

する。 

・葛藤や欲求不満とその対処法，パ

ーソナリティの理論や青年期の発達

課題について理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】  

・人生における青年期の意義と特徴

について，多面的に考察し，適切に

表現する。 

・防衛機制のそれぞれの内容を理解

する。 

・望ましい自己のあり方と自己形成

について，多面的に考察し，適切に

表現する。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

よりよい社会の実現を視野に，青年

期の意義や特徴への深い理解を通

して，社会に参画する自立した主体

についての自覚を深めようとする。 

・教科書、補助教材 

自作プリント 

・一人１台端末の活用 

 

【知識及び技能】 

・青年期の意義と特徴について理解して

いる。 

・葛藤や欲求不満とその対処法，パーソ

ナリティの理論や青年期の発達課題に

ついて理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】  

・人生における青年期の意義と特徴につ

いて，多面的に考察し，適切に表現して

いる。 

・防衛機制のそれぞれの内容を理解して

いる。 

・望ましい自己のあり方と自己形成につ

いて，多面的に考察し，適切に表現して

いる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

よりよい社会の実現を視野に，青年期

の意義や特徴への深い理解を通して，

社会に参画する自立した主体について

の自覚を深めようとしている。 

〇 〇 〇 13 

定期考査   ○ ○  1 

B 単元：思想から学ぶべきもの 

【知識・技能】 

・ソクラテスが唱えた，「よく生きる」こ

とが何であるかを理解する。 

・人間の幸福な生き方についてのソ

クラテス，プラトン，アリストテレスの

考え方を理解する。 

【思考・判断・表現】  

・よく生きること，幸福に生きることに

ついて，多面的に考察し，適切に表

現する。 

・教科書、補助教材 

自作プリント 

・一人１台端末の活用 

 

【知識・技能】 

・ソクラテスが唱えた，「よく生きる」ことが

何であるかを理解している。 

・人間の幸福な生き方についてのソクラ

テス，プラトン，アリストテレスの考え方を

理解している。 

【思考・判断・表現】  

・よく生きること，幸福に生きることについ

て，多面的に考察し，適切に表現できて

いる。 

○ ○ ○ 7 



【主体的に学習に取り組む態度】 

・よりよい社会の実現を視野に，理想

的な人間の生き方についての先哲

の考え方への深い理解を通して，公

共的な空間における人間としてのあ

り方生き方についての自覚を深め

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関

わる諸事象について、よりよい社会

の実現を視野に課題を主体的に追

及しようとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・よりよい社会の実現を視野に，理想的

な人間の生き方についての先哲の考え

方への深い理解を通して，公共的な空

間における人間としてのあり方生き方に

ついての自覚を深めている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる

諸事象について、よりよい社会の実現を

視野に課題を主体的に追及しようとして

いる。 

C単元：中世の日本 

【知識及び技能】 

・中世の日本と東アジアの展開に関

わる 諸事象について、地理的条

件や世界の 歴史と関連付けなが

ら、総合的にとらえて理解するとと

もに、諸資料から、中世の日本と

東アジアに関する様々な情報を適

切かつ効果的に調べまとめる技

能を身に付けている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関

わる 諸事象の意味や意義、伝統

と文化の特徴などを、時期や年

代、推移、比較、相互の関連や現

在とのつながりなどに着目して、

概念などを活用して多面的・多角

的に考察する力や、考察したこと

を効果的に説明したり、それらを

基に議論したりする力を身に付け

ている。 

・教科書、補助教材 

自作プリント 

・一人１台端末の活用 

 

【知識及び技能】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる 

諸事象について、地理的条件や世界

の 歴史と関連付けながら、総合的に

とらえて理解するとともに、諸資料か

ら、中世の日本と東アジアに関する

様々な情報を適切かつ効果的に調べ

まとめる技能を身に付けている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる 

諸事象の意味や意義、伝統と文化の

特徴などを、時期や年代、推移、比

較、相互の関連や現在とのつながりな

どに着目して、概念などを活用して多

面的・多角的に考察する力や、考察し

たことを効果的に説明したり、それら

を基に議論したりする力を身に付けて

いる。 

○ ○ ○ 6 

定期考査   ○ ○  1 

２

学

期 

D単元：私たちの社会の基本原理 

・公正な社会のあり方についてのロ

ールズの考え方を理解する。 

・ロールズの正義論を批判した，リバ

タリアニズムとコミュニタリアニズム

の考え方を理解する。 

【思考・判断・表現】  

・公正な社会について，多面的に考

察し，適切に表現する。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・よりよい社会の実現を視野に，社会

の公正なあり方についての先哲の

考え方への深い理解を通して，公

共的な空間における人間としての

あり方生き方についての自覚を深

める。 

・教科書、補助教材 

自作プリント 

・一人１台端末の活用 

【知識・技能】 

・公正な社会のあり方についてのロール

ズの考え方を理解している。 

・ロールズの正義論を批判した，リバタリ

アニズムとコミュニタリアニズムの考え方

を理解している。 

【思考・判断・表現】  

・公正な社会について，多面的に考察

し，適切に表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・よりよい社会の実現を視野に，社会の

公正なあり方についての先哲の考え方

への深い理解を通して，公共的な空間

における人間としてのあり方生き方につ

いての自覚を深めようとしている。 

〇 〇 〇 7 

E 単元：私たちと法 

【知識・技能】 

・教科書、補助教材 

自作プリント 

・一人１台端末の活用 

 

【知識・技能】 
〇 〇 〇 6 



・各人の意見や利害を公平・公正に

調整することなどを通して，人間の尊

厳と平等，協働の利益と社会の安定

性の確保を共に図ることが，公共的

な空間を作る上で必要であることに

ついて理解する。 

・人間の尊厳と平等，個人の尊重，

自由・権利と責任・義務など，公共的

な空間における基本的原理について

理解している。  

【思考・判断・表現】  

・公共的な空間における基本的原理

について，思考実験など概念的な枠

組みを用いて考察する活動を通し

て，個人と社会との関わりにおいて

多面的・多角的に考察し，表現する。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・よりよい社会の実現を視野に，多面

的・多角的な考察や深い理解を通

して，公共的な空間における基本

的な原理について理解する。 

・各人の意見や利害を公平・公正に調整

することなどを通して，人間の尊厳と平

等，協働の利益と社会の安定性の確保

を共に図ることが，公共的な空間を作る

上で必要であることについて理解してい

る。 

・人間の尊厳と平等，個人の尊重，自

由・権利と責任・義務など，公共的な空

間における基本的原理について理解し

ている。  

【思考・判断・表現】  

・公共的な空間における基本的原理に

ついて，思考実験など概念的な枠組み

を用いて考察する活動を通して，個人と

社会との関わりにおいて多面的・多角的

に考察し，表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・よりよい社会の実現を視野に，多面的・

多角的な考察や深い理解を通して，

公共的な空間における基本的な原理

について理解しようとしている。 

定期考査   〇 〇  1 

F 単元：私達と政治 

【知識・技能】 

・明治憲法下の政治機構と日本国憲

法下の政治機構の相違点を適切に

読み取る。 

【思考・判断・表現】  

・憲法の意義について，多面的に考

察し，適切に表現する。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・憲法について主体的に追究して，

学習上の課題を意欲的に解決し

ようとする。 

・教科書、補助教材 

自作プリント 

・一人１台端末の活用 

 

【知識・技能】 

・明治憲法下の政治機構と日本国憲法

下の政治機構の相違点を適切に読み取

っている。 

【思考・判断・表現】  

・憲法の意義について，多面的に考察

し，適切に表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・憲法について主体的に追究して，学

習上の課題を意欲的に解決しようとして

いる。 

〇 〇 〇 13 

定期考査   〇 〇  1 

３

学

期 

G 単元： 

【知識・技能】 

・日本国憲法の平和主義の内容と日

米安保体制がうまれた背景について

理解する。 

・1990年代以降の安全保障体制の

変容とこんにちの課題について理解

する。 

【思考・判断・表現】  

・安全保障について，多面的に考察

し，適切に表現する。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・我が国の安全保障と防衛について

主体的に追究して，学習上の課題

を意欲的に解決しようとする。 

・教科書、補助教材 

自作プリント 

・一人１台端末の活用 

【知識・技能】 

・日本国憲法の平和主義の内容と日米

安保体制がうまれた背景について理解

している。 

・1990年代以降の安全保障体制の変容

とこんにちの課題について理解してい

る。 

【思考・判断・表現】  

・安全保障について，多面的に考察し，

適切に表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・我が国の安全保障と防衛について主

体的に追究して，学習上の課題を意

欲的に解決しようとしている。 

〇 〇 〇 7 



H 単元：民主社会と政治参加 

【知識・技能】 

・自由権・平等権・社会権などの諸権

利の内容について理解する。 

・公共の福祉の内容について理解す

る。 

【思考・判断・表現】  

・憲法が保障する自由や権利につい

て，多面的に考察し，適切に表現す

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・基本的人権について主体的に追究

して，学習上の課題を意欲的に解

決しようとする。 

・教科書、補助教材 

自作プリント 

・一人１台端末の活用 

【知識・技能】 

・自由権・平等権・社会権などの諸権利

の内容について理解している。 

・公共の福祉の内容について理解してい

る。 

【思考・判断・表現】  

・憲法が保障する自由や権利について，

多面的に考察し，適切に表現してい

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・基本的人権について主体的に追究し

て，学習上の課題を意欲的に解決し

ようとしている。 

〇 〇 〇 

 

6 
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 東京都立神津高等学校 令和 8年度（２学年） 教科 地歴公民 科目 現代社会演習 

教 科： 地歴公民  科 目： 現代社会演習        単位数： １   対象学年組：第２ 学年Ａ組 

使用教科書：（ 帝国書院『高校生の公共』） 

教科 地歴公民の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】事実を正しく理解し、思考のための基礎的な知識を身に着ける。     

【思考力、判断力、表現力等】身に着けた知識をもとに、資料等の情報を分析し、考察・表現する。     

【学びに向かう力、人間性等】授業に積極的に参加し、有意義な時間にしようと努力する。また、課題にきちんと取り組む。 

 

科目 現代社会演習 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

地元地域の諸課題を捉え考察し，選択・

判断するための手掛かりとなる概念や理

論について理解するとともに，諸資料か

ら，倫理的主体などとして活動するために

必要となる情報を適切かつ効果的に調べ

まとめる技能を身に付けるようにする。 

地域社会の諸課題の解決に向けて，選

択・判断の手掛かりとなる考え方や，事

実を基に多面的・多角的に考察し公正に

判断する力や，合意形成や社会参画を

視野に入れながら構想したことを議論す

る力を養う。 

地域社会における諸課題を主体的に解

決しようとする態度を養う。現代社会に生

きる人間としての在り方生き方について

の自覚などを深める。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配

当

時

数 

１

学

期 

単元：豊かな社会の実現 

【知識・技能】 

新聞を読み込むことを通じて、現代

社会の諸課題を捉え考察し，諸資料

から，必要となる情報を適切かつ効

果的に調べ、まとめる技能を身に付

ける。 

【思考・判断・表現】 

新聞を読み込むことを通じて、現代

社会の諸課題の解決に向けて、事

実を基に多面的・多角的に考察し公

正に判断する力や，合意形成や社

会参画を視野に入れながら構想した

ことを議論する力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

現代社会の諸課題を主体的に解決

しようとする態度を養う。現代社会に

生きる人間としての在り方生き方に

ついての自覚などを深める。 

・教科書、新聞、情報端末 

 

【知識・技能】 

新聞を読み込むことを通じて、現代社会

の諸課題を捉え考察し，諸資料から，

必要となる情報を適切かつ効果的に

調べ、まとめる技能を身に付けてい

る。 

【思考・判断・表現】  

新聞を読み込むことを通じて、現代社会

の諸課題の解決に向けて、事実を基

に多面的・多角的に考察し公正に判

断する力や，合意形成や社会参画を

視野に入れながら構想したことを表現

している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

現代社会の諸課題を主体的に解決し

ようとする態度を養って。現代社会に生

きる人間としての在り方生き方について

の自覚などを深めている。 

〇 〇 〇 5 

単元：持続可能な社会の実現に向け

て 

【知識・技能】 

身近なニュースを取り上げて、現代

社会の諸課題を捉え考察し，諸資料

から，必要となる情報を適切かつ効

果的に調べ、まとめる技能を身に付

けるようにする。 

【思考・判断・表現】 

身近なニュースから、現代社会の諸

課題の解決に向けて、事実を基に多

面的・多角的に考察し公正に判断す

る力や，合意形成や社会参画を視野

に入れながら構想したことを表現す

る力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

現代社会の諸課題を主体的に解決

しようとする態度を養う。現代社会に

生きる人間としての在り方生き方に

ついての自覚などを深める。 

・教科書、情報端末、一般図

書 

 

 

【知識・技能】 

身近なニュースを取り上げて、現代社会

の諸課題を捉え考察し，諸資料から，必

要となる情報を適切かつ効果的に調べ、

まとめる技能を身に付けている。 

 

【思考・判断・表現】 

身近なニュースから、現代社会の諸課

題の解決に向けて、事実を基に多面的・

多角的に考察し公正に判断する力や，

合意形成や社会参画を視野に入れなが

ら構想したことを表現している。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

現代社会の諸課題を主体的に解決しよ

うとする態度を養う。現代社会に生きる

〇 〇 〇 5 



人間としての在り方生き方についての自

覚などを深めている。 

２

学

期 

単元：豊かな社会の実現(発展編) 

【知識・技能】 

新聞で取り上げられた題材を教科書

や、一般図書から多面的にを読み込

むことを通じて、現代社会の諸課題

を多面的に考察し、必要となる情報

を調べ、まとめる技能を身に付ける

ようにする。 

【思考・判断・表現】 

新聞で取り上げられた題材を教科書

や、一般図書から多面的に読み込

むことを通じて、現代社会の諸課題

の解決に向けて、事実を基に多面的

に考察し、判断する力や構想したこ

とを議論する力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

現代社会の諸課題を主体的に解決

しようとする態度を養う。現代社会

に生きる人間としての在り方生き

方についての自覚などを深める。 

・教科書、新聞、情報端末 

 

【知識・技能】 

新聞で取り上げられた題材を教科書や、

一般図書から多面的にを読み込むこと

を通じて、現代社会の諸課題を多面的

に考察し、必要となる情報を調べ、まと

める技能を身に付けている。 

 

 

【思考・判断・表現】 

新聞で取り上げられた題材を教科書や、

一般図書から多面的にを読み込むこと

を通じて、現代社会の諸課題の解決に

向けて、事実を基に多面的に考察し、判

断する力や構想したことを議論、表現が

出来ている。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

現代社会の諸課題を主体的に解決しよ

うとする態度を養う。現代社会に生きる

人間としての在り方生き方についての自

覚などを深めている。 

〇 〇 〇 5 

単元：持続可能な社会の実現に向け

て 

【知識・技能】 

身近なニュースを題材に、教科書や

一般図書において深く探究し、現代

社会の諸課題を捉え考察し，諸資料

から，必要となる情報を適切かつ効

果的に調べ、まとめる技能を身に付

けるようにする。 

【思考・判断・表現】 

身近なニュースを題材に、教科書や

一般図書を用いながら深く探究し、

現代社会の諸課題の解決に向け

て、事実を基に多面的に考察し、公

正に判断する力や，構想したことを

表現する力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

現代社会の諸課題を主体的に解決

しようとする態度を養う。現代社会

に生きる人間としての在り方生き

方についての自覚などを深める。 

・教科書、情報端末、一般図

書 

 

【知識・技能】 

身近なニュースを題材に、教科書や一般

図書において深く探究し、現代社会の諸

課題を捉え考察し，諸資料から，必要と

なる情報を適切かつ効果的に調べ、まと

める技能を身に付けている。 

 

【思考・判断・表現】 

身近なニュースを題材に、教科書や一般

図書を用いながら深く探究し、現代社会

の諸課題の解決に向けて、事実を基に

多面的に考察し、公正な判断が出来て

いる。構想したことを表現出来ている。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

現代社会の諸課題を主体的に解決しよ

うとする態度を養う。現代社会に生きる

人間としての在り方生き方についての自

覚などを深める。 
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単元：地域の諸課題 

【知識・技能】 

地域における諸資料を集め、地域社

会の諸課題を捉え考察し，諸資料か

ら，必要となる情報を適切かつ効果

的に調べ、まとめる技能を身に付け

る。 

【思考・判断・表現】 

地域における諸資料を集め、地域社

会の諸課題を捉え考察し，事実を基

に多面的・多角的に公正に判断する

力や，合意形成や社会参画を視野

に入れながら構想したことを議論す

る力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

地域社会の諸課題を主体的に解決

しようとする態度を養う。地域社会

に生きる人間としての在り方生き

方についての自覚などを深める。 

・情報端末、地域広報誌 

 

【知識・技能】 

地域における諸資料を集め、地域社会

の諸課題を捉え考察し，諸資料から，

必要となる情報を適切かつ効果的に

調べ、まとめる技能を身に付けてい

る。 

【思考・判断・表現】 

地域における諸資料を集め、地域社会

の諸課題を捉え考察し，事実を基に

多面的・多角的に公正に判断する力

や，合意形成や社会参画を視野に入

れながら構想したことを議論している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

地域社会の諸課題を主体的に解決しよ

うとする態度を養う。地域社会に生きる

人間としての在り方生き方についての自

覚などを深めている。 

〇 〇 〇 5 

３

学

期 

単元：地域の諸課題(発展) 

【知識・技能】 

一般図書や郷土資料などから地域

における諸資料を集め、地域社会の

諸課題を捉え考察し，諸資料から，

必要となる情報を適切かつ効果的に

調べ、まとめる技能を身に付ける。 

【思考・判断・表現】 

一般図書や郷土資料などから地域

における諸資料を集め、地域社会の

諸課題を捉え考察し，事実を基に多

面的・多角的に公正に判断する力

や，合意形成や社会参画を視野に

入れながら構想したことを議論する

力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

地域社会の諸課題を主体的に解決

しようとする態度を養う。地域社会

に生きる人間としての在り方生き

方についての自覚などを深める。 

・情報端末、地域広報誌、フ

ィールドワーク、教科書 

 

【知識・技能】 

一般図書や郷土資料などから地域にお

ける諸資料を集め、地域社会の諸課

題を捉え考察し，諸資料から，必要と

なる情報を適切かつ効果的に調べ、

まとめる技能を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

一般図書や郷土資料などから地域にお

ける諸資料を集め、地域社会の諸課

題を捉え考察し，事実を基に多面的・

多角的に公正に判断する力や，合意

形成や社会参画を視野に入れながら

構想したことを議論している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

地域社会の諸課題を主体的に解決しよ

うとする態度を養う。地域社会に生き

る人間としての在り方生き方について

の自覚などを深めている。 

〇 〇 〇 5 

単元：豊かな地域社会の実現 

【知識・技能】 

地域への関りやフィールドワークを

通じて、地域における諸課題を捉え

考察し，これまでに集めた諸資料か

ら，必要となる情報を適切かつ効果

的に調べ、まとめる技能を身に付け

る。 

【思考・判断・表現】 

地域への関りやフィールドワークを

通じて、地域における諸課題を捉え

考察し、事実を基に多面的・多角的

に公正に判断する力や，合意形成や

社会参画を視野に入れながら構想し

たことを議論する力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

豊かな地域社会の諸課題を主体的

に解決しようとする態度を養う。地

域社会に生きる人間としての在り

方生き方についての自覚などを深

める。 

・情報端末、地域広報誌、フ

ィールドワーク、教科書 

 

【知識・技能】 

地域への関りやフィールドワークを通じ

て、地域における諸課題を捉え考察し，

これまでに集めた諸資料から，必要とな

る情報を適切かつ効果的に調べ、まとめ

る技能を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

地域への関りやフィールドワークを通じ

て、地域における諸課題を捉え考察し、

事実を基に多面的・多角的に公正な判

断が出来ている。また，合意形成や社会

参画を視野に入れながら構想したことを

表現出来ている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

豊かな地域社会の諸課題を主体的に解

決しようとしている。地域社会に参画

する人間としての在り方生き方につい

ての自覚などを深めている。 
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東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科：地歴公民   科目：日本史探究 
教 科： 地歴公民  科 目：日本史探究  単位数：３  対象学年組：第２ 学年Ａ組 

使用教科書：（山川出版社『詳説日本史日本史探究』 浜島書店『新詳日本史』） 

教科 地歴公民の目標： 

【 知識及び技能 】 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているとともに、諸資料から我が国の歴史 

に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念 

などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想したり、考察、構想したことを効果的に説明したり、そ 

れらをもとに議論したりする力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や 

深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

科目 日本史探究 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，

地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合的

にとらえて理解しているとともに、諸資料から我

が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的

に調べまとめる技能を身につける。 

 

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意

義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推

移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに

着目して、概念などを活用して多面的・多角的に

考察したり、歴史にみられる課題を把握し解決を

視野に入れて構想したり、考察、構想したことを

効果的に説明したり、それらをもとに議論したり

する力を養う。 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究

しようとする態度を養うとともに、多面的・多角

的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民

としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国

や他国の文化を尊重することの大切さについての 

自覚などを深める。 

 

 

 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

１

学

期 

先史古代の東アジア 

【知識及び技能】 

・先史、古代の日本と東アジアの展開に関

わる諸事象について、地理的条件や世界の

歴史と関連付けながら、総合的にとらえて

理解するとともに、諸資料から、先史古代

の日本と東アジアに関する様々な情報を適

切かつ効果的に調べまとめる技能を身につ

ける。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・先史、古代の日本と東アジアの展開に関

わる諸事象の意味や意義、伝統と文化の特

徴などを、時期や年代、推移、比較、相互

の関連や現在とのつながりなどに着目し

て、概念などを活用して多面的・多角的に

考察する力や、考察したことを効果的に説

明したり、それらを基に議論したりする。 

 

 

【学びに向かう力、人間性】 

・先史、古代の日本と東アジアの展開に関

わる諸事象について、よりよい社会の実現

を視野に課題を主体的に追及する。 

・教科書、補助教材 

 自作プリント 

・一人１台端末の活用 

 

【知識及び技能】 

・先史、古代の日本と東アジアの展開に 

関わる諸事象について、地理的条件や 

世界の歴史と関連付けながら、総合的に 

とらえて理解するとともに、諸資料か 

ら、先史古代の日本と東アジアに関する 

様々な情報を適切かつ効果的に調べまと 

める技能を身に付けている。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・先史、古代の日本と東アジアの展開に 

関わる諸事象の意味や意義、伝統と文化 

の特徴などを、時期や年代、推移、 

比較、相互の関連や現在とのつながりな 

どに着目して、概念などを活用して多面 

的・多角的に考察する力や、考察したこ 

とを効果的に説明したり、それらを基に 

議論したりする力を身に付けている。 

 

【学びに向かう力、人間性】 

・先史、古代の日本と東アジアの展開に 

関わる諸事象について、よりよい社会の 

実現を視野に課題を主体的に追及しよう 

としている。 
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定期考査   
○ ○ 

 
1 

先史古代の東アジア② 

【知識及び技能】 

・先史、古代の日本と東アジアの展開に関

わる諸事象について、地理的条件や世界の

歴史と関連付けながら、総合的にとらえて

理解するとともに、諸資料から、先史古代

の日本と東アジアに関する様々な情報を適

切かつ効果的に調べまとめる。 

 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・先史、古代の日本と東アジアの展開に関

わる諸事象の意味や意義、伝統と文化の特

徴などを、時期や年代、推移、比較、相互

の関連や現在とのつながりなどに着目し

て、概念などを活用して多面的・多角的に

・教科書、補助教材 

 自作プリント 

・一人１台端末の活用 

 

【知識及び技能】 

・先史、古代の日本と東アジアの展開に 

関わる諸事象について、地理的条件や 

世界の歴史と関連付けながら、総合的に 

とらえて理解するとともに、諸資料か 

ら、先史古代の日本と東アジアに関する 

様々な情報を適切かつ効果的に調べまと 

める。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・先史、古代の日本と東アジアの展開に 

関わる諸事象の意味や意義、伝統と文化 

の特徴などを、時期や年代、推移、 

比較、相互の関連や現在とのつながりな 

どに着目して、概念などを活用して多面 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

4 



考察する力や、考察したことを効果的に説

明したり、それらを基に議論したりする力

を身に付けている。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・先史、古代の日本と東アジアの展開に関

わる諸事象について、よりよい社会の実現

を視野に課題を主体的に追及しようとして

いる。 

的・多角的に考察する力や、考察した 

ことを効果的に説明したり、それらを 

基に議論したりする力を身に付けてい 

る。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・先史、古代の日本と東アジアの展開に 

関わる諸事象について、よりよい社会の 

実現を視野に課題を主体的に追及しよう 

としている。 

中世の日本① 

【知識及び技能】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象について、地理的条件や 世界の歴

史と関連付けながら、総合的にとらえて

理解するとともに、 諸資料から、中世

の日本と東アジアに関する様々な情報を

適切かつ効果的に調べまとめる技能を身

に付けている。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象の意味や意義、伝統と文化の特徴な

どを、時期や年代、推移、比較、相互の

関連や現在とのつながりなどに着目し

て、概念などを活用して多面的・多角的

に考察する力や、考察したことを効果的

に説明したり、それらを基に議論したり

する力を身に付けている。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象について、よりよい社会の実現を視

野に課題を主体的に追及しようとしてい

る。 

・教科書、補助教材 

 自作プリント 

・一人１台端末の活用 

 

【知識及び技能】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象について、地理的条件や世界の 歴史

と関連付けながら、総合的にとらえて理解

するとともに、諸資料から、中世の日本と

東アジアに関する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を身に付けてい

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象の意味や意義、伝統と文化の特徴など

を、時期や年代、推移、比較、相互の関連

や現在とのつながりなどに着目して、概念

などを活用して多面的・多角的に考察する

力や、考察したことを効果的に説明した

り、それらを基に議論したりする力を身に

付けている。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象について、よりよい社会の実現を視野

に課題を主体的に追及しようとしている。 

 

○ ○ ○ 15 

定期考査   ○ ○  1 

２

学

期 

中世の日本② 

【知識及び技能】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象について、地理的条件や 世界の歴

史と関連付けながら、総合的にとらえて

理解するとともに、 諸資料から、中世

の日本と東アジアに関する様々な情報を

適切かつ効果的に調べまとめる技能を身

に付けている。 

 

【思考力、判断力、表現力等】  

・中世の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象の意味や意義、伝統と文化の特徴な

どを、時期や年代、推移、比較、相互の

関連や現在とのつながりなどに着目し

て、概念などを活用して多面的・多角的

に考察する力や、考察したことを効果的

に説明したり、それらを基に議論したり

する力を身に付けている。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象について、よりよい社会の実現を視

野に課題を主体的に追及しようとしてい

る。 

・教科書、補助教材 

 自作プリント 

・一人１台端末の活用 

 

【知識及び技能】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象について、地理的条件や世界の 歴史

と関連付けながら、総合的にとらえて理解

するとともに、諸資料から、中世の日本と

東アジアに関する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を 身に付けてい

る。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象の意味や意義、伝統と文化の特徴など

を、時期や年代、推移、比較、相互の関連

や現在とのつながりなどに着目して、概念

などを活用して多面的・多角的に考察する

力や、考察したことを効果的に説明した

り、それらを基に議論したりする力を身に

付けている。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象について、よりよい社会の実現を視野

に課題を主体的に追及しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

6 

近世の日本と世界① 

【知識及び技能】 

・近世の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象について、地理的条件や 世界の歴

史と関連付けながら、総合的にとらえて

理解するとともに、 諸資料から、近世

の日本と東アジアに関する様々な情報を

適切かつ効果的に調べまとめる技能を身

に付けている。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象の意味や意義、伝統と文化の特徴な

どを、時期や年代、推移、比較、相互の

関連や現在とのつながりなどに着目し

・教科書、補助教材 

 自作プリント 

・一人１台端末の活用 

 

【知識及び技能】 

・近世の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象について、地理的条件や世界の 歴史

と関連付けながら、総合的にとらえて理解

するとともに、諸資料から、近世の日本と

東アジアに関する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を 身に付けてい

る。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象の意味や意義、伝統と文化の特徴など

を、時期や年代、推移、比較、相互の関連

や現在とのつながりなどに着目して、概念

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



て、概念などを活用して多面的・多角的

に考察する力や、考察したことを効果的

に説明したり、それらを基に議論したり

する力を身に付けている。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象について、よりよい社会の実現を視

野に課題を主体的に追及しようとしてい

る。 

などを活用して多面的・多角的に考察する

力や、考察したことを効果的に説明した

り、それらを基に議論したりする力を身に

付けている。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・中世の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象について、よりよい社会の実現を視野

に課題を主体的に追及しようとしている。 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

20 

定期考査   〇 〇  1 

近代の日本と世界② 

【知識及び技能】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象について、地理的条件や 世界の歴

史と関連付けながら、総合的にとらえて

理解するとともに、 諸資料から、近代

の日本と東アジアに関する様々な情報を

適切かつ効果的に調べまとめる技能を身

につけている。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象の意味や意義、伝統と文化の特徴な

どを、時期や年代、推移、比較、相互の

関連や現在とのつながりなどに着目し

て、概念などを活用して多面的・多角的

に考察する力や、考察したことを効果的

に説明したり、それらを基に議論したり

する力を養う。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象について、よりよい社会の実現を視

野に課題を主体的に追及しようとする態

度を養う。 

・教科書、補助教材 

 自作プリント 

・一人１台端末の活用 

 

【知識及び技能】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象について、地理的条件や世界の 歴史

と関連付けながら、総合的にとらえて理解

するとともに、諸資料から、近代の日本と

東アジアに関する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を 身につけてい

る。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象の意味や意義、伝統と文化の特徴など

を、時期や年代、推移、比較、相互の関連

や現在とのつながりなどに着目して、概念

などを活用して多面的・多角的に考察する

力や、考察したことを効果的に説明した

り、それらを基に議論したりする力を養

う。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる 

諸事象について、よりよい社会の実現を 

視野に課題を主体的に追及しようとする 

態度を養う。 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

20 

定期考査   〇 〇  1 

３

学

期 

近代の日本と世界③ 

【知識及び技能】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象について、地理的条件や 世界の歴

史と関連付けながら、総合的にとらえて

理解するとともに、 諸資料から、近代

の日本と東アジアに関する様々な情報を

適切かつ効果的に調べまとめる技能を身

につけている。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象の意味や意義、伝統と文化の特徴な

どを、時期や年代、推移、比較、相互の

関連や現在とのつながりなどに着目し

て、概念などを活用して多面的・多角的

に考察する力や、考察したことを効果的

に説明したり、それらを基に議論したり

する力を養う。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象について、よりよい社会の実現を視

野に課題を主体的に追及しようとする態

度を養う。 

・教科書、補助教材 

 自作プリント 

・一人１台端末の活用 

 

【知識及び技能】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる  

諸事象について、地理的条件や世界の 歴

史と関連付けながら、総合的にとらえて理

解するとともに、諸資料から、近代の日本

と東アジアに関する様々な情報を適切かつ

効果的に調べまとめる技能を身につけてい

る。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象の意味や意義、伝統と文化の特徴など

を、時期や年代、推移、比較、相互の関連

や現在とのつながりなどに着目して、概念

などを活用して多面的・多角的に考察する

力や、考察したことを効果的に説明した

り、それらを基に議論したりする力を養

う。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象について、よりよい社会の実現を視野

に課題を主体的に追及しようとする態度を

養う。 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

5 



戦後の日本 

【知識及び技能】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象について、地理的条件や 世界の歴

史と関連付けながら、総合的にとらえて

理解するとともに、諸資料から、近代の

日本と東アジアに関する様々な情報を適

切かつ効果的に調べまとめる技能を身に

つけている。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象の意味や意義、伝統と文化の特徴な

どを、時期や年代、推移、比較、相互の

関連や現在とのつながりなどに着目し

て、概念などを活用して多面的・多角的

に考察する力や、考察したことを効果的

に説明したり、それらを基に議論したり

する力を養う。 

 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる諸

事象について、よりよい社会の実現を視

野に課題を主体的に追及しようとする態

度を養う。 

・教科書、補助教材 

 自作プリント 

・一人１台端末の活用 

 

【知識及び技能】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象について、地理的条件や世界の 歴史

と関連付けながら、総合的にとらえて理解

するとともに、諸資料から、近代の日本と

東アジアに関する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を 身につけてい

る。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象の意味や意義、伝統と文化の特徴など

を、時期や年代、推移、比較、相互の関連

や現在とのつながりなどに着目して、概念

などを活用して多面的・多角的に考察する

力や、考察したことを効果的に説明した

り、それらを基に議論したりする力を養

う。 

 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・近代の日本と東アジアの展開に関わる 諸

事象について、よりよい社会の実現を視野

に課題を主体的に追及しようとする態度を

養う。 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 
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合

計 
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東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科  数学科   科目 数学Ⅱ 

教 科： 数学  科目： 数学Ⅱ  単位数：４      対象学年組：第２ 学年Ａ組 

使用教科書：（数研出版『数学Ⅱ』） 

教科 数学の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に 

解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発  

展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判 

断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基 

礎を養う。 

科目 数学Ⅱの目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対

数関数，三角関数及び微分・積分の考えに

ついての基本的な概念や原理・法則を体系

的に理解するとともに，事象を数学化したり，

数学的に解釈したり，数学的に表現・処理し

たりする技能を身に付けるようにする。 

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等

式が成り立つことなどについて論理的に考

察する力，座標平面上の図形について構成

要素間の関係に着目し，方程式を用いて図

形を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の

性質を論理的に考察したりする力，関数関

係に着目し，事象を的確に表現してその特

徴を数学的に考察する力，関数の局所的な

変化に着目し，事象を数学的に考察したり，

問題解決の過程や結果を振り返って統合

的・発展的に考察したりする力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする

態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基

づいて判断しようとする態度，問題解決の過

程を振り返って考察を深めたり，評価・改善

したりしようとする態度や創造性の基礎を養

う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

１

学

期 

A 単元：方程式・式と証明 

【知識及び技能】 

３次の乗法公式と因数分解の公式につ

いて理解し，それらを用いて計算すること

ができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

分数式とその約分と通分，四則計算につ

いて，数の四則計算と関連付けて理解

し，その計算ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

パスカルの三角形と〖(a+b)〗^n の展開

式における各項の係数について考察し，

二項定理を用いて，式を展開することが

できる。 

 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の活用 

等 

【知識・技能】 

３次の乗法公式や因数分解の公

式を用いて，計算することができ

る。 

※例 1，2，問 1，2 

【思考・判断・表現】 

分数式について，数の四則計算と

関連付けて考察することができ

る。 

※例 5～1 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・パスカルの三角形の数の並び方

を考察し，式の展開に活用しようと

している。 

※Act.1，2 

○ ○ ○ 9 

B 単元:複素数と方程式 

【知識及び技能】 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の活用 

等 

【知識・技能】 

・複素数の相等を用いて，問題を

解くことができる。 

※例 3，問 3 

○ ○ ○ 15 



虚数，複素数について理解し，数を拡張

することに興味をもつ。さらに，複素数の

計算ができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

すべての２次方程式を解くことができる。

また，２次方程式の判別式について理解

し，解を判別することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

２次方程式の解と係数の関係について理

解し，与えられた２数を解とする２次方程

式を求めることができる。 

・虚数単位を用いて，複素数の計

算をすることができる。 

※例 4，問 4 

・共役な複素数の性質を用いて，

複素数の除法を計算することがで

きる。 

※例 5，6，問 5 

【思考・判断・表現】 

・２次方程式の解の種類につい

て，判別式を用いて考察すること

ができる。 

※例題 2 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・２次方程式の解と係数の間に成

り立つ関係について考察しようとし

ている。 

※Act.1 

C 単元:式と証明 

【知識及び技能】 

左辺と右辺をそれぞれ計算することで，

等式を証明し，論理的な思考力を養う 

【思考力、判断力、表現力等】 

左辺と右辺の差や左辺の２乗と右辺の２

乗の差をとることで，不等式を証明し，論

理的な思考力を養う。また，相加平均と

相乗平均の間に成り立つ関係について

理解し，それを用いて不等式を証明する

ことができる。 

【学び身近な問題を解決することに，高次

方程式を活用することができる。に向かう

力、人間性等】 

 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の活用 

等 

【知識・技能】 

左辺と右辺をそれぞれ計算するこ

とで，等式を証明することができ

る。 

※例 1，例題 1，2，問 1～3 

【思考・判断・表現】 

不等式の証明について，論理的に

考察することができる。 

※例 2～5 

【主体的に学習に取り組む態度】 

身近な問題を解決することに，高

次方程式を活用しようとしている。 

○ ○ ○ 12 

D 単元:図形と方程式 

【知識及び技能】 

数直線上の２点間の距離を求めることが

できる。また，座標平面について理解し，

平面上の２点間の距離を求めることがで

きる 

【思考力、判断力、表現力等】 

数直線上の２点間の距離を求めることが

できる。また，座標平面について理解し，

平面上の２点間の距離を求めることがで

きる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

線分の内分・外分の意味を理解し，数直

線上や平面上の内分点・外分点の座標

を求めることができる。また，三角形の重

心の座標を求めることができる 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の活用 

等 

【知識・技能】 

数直線上や平面上の２点間の距

離を求めることができる 

【思考・判断・表現】 

平面上の２点間の距離の公式を

用いて，三角形の形状を考察する

ことができる。 

※例題 1，問 5 

・身近な問題を解決することに，座

標平面を活用することができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

定理の証明に，座標を活用しよう

としている。 

○ ○ ○ 17 



２

学

期 

A 単元:円 

【知識及び技能】 

与えられた条件から円の方程式を求めた

り，円の方程式から円の中心の座標と半

径を求めたりすることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

円と直線の共有点の座標を求めることが

できる。また，円と直線の共有点の個数

について，２次方程式の判別式の符号と

対応していることを理解する。 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の活用 

等 

【知識・技能】 

与えられた条件から円の方程式を

求めることができる。 

※例 1，例題 1，問 1，3 

・円の方程式から円の中心の座標

と半径を求めることができる。 

【思考・判断・表現】 

円と直線の共有点の個数につい

て，２次方程式の判別式の符号か

ら考察することができる。 

 

○ ○  10 

B 単元:軌跡と領域 

【知識及び技能】 

不等式が表す領域を図示したり，領域を

不等式に表したりすることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

連立不等式が表す領域を図示することが

できる。また，それを活用することができ

る 

【学びに向かう力、人間性等】 

軌跡について理解し，与えられた条件か

ら軌跡の方程式を求めることができる。 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の活用 

等 

【知識・技能】 

不等式が表す領域を図示すること

ができる。 

※例 1～3，例題 2，問 3～8 

・領域を不等式に表すことができ

る。 

【思考・判断・表現】 

x+y の値の最大値を求めること

に，連立不等式が表す領域を活

用することができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

軌跡が表す図形について考察しよ

うとしている。 

○ ○ ○ 12 

C 単元:三角関数 

【知識及び技能】 

三角関数の定義を理解し，一般角の三

角関数の値を求めることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

一般角の三角関数の相互関係が成り立

つことを理解する 

【学びに向かう力、人間性等】 

弧度法の意味を理解し，弧度法による扇

形の弧の長さと面積を求めることができ

る。 

 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の活用 

等 

【知識・技能】 

三角関数の定義を理解し，一般角

の三角関数の値を求めることがで

きる。 

【思考・判断・表現】 

一般角の三角関数の相互関係が

成り立つことについて，単位円を

用いて考察することができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

扇形の弧の長さと半径の関係か

ら，中心角の大きさについて考察

しようとしている。 

○ ○ ○ 14 

D 単元:加法定理 

【知識及び技能】 

三角関数の加法定理を理解し，それらを

用いて三角関数の値を求めることができ

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

２倍角の公式を理解し，それらを用いて

三角関数の値を求めることができる 

【学びに向かう力、人間性等】 

三角関数の合成を理解し，それを用いて

三角関数を合成することができる。 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の活用 

等 

【知識・技能】 

サインの加法定理の考えについ

て，単位円を用いて考察し，説明

しようとしている。 

【思考・判断・表現】２倍角の公式

を用いて，三角関数の値を求める

ことができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

関数 y=sin⁡θ+cos⁡θのグラフ

の特徴について，考察しようとして

いる。 

○ ○ ○ 12 



E 単元:指数関数・対数関数 

【知識及び技能】 

指数を整数へ拡張した指数法則につい

て理解し，指数法則を用いて，計算する

ことができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

累乗根の意味を理解し，計算することが

できる。また，指数を有理数へ拡張した

指数法則について理解し，指数法則を用

いて，計算することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

指数関数の定義とそのグラフの性質を理

解し，指数関数のグラフをかいたり，大小

比較をしたりすることができる。また，指

数関数を含む方程式・不等式を解くこと

ができる。 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の活用 

等 

【知識・技能】 

身近な問題を解決することに，指

数を考察しようとしている。 

【思考・判断・表現】 

指数が分数のときでも，指数法則

が成り立つことを考察することが

できる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

指数関数と２次関数の値の変化

やグラフの比較について，考察し

ようとしている。 

○ ○ ○ 13 

３

学

期 

A 単元:微分法の応用 

【知識及び技能】 

曲線上のある点における接線の方程式

を求めることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

関数の極大・極小の意味を理解し，極大

値・極小値を求めたり，そのグラフをかい

たりすることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

導関数の符号を利用して，関数の増減を

調べることができる。 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の活用 

等 

【知識・技能】 

・曲線上のある点における接線の

方程式を求めることができる。 

【思考・判断・表現】 

極値をもたない関数について，増

減表からその理由を考察すること

ができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

導関数 f^' (x) の符号と関数 y=f(x) 

のグラフの増減の対応について，

考察しようとしている。 

○ ○ ○ 12 

B 単元:積分法 

【知識及び技能】 

不定積分の意味を理解し，公式を用いて

不定積分を求めることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

定積分を利用して，直線や曲線で囲まれ

た図形の面積を求めることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

身近な問題を解決することに，微分を活

用することができる。 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の活用 

等 

【知識・技能】 

不定積分の意味を理解し，不定積

分を求めることができる。 

※例 1～3，問 1，2 

・不定積分の公式を用いて，不定

積分や原始関数 F(x) を求めるこ

とができる。 

【思考・判断・表現】 

直線で囲まれた図形の面積を求

める方法について，定積分の計算

と関連付けて考察することができ

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

身近な問題を解決することに，微

分を活用しようとしている。 

○ ○ ○ 
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東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科  数学   科目 数学Ｂ 

教 科： 数学  科目： 数学 B  単位数：２単位    対象学年組：第２ 学年Ａ組 

使用教科書：（数研出版『数学Ｂ』） 

教科 数学の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】 数学 B における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解しているとともに，事象を数学化し，数学 

的に解釈したり，数学的に表現・処理したりすることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や標本分布の性 

質に着目し，母集団の傾向を推測し判断し，標本調査の方法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事象 

や社会の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする力を身に付けること 

ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようし 

ている。また，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。 

科目 数学 B の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・数列，統計的な推測についての基本的な

概念や原理・法則を体系的に理解している。 

・数学と社会生活との関わりについて認識を

深めている。 

・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりすることに関する

技能を身に付けている。 

・離散的な変化の規則性に着目し，事象を

数学的に表現し考察する力を身に付けてい

る。 

・確率分布や標本分布の性質に着目し，母

集団の傾向を推測し判断したり，標本調査

の方法や結果を批判的に考察したりする力

を身に付けている。 

・日常の事象や社会の事象を数学化し，問

題を解決したり，解決の過程や結果を振り

返って考察したりする力を身に付けている。 

・数学のよさを認識し積極的に数学を活用し

ようとしたり，粘り強く柔軟に考え数学的論

拠に基づき判断しようとしたりしている。 

・問題解決の過程を振り返って考察を深め

たり，評価・改善したりしようとしている。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

１

学

期 

A 単元：数列 

【知識及び技能】 

数列の表し方や一般項の意味を理解し，

数列の各項や，数列の一般項を求めるこ

とができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

等差数列について理解し，その一般項や

和を求めることができる。また，いろいろ

な自然数の和の考察に，等差数列の和

の公式を活用することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

等比数列について理解し，その一般項や

和を求めることができる。 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の

活用 等 

【知識・技能】 

・等差数列について理解し，その一般

項を求めることができる。 

※例 5～7，例題 1，2，問 5～9 

・等差数列の和を求める方法を理解

し，和を求めることができる。 

【思考・判断・表現】 

日常の事象を数学的に捉え，等比数

列の考えを問題解決に活用すること

ができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・規則的に並ぶ数の列や日常の中に

ある数の並びに関心をもち，その規則

性を発見しようとしたり，説明しようと

したりしている。 

※Act.1，2 

○ ○ ○ 16 



B いろいろな数列 

【知識及び技能記号】 

 ∑ を用いた和の表し方や ∑ の性質を

理解し，自然数の和の公式や自然数の２

乗の和の公式を利用して，いろいろな数

列の和を求めることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

階差数列からもとの数列の一般項を求め

る方法を理解し，一般項を求めることがで

きる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

数列の和から一般項を求めることや，分

数で表された数列の和を求めることがで

きる。 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の

活用 等 

【【知識・技能】 

・記号 ∑ を用いた和の表し方や ∑ 

の性質を理解している。 

※例 1～3，問 1～3 

・公式を利用して自然数の和や自然

数の２乗の和を求めることができる。 

【思考・判断・表現】 

・階差数列を利用して，もとの数列の

一般項を考察することができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・分数で表された数列の和の求め方

について考察しようとしている。 

○ ○ ○ 18 

２

学

期 

A 単元:漸化式と数学的帰納法 

【知識及び技能】 

漸化式について理解し，事象の変化を漸

化式で表すことや，簡単な漸化式で表さ

れた数列の一般項を求めることができ

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

数学的帰納法について理解し，自然数の

性質などについて数学的帰納法を用いて

証明することができる 

【学びに向かう力、人間性等】 

数学的帰納法について理解し，自然数の

性質などについて数学的帰納法を用いて

証明することができる 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の

活用 等 

【知識・技能】 

・数列の隣接する２項間にある再帰的

な関係に着目し，それを式に表そうと

している。 

【思考・判断・表現】 

・自然数の性質などについて数学的

帰納法を用いて証明するとともに，他

の証明方法と比較し，多面的に考察

することができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・数学的帰納法を用いた証明と他の

証明方法を比較し，多面的に考察しよ

うとしている。 

○ ○ ○ 11 

B 単元:正規分布 

【知識及び技能】 

標本調査の考え方について理解を深め

る。 

【思考力、判断力、表現力等】 

確率変数と確率分布について理解し，確

率分布を求めることができる 

【学びに向かう力、人間性等】 

確率変数の分散及び標準偏差について

理解し，確率分布からその確率変数の分

散及び標準偏差を求めることができる。 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の

活用 等 

【知識・技能】 

確率変数と確率分布について理解

し，確率分布を求めることができる 

【思考・判断・表現】 

・確率変数の分散と確率分布の特徴

の関係について考察することができ

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

標本調査を活用した問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・

改善したりしようとしている。 

○ ○ ○ 13 

３

学

期 

A 単元:統計的な推測 

【知識及び技能】 

標本平均の分布と母集団の分布の関係

について理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の

活用 等 

【知識・技能】 

・主張の妥当性について，仮説検定

の考え方に基づいて批判的に考察す

ることができる。 

【思考・判断・表現】 

・母平均に対する信頼区間と標本の

大きさの関係について考察することが

できる。 

○ ○ ○ 
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母平均の区間推定の方法を理解し，母平

均に対する信頼区間を求めることができ

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

正規分布を用いた仮説検定の方法を理

解し，主張の妥当性について，仮説検定

の考え方に基づいて批判的に考察するこ

とができる 

【主体的に学習に取り組む態度】 

標本の大きさと標本平均の分布の関

係について考察しようとしている。 

合

計 

70 

 



東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科：理科   科目：物理基礎 
教 科：理科  科 目：物理基礎                  単位数：２  単位 対象学年組：第２学年Ａ組 

使用教科書：東京書籍『物理基礎』 

教科 理科 の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を 

身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。 

科目 物理基礎 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運

動と様々なエネルギーについて理解できる。ととも

に、科学的に探究するために必要な観察、実験など

に関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

観察、実験などを行い、主体的に設定した

課題のものと予想や考察の時間を中心に

科学的に探究する力を養う。 

物体の運動と様々なエネルギーに主

体的に関わり、科学的に探究しようと

する態度を養う。 

 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

１

学

期 

A 物理量の測定と扱い方・運動の表し方 

【知識・技能】 

・必要な物理量の表し方や測定における不確

かさ、測定値の扱い方、有効数字の計算や

科学表記の方法を理解する。 

・運動している物体のようすを表すのに必要

な物理量のうち、時刻や時間の違い、位置に

ついて理解する。 

・運動している物体のようすを表すのに必要

な物理量のうち、速さについて理解する。 

・速さには瞬間の速さと平均の速さがあること

を理解する。 

・物体の運動の向きと速さを合わせた量であ

る速度について理解し、速さと速度の違いを

知る。 

・変位と時刻の関係や、速度と時刻の関係を

グラフに表す方法を理解できる。 

・平均の速度と瞬間の速度や合成速度とそ

の求め方について理解できる。 

【思考・判断・表現】 

記録タイマーとテープを使って、自分自身の

運動について調べ、レポートを作成したり他

の人の運動と比べたりする。 

・切り取った物体の写真を観察し、物体の運

動を伝えるにはどのような情報が必要か考え

る。 

・直線を走っている人の速さについて、速さが

一定であることを確かめる方法について考え

る。 

・連続写真などを用いて、等速直線運動する

物体の x-t グラフや v-t グラフを表現したり、

グラフを読み取ったりし、その特徴について

理解する。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

記録タイマーとテープを使って、自分自身の

運動について調べ、レポートを作成し他の人

の運動と比較検討できる。 

・電車での体験を例に、2つの物体の運動を

観測するときについて考える。 

・指導事項 

観察・実験を中心

に据えて、予想や

考察の時間では思

考ツールを使用し

て生徒一人一人に

きちんと考えさせて

物理的な規則性や

法則に迫る。 

・教材：教科書、ワ

ーク、授業プリント 

・一人１台端末の

活用 等 

【知識・技能】 

・必要な物理量の表し方や測定に

おける不確かさ、測定値の扱い方、

有効数字の計算や科学表記の方法

を理解できる。 

・運動している物体のようすを表す

のに必要な物理量のうち、時刻や

時間の違い、位置について理解で

きる。 

・運動している物体のようすを表す

のに必要な物理量のうち、速さにつ

いて理解できる。 

・速さには瞬間の速さと平均の速さ

があることを理解できる。 

・物体の運動の向きと速さを合わせ

た量である速度について理解し、速

さと速度の違いを理解することがで

きる。 

・変位と時刻の関係や、速度と時刻

の関係をグラフに表す方法を理解

できる。 

・平均の速度と瞬間の速度や合成

速度とその求め方について理解で

きる。 

【思考・判断・表現】 

記録タイマーとテープを使って、自

分自身の運動について調べ、レポ

ートを作成し他の人の運動と比較検

討できる。 

・切り取った物体の写真を観察し、

物体の運動を伝えるにはどのような

情報が必要か考えることができる。 

・直線を走っている人の速さについ

て、速さが一定であることを確かめ

る方法について考えることができ

る。 

・連続写真などを用いて、等速直線

運動する物体の x-t グラフや v-t 

グラフを表現したり、グラフを読み取

ったりし、その特徴について理解で

きる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

記録タイマーとテープを使って、自

分自身の運動について調べ、レポ
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ートを作成し人の運動と比較検討で

きる。 

・電車での体験を例に、2つの物体

の運動を観測するときについて考え

ることができる。 

・さまざまなスポーツの場面を参考

に、合成速度と相対速度について

理解を深めることができる。 

定期考査   ○ ○  1 

B 直線運動の加速度 

・水平面上を進む物体と斜面を下る物体の運

動のようすの違いについて比較し、斜面を下

るときには速度が変化することを理解する。 

・実験結果をふまえ、速度の変化を加速度と

いうこと、その求め方を理解する。 

・速度と同様に、加速度にも瞬間の加速度と

平均の加速度があることを知る。 

・等加速度直線運動のようすを表す３つの式

について理解する。 

・斜面を上がる運動のように、加速度が負に

なる場合の運動の特徴について理解する。 

・等加速度直線運動の式やグラフの扱い方を

理解する。 

・自由落下とはどのような運動か理解する。 

・物体が自由落下するときの加速度（重力加

速度）について理解する。 

【思考・判断・表現】 

・曲面上を下る場合の運動がどのようになる

か考察する。 

・加速度が一定である直線運動を等加速度

直線運動ということを理解し、等加速度直線

運動の v-t グラフや x-t グラフの特徴につい

て理解する。 

・自由落下とはどのような運動か理解する。 

・実験 1 で学んだ実験手法を用いて、自由落

下する物体の運動の特徴を調べ、考察する。 

・物体が自由落下するときの重力加速度につ

いて理解する。 

・自由落下のようすを表す式について、等加

速度直線運動の式から導けることを理解す

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・これまでの学習を生かし、水平面上を運動

する小球のストロボ写真から小球の運動がど

のようなものか知る。 

・斜面を下る力学台車の運動のようすをこれ

まで学習した v-t グラフや x-t グラフに表し

て結果について考察し、速度と時間の関係を

見いだす。 

・バンジージャンプで飛び降りた人の運動の

ようすについて考えることができる。 

・指導事項 

観察・実験を中心

に据えて、予想や

考察の時間では思

考ツールを使用し

て生徒一人一人に

きちんと考えさせて

物理的な規則性や

法則に迫る。 

 

・教材：教科書、ワ

ーク、授業プリント 

・一人１台端末の

活用 等 

【知識・技能】 

・水平面上を進む物体と斜面を下る

物体の運動のようすの違いについ

て比較し、斜面を下るときには速度

が変化することを理解できる。 

・実験結果をふまえ、速度の変化を

加速度ということ、その求め方を理

解できる。 

・速度と同様に、加速度にも瞬間の

加速度と平均の加速度があること

に気付いて理解できる。 

・等加速度直線運動のようすを表す

３つの式について理解できる。 

・斜面を上がる運動のように、加速

度が負になる場合の運動の特徴に

ついて理解できる。 

・等加速度直線運動の式やグラフ

の扱い方を理解できる。 

・自由落下とはどのような運動か理

解できる。 

・物体が自由落下するときの加速度

（重力加速度）について理解できる。 

【思考・判断・表現】 

・曲面上を下る場合の運動がどのよ

うになるか考察することができる。 

・加速度が一定である直線運動を

等加速度直線運動ということを理解

し、等加速度直線運動の v-t グラフ

や x-t グラフの特徴について理解

できる。 

・自由落下とはどのような運動か理

解できる。 

・実験 1 で学んだ実験手法を用い

て、自由落下する物体の運動の特

徴を調べ、考察する。 

・物体が自由落下するときの重力加

速度について理解できる。 

・自由落下のようすを表す式につい

て、等加速度直線運動の式から導

けることを理解できる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・これまでの学習を生かし、水平面

上を運動する小球のストロボ写真

から小球の運動がどのようなものか

気付くことができる。 

・斜面を下る力学台車の運動のよう

すをこれまで学習した v-t グラフや

x-t グラフに表して結果について考

察し、速度と時間の関係を見いだす

ことができる。 

・バンジージャンプで飛び降りた人

の運動のようすについて気付くこと

ができる。 
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２

学

期 

C さまざまな運動とその力のはたらき 

【知識及び技能】 

・力の 3 要素や力の矢印の書き方について

理解する。 

・2 力のつり合いについて理解する。 

・身近な例をもとに、慣性の法則について理

解する。 

・物体にはたらく力にはさまざまな種類がある

こと、その特徴やはたらいているとわかる理

由を理解する。 

・フックの法則について理解する。 

・力（ベクトル）は成分に分けて表すことがで

きることとその表し方を理解する。 

・物体にはたらく力、物体に生じる加速度、物

体の質量についての関係（運動の法則）と運

動方程式について理解する。 

・作用・反作用の法則について理解できる。 

 

【思考・判断・表現】 

・物体に力がはたらくと運動のようすはどのよ

うに変わるかを図 を用いて考察する。 

・物体にはたらく力と物体に生じる加速度の

関係が具体的な数値としてどのような関係に

あるかを調べるための実験計画を立てる。 

・ばねばかりで引いた力学台車の運動のよう

すについて、 v-t グラフや a-F グラフに表し、

物体にはたらく力と物体に生じる加速度の間

にどのような関係があるかを見いだす。 

・物体にはたらく力と物体に生じる加速度の

関係を定性的に考える。 

・実験をもとに、物体の質量と、物体に生じる

加速度の関係がどのようになるかを予想し、

それを調べるための実験方法を考え、実験

し、物体の質量と、物体に生じる加速度の関

係を見いだす。 

ばねばかりで引いた力学台車の運動のよう

すについて、 v-t グラフや a-F グラフに表し、

物体にはたらく力と物体に生じる加速度の間

にどのような関係があるかを見いだす。 

・物体にはたらく力と物体に生じる加速度の

関係を定性的に考えることができる。 

・実験をもとに、物体の質量と、物体に生じる

加速度の関係がどのようになるかを予想し、

それを調べるための実験方法を考え、実験

し、物体の質量と、物体に生じる加速度の関

係を見いだす。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・物体が「落ちない」ということをどのように説

明すればよいか考える。 

・ガリレオの思考実験をもとに、摩擦や空気

抵抗がない場合の物体の運動について考え

る。 

・宇宙ステーションでの物体の運動をもと、物

体に力が加わり続けると物体の運動がどうな

るか考える。 

・鉄棒の例をもとに、3 力のつり合いについて

考え、理解を深める。 

・力学台車の衝突をもとに、作用。反作用の

法則について調べる。 

・指導事項 

観察・実験を中心

に据えて、予想や

考察の時間では思

考ツールを使用し

て生徒一人一人に

きちんと考えさせて

物理的な規則性や

法則に迫る。 

 

・教材：教科書、ワ

ーク、授業プリント 

・一人１台端末の

活用 等 

【知識・技能】 

・力の 3 要素や力の矢印の書き方

について理解できる。 

・2 力のつり合いについて理解でき

る。 

・身近な例をもとに、慣性の法則に

ついて理解できる。 

・物体にはたらく力にはさまざまな種

類があること、その特徴やはたらい

ているとわかる理由を理解できる。 

・フックの法則について理解できる。 

・力（ベクトル）は成分に分けて表す

ことができることとその表し方を理

解できる。 

・物体にはたらく力、物体に生じる加

速度、物体の質量についての関係

（運動の法則）と運動方程式につい

て理解できる。 

・作用・反作用の法則について理解

できる。 

 

【思考・判断・表現】 

・物体に力がはたらくと運動のよう

すはどのように変わるかを、図を用

いて考察することができる。 

・物体にはたらく力と物体に生じる

加速度の関係が具体的な数値とし

てどのような関係にあるかを調べる

ための実験計画を立てることができ

る。 

・ばねばかりで引いた力学台車の運

動のようすについて、 v-t グラフや

a-F グラフに表し、物体にはたらく力

と物体に生じる加速度の間にどのよ

うな関係があるかを考えることがで

きる。 

・物体にはたらく力と物体に生じる

加速度の関係を定性的に考えるこ

とができる。 

・実験をもとに、物体の質量と、物体

に生じる加速度の関係がどのように

なるかを予想し、それを調べるため

の実験方法を考え、実験し、物体の

質量と、物体に生じる加速度の関係

を見いだすことができる。 

ばねばかりで引いた力学台車の運

動のようすについて、 v-t グラフや

a-F グラフに表し、物体にはたらく力

と物体に生じる加速度の間にどのよ

うな関係があるかを見いだすことが

できる。 

・物体にはたらく力と物体に生じる

加速度の関係を定性的に考えるこ

とができる。 

・実験をもとに、物体の質量と、物体

に生じる加速度の関係がどのように

なるかを予想し、それを調べるため

の実験方法を考え、実験し、物体の

質量と、物体に生じる加速度の関係

を見いだすことができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・物体が「落ちない」ということをどの

ように説明すればよいか考えようと

する。 
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・ガリレオの思考実験をもとに、摩擦

や空気抵抗がない場合の物体の運

動について考えようとする。 

・宇宙ステーションでの物体の運動

をもと、物体に力が加わり続けると

物体の運動がどうなるか考えようと

する。 

・鉄棒の例をもとに、3 力のつり合い

について考え、理解を深める。 

・力学台車の衝突をもとに、作用。

反作用の法則について調べること

ができる。 

定期考査   〇 〇  1 

 

D 物体の運動とエネルギー 

【知識及び技能】 

・力の向きと仕事の関係や力の向きと移動の

向きが任意のときの仕事の表し方について

理解する。 

・運動エネルギーの変化と仕事の関係につい

て理解する。 

・重力による位置エネルギーを定量的に表す

方法を理解する。 

・弾性力による位置エネルギーを定量的に表

す方法を理解する。 

・運動エネルギーと位置エネルギーが移り変

わる運動について定量的な実験を行い、運

動エネルギー、位置エネルギー、力学的エネ

ルギーの関係について理解する。 

・重力のみが仕事をする運動について、物体

の運動エネルギー、位置エネルギーを考え、

力学的エネルギーが保存されることを理解す

る。 

・保存力以外の力が仕事をする場合の力学

的エネルギーの変化とその仕事の関係を理

解する。 

【思考・判断・表現】 

・道具を使用する場合としない場合のデータ

をもとに、物理における仕事の表し方と仕事

の原理について理解する。 

・表のデータをもとに、仕事率について理解

する。 

・物体が一定の速さで運動しているときの仕

事と速さの関係を理解する。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・日常生活の中で使用するエネルギーに着

目してその例を挙げ、エネルギーについて考

える。 

・ボウリングのピンの飛び方が異なる写真を

見て、運動エネルギーに関係する物理量に

ついて考える。 

・ブランコを例に、位置エネルギーの移り変わ

りについて考える。 

・運動エネルギーと位置エネルギーが移り変

わる運動にどのようなものがあるか考える。 

・指導事項 

観察・実験を中心

に据えて、予想や

考察の時間では思

考ツールを使用し

て生徒一人一人に

きちんと考えさせて

物理的な規則性や

法則に迫る。 

 

・教材：教科書、ワ

ーク、授業プリント 

・一人１台端末の

活用 等 

【知識・技能】 

・力の向きと仕事の関係や力の向き

と移動の向きが任意のときの仕事

の表し方について理解できる。 

・運動エネルギーの変化と仕事の関

係について理解できる。 

・重力による位置エネルギーを定量

的に表す方法を理解できる。 

・弾性力による位置エネルギーを定

量的に表す方法を理解できる。 

・運動エネルギーと位置エネルギー

が移り変わる運動について定量的

な実験を行い、運動エネルギー、位

置エネルギー、力学的エネルギー

の関係について理解できる。 

・重力のみが仕事をする運動につい

て、物体の運動エネルギー、位置エ

ネルギーを考え、力学的エネルギー

が保存されることを理解できる。 

・保存力以外の力が仕事をする場

合の力学的エネルギーの変化とそ

の仕事の関係を理解することができ

る。 

【思考・判断・表現】 

・道具を使用する場合としない場合

のデータをもとに、物理における仕 

事の表し方と仕事の原理について

理解できる。 

・表のデータをもとに、仕事率につ

いて理解できる。 

・物体が一定の速さで運動している

ときの仕事と速さの関係を理解でき

る。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・日常生活の中で使用するエネルギ

ーに着目してその例を挙げ、エネル

ギーについて考えようとする。 

・ボウリングのピンの飛び方が異な

る写真を見て、運動エネルギーに関

係する物理量について考えようとす

る。 

・ブランコを例に、位置エネルギー

の移り変わりについて考えようとす

る。 

・運動エネルギーと位置エネルギー

が移り変わる運動にどのようなもの

があるか考えようとする。 

○ ○ 〇 1２ 

定期考査   〇 〇  1 



３ 

学 

期 

E 熱 

【知識及び技能】 

・ブラウン運動を観察し、熱運動や絶対温度

とセルシウス温度の関係について理解する。 

・熱がエネルギーであることについて理解す

る。 

・水に熱を加えたときの温度変化と状態変化

や内部エネルギーについて理解する。 

・直接熱を加える以外の内部エネルギーを増

加させる方法について実験を通して知る。 

・内部エネルギーと仕事の関係（熱力学第 1 

法則）について理解する。 

・エネルギー保存の法則について理解でき

る。 

【思考・判断・表現】 

・温度が熱運動の激しさを表すことを理解す

る。 

・物質の三態と物質の分子の状態を関連付

けて理解する。 

・原子・分子の熱運動と潜熱について関連付

けて理解し熱量の保存について理解できる。 

・物質の種類による物質の温まりやすさの違

いについて理解し、実験データの分析をもと

に、熱容量と比熱容量について理解する。 

・気体の状態変化の例として、断熱変化や断

熱膨張があり、熱力学第 1 法則とどのような

関係があるか知る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・温度計の例をもとに、温度をどのように測っ

ているのか考える。 

・パスタをゆでる際を例に、物質の量と温度

の関係について考える。 

・寒いときに手をこすり合わせることや自転車

の空気入れを例に、直接熱を加えずに温度

を上げることができることに気付き、その理由

を考える。 

・熱現象の不可逆性に関連して、熱力学第 2 

法則について知り、理解を深める。 

・熱を加えずに物体の温度が上がることを確

かめる。 

・蒸気機関車やエンジンなどを例に、燃料か

ら発生した熱をどの程度仕事に変換できるの

かを考え、効率がそれぞれ異なることに気付

く。 

・学習内容を振り返り、熱機関によって排出

する熱の有効活用について考える。 

・指導事項 

観察・実験を中心

に据えて、予想や

考察の時間では思

考ツールを使用し

て生徒一人一人に

きちんと考えさせて

物理的な規則性や

法則に迫る。 

 

・教材：教科書、ワ

ーク、授業プリント 

・一人１台端末の

活用 等 

【知識・技能】 

・ブラウン運動を観察し、熱運動や

絶対温度とセルシウス温度の関係

について理解することができる。 

・熱がエネルギーであることについ

て理解できる。 

・水に熱を加えたときの温度変化と

状態変化や内部エネルギーについ

て理解できる。 

・直接熱を加える以外の内部エネル

ギーを増加させる方法について、実

験を通して理解することができる。 

・内部エネルギーと仕事の関係（熱

力学第 1 法則）について理解でき

る。 

・エネルギー保存の法則について理

解できる。 

【思考・判断・表現】 

・温度が熱運動の激しさを表すこと

を理解できる。 

・物質の三態と物質の分子の状態

を関連付けて理解できる。 

・原子・分子の熱運動と潜熱につい

て関連付けて理解し熱量の保存に

ついて理解できる。 

・物質の種類による物質の温まりや

すさの違いについて理解し、実験デ

ータの分析をもとに、熱容量と比熱

容量について理解できる。 

・気体の状態変化の例として、断熱

変化や断熱膨張があり、熱力学第

1 法則とどのような関係があるか理

解できる。 

・熱現象の不可逆性に関連して、熱

力学第 2 法則について知り、理解

することができる。 

・振り子の運動について力学的エネ

ルギー保存の法則を適用することを

考えることができる。 

・一般的に力学的エネルギーが保

存される場合の条件と、力学的エネ

ルギー保存の法則について理解で

きる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・温度計の例をもとに、温度をどの

ように測っているのか考えようとす

る。 

・パスタをゆでる際を例に、物質の

量と温度の関係について考えようと

する。 

・寒いときに手をこすり合わせること

や自転車の空気入れを例に、直接

熱を加えずに温度を上げることがで

きることに気付き、その理由を考え

ることができる。 

・熱を加えずに物体の温度が上が

ることを確かめようとする。 

・蒸気機関車やエンジンなどを例

に、燃料から発生した熱をどの程度

仕事に変換できるのかを考え、効率

がそれぞれ異なることに気付く。 

・学習内容を振り返り、熱機関によ

って排出する熱の有効活用につい

て考えようとする。 

〇 〇 〇 13 

定期考査   〇 〇  1 
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東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年）  教科 理科  科目 生物基礎 

教 科：理科  科 目：生物基礎           単位数： ２    対象学年組：第   ２学年Ａ組 

使用教科書：『改訂生物基礎』（東京書籍） 

教科 理科 の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関す 

る技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。 

科目 生物基礎 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

日常生活や社会との関連を図りながら，生

物や生物現象について理解するとともに，

科学的に探究するために必要な観察，実験

などに関する基本的な技能を身に付けるよ

うにする。 

観察，実験などを行い，科学的に探究する

力を養う。  

生物や生物現象に主体的に関わり，科学

的に探究しようとする態度と，生命を尊重

し，自然環境の保全に寄与する態度を養

う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

１

学

期 

1生物の特徴 

  生物の多様性と共通性 

【知識及び技能】 

生物には多様性がありなが

ら共通性があることを理解す

る。 

【思考力、判断力、表現力

等】 細胞に関する観察，実

験などを行い，科学的に探

究する力を養う。【学びに向

かう力、人間性等】 生物の

特徴に関して、科学的に探

求しようとする態度を養う。 

・指導事項 

 生物の多様性 

 生物の共通性 

 細胞の特徴 

・教材 

 教科書、補助教材、

ワークシート 

・一人１台端末の活用  

【知識・技能】 生物の特徴につい

て，生物の共通性と多様性の基

本的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに，科学的に探

究するために必要な観察，実験な

どに関する基本操作や記録など

の基本的な技能を身に付けてい

る。 

【思考・判断・表現】生物の共通性

と多様性について，問題を見いだ

し見通しをもって観察，実験などを

行い，科学的に考察し表現してい

るなど，科学的に探究している。  

【主体的に学習に取り組む態度】

生物の共通性と多様性に関する

事物・現象に進んでかかわり，見

通しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしてい

る。 

○ ○ ○ 6 

1生物の特徴 

  生物とエネルギー 

【知識及び技能】 

資料をもとに、生命活動には

エネルギーが必要なことを理

解する。 

【思考力、判断力、表現力

等】 酵素に関する観察，実

験などを行い，科学的に探

究する力を養う。【学びに向

かう力、人間性等】 生物と

エネルギーに関して、科学的

に探求しようとする態度を養

う 

・指導事項 

 生体と ATP 

 酵素のはたらき 

 呼吸と光合成 

・教材 

 教科書、補助教材、

ワークシート 

・一人１台端末の活用  

【知識・技能】生物の特徴につい

て，生物とエネルギーの基本的な

概念や原理・法則などを理解して

いるとともに，科学的に探究する

ために必要な観察，実験などに関

する基本操作や記録などの基本

的な技能を身に付けている。  

【思考・判断・表現】生物とエネル

ギーについて，問題を見いだし見

通しをもって観察，実験などを行

い，科学的に考察し表現している

など，科学的に探究している。 

【主体的に学習に取り組む態度】

生物とエネルギーに関する事物・

現象に進んでかかわり，見通しを

もったり振り返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

○ ○ ○ 6 



定期考査   ○ ○  1 

2遺伝子とそのはたらき 

  遺伝情報と DNA 

【知識及び技能】       

DNA を構造とはたらきにつ

いて理解する。 

【思考力、判断力、表現力

等】 DNAに関する観察，実

験などを行い，科学的に探

究する力を養う。【学びに向

かう力、人間性等】 DNAに

関して、科学的に探求しよう

とする態度を養う。 

・指導事項 

 生物と遺伝子 

 DNAの構造 

 DNAの複製と分配 

・教材 

 教科書、補助教材、

ワークシート 

・一人１台端末の活用  

【知識・技能】DNAの構造とはたら

きについて，物質 DNAの構造や

物質としての特徴を理解している

とともに，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関する

基本操作や記録などの基本的な

技能を身に付けている。  

【思考・判断・表現】DNAの構造と

はたらきについて，問題を見いだ

し見通しをもって観察，実験などを

行い，科学的に考察し表現してい

るなど，科学的に探究している。 

【主体的に学習に取り組む態度】

DNAの構造とはたらきに関する事

物・現象に進んでかかわり，見通

しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしてい

る。 

○ ○ ○ 9 

2遺伝子とそのはたらき 

  遺伝情報とタンパク質の

合成 

【知識及び技能】       

遺伝情報とタンパク質合成

について理解する。 

【思考力、判断力、表現力

等】  

遺伝情報の発現に関する調

査やデータ解析などを行い，

科学的に探究する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性

等】     遺伝情報の発現

に関して、科学的に探求しよ

うとする態度を養う 

・指導事項 

 タンパク質 

 タンパク質と遺伝情

報 

 細胞の分化と遺伝

子 

・教材 

 教科書、補助教材、

ワークシート 

・一人１台端末の活用  

【知識・技能】遺伝情報が発現す

るしくみについて，遺伝情報の転

写と翻訳の基本概念を理解してい

るとともに，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身に付けている。  

【思考・判断・表現】遺伝情報が発

現するしくみについて、問題を見

いだし見通しをもって観察，実験

などを行い，科学的に考察し表現

しているなど，科学的に探究して

いる。 

【主体的に学習に取り組む態度】

遺伝情報が発現するしくみに関す

る事物・現象に進んでかかわり，

見通しをもったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようとしてい

る。 

○ ○ ○ 8 

定期考査   ○ ○  1 

２

学

期 

3 ヒトの体の調節 

  ヒトの体を調節するしくみ 

【知識及び技能】       

自律神経系と内分泌系のは

たらきについて理解する。 

【思考力、判断力、表現力

等】  自律神経系に関する

観察，調査などを行い，科学

的に探究する力を養う。           

【学びに向かう力、人間性

等】 D ヒトの体内環境に関

して、科学的に探求しようと

する態度を養う。 

・指導事項 

 体内環境 

 自律神経系による

情報伝達 

 内分泌系による情

報伝達 

 血統値の調節 

・教材 

 教科書、補助教材、

ワークシート 

・一人１台端末の活用  

【知識・技能】ヒトの自律神経系と

内分泌系のしくみについて，体内

環境の調節の基本概念を理解し

ているとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験などに

関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身に付けている。  

【思考・判断・表現】ヒトの自律神

経系と内分泌系のしくみについ

て、問題を見いだし見通しをもって

観察，実験などを行い，科学的に

考察し表現しているなど，科学的

に探究している。 

【主体的に学習に取り組む態度】

体内環境を調節するしくみに関す

る事物・現象に進んでかかわり，

見通しをもったり振り返ったりする

○ ○ ○ 12 



など，科学的に探究しようとしてい

る。 

定期考査   
○ ○  1 

【知識及び技能】       

免疫のしくみと免疫細胞の

はたらきについて理解する。 

【思考力、判断力、表現力

等】  

免疫に関する調査などを行

い，科学的に探究する力を

養う。  【学びに向かう力、

人間性等】 免疫に関して、

科学的に探求しようとする態

度を養う。 

・指導事項 

 免疫のしくみ 

 免疫の応用 

 免疫とさまざまな疾

患 

・教材 

 教科書、補助教材、

ワークシート 

・一人１台端末の活用  

【知識・技能】ヒトの免疫のしくみに

ついて，免疫細胞のはたらきに関

する基本概念を理解しているとと

もに，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基本

操作や記録などの基本的な技能

を身に付けている。  

【思考・判断・表現】ヒトの免疫のし

くみについて、問題を見いだし見

通しをもって観察，実験などを行

い，科学的に考察し表現している

など，科学的に探究している。 

【主体的に学習に取り組む態度】

ヒトの免疫に関する事物・現象に

進んでかかわり，見通しをもったり

振り返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 

○ ○ ○ 12 

定期考査   
○ ○  1 

３

学

期 

4生物の多様性と生態系 

  植生と遷移 

  生態系と生物の多様性 

【知識及び技能】       

植生の遷移とバイオームに

ついて理解する。 

【思考力、判断力、表現力

等】 植生や生態系に関する

観察などを行い，科学的に

探究する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性

等】 植生や生態系に関し

て、科学的に探求しようとす

る態度を養う。 

・指導事項 

 植生の遷移とバイオ

ーム 

 生態系における生

物の多様性 

 生態系における生

物間の関係 

 生態系の保全 

・教材 

 教科書、補助教材、

ワークシート 

・一人１台端末の活用  

【知識・技能】生態系のしくみにつ

いて、バイオームの分布や生物間

の関係の基本概念を理解してい

るとともに，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身に付けている。  

【思考・判断・表現】生態系のしく

みについて、バイオームの分布や

生物間の関係などについて、問題

を見いだし見通しをもって観察，実

験などを行い，科学的に考察し表

現しているなど，科学的に探究し

ている。 

【主体的に学習に取り組む態度】

生態系のしくみに関する事物・現

象に進んでかかわり，見通しをも

ったり振り返ったりするなど，科学

的に探究しようとしている。 

○ ○ ○ 12 

定期考査   

 

○ ○  

1 

合

計 

70 

 



東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科：理科  科目：理科演習 
教 科：  科 目： 理科               単位数： １    対象学年組：第２学年 Ａ組 

使用教科書：東京書籍『新編化学基礎、新編生物基礎』 

教科 理科演習 の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその変化についての概念や原理・法則などを理解して 

いるとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの技能を身に付ける 

ようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、得られた結果を分 

析して解釈し、表現するなど、科学的に探究する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究する 

態度を養う。 

科目 理科演習 の目標 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

日常生活や社会との関連を図りながら、物

質とその変化についての概念や原理・法則な

どを理解しているとともに、科学的に探究する

ために必要な観察、実験などに関する基本

操作や記録などの技能を身に付けるようにす

る。 

自然の事物・現象から問題を見いだし、見

通しをもって観察、実験などを行い、得られ

た結果を分析して解釈し、表現するなど、科

学的に探究する力を養う。 

自然の事物・現象に主体的に関わり、見

通しをもったり振り返ったりするなど、科学的

に探究する態度を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

１

２ 

学 

期 

A 酸・塩基とその反応 

【知識・技能】 

・酸と塩基の定義や分類を理解し、酸

と塩基を価数や強弱にもとづいて分

類することができるようになる。 

・水溶液の性質(酸性・中性・塩基性)と

水素イオン濃度や pH との関係を理解

し、知識を身に付ける。 

・中和反応について理解し、塩のなり

たちや塩の水溶液の性質を理解す

る。 

・中和反応に関与する物質の量的関

係を理解し、中和反応における酸と塩

基の量的関係を計算によって求める。 

・中和滴定の操作や中和滴定曲線を

理解し、実験器具の適切な取り扱い

やグラフの見方などの知識を身に付

ける。 

 

【思考・判断・表現】  

・酸・塩基の観察、実験から共通性を

見いだし、酸・塩基の定義を理解し、

日常生活と関連付けて考察する。 

・学習課題に対して観察・実験や調査

を計画・実施し、結果にもとづいて総

合的に考察する。 

・中和滴定の実験を通して、それぞれ

の操作がどのような意味をもっている

のかを理解し、実験結果に対してどの

ような影響があるかを考察する。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・酸、塩基や中和反応に関心をもち、

それらを日常生活に関連付けて、意

欲的に探究する。 

・酸と塩基の反応の量的関係を物質

量と関連付けて考察する。 

・学習課題に対して積極的に観察・実

験を行い、意欲的に探究する。 

・指導事項 

・酸や塩基に関す

る実験などを行い、

酸と塩基の性質お

よび中和反応に関

与する物質の量的

関係について理解

する。 

・教材 

教科書、ワーク、授

業プリント 

・一人１台端末の

活用 等 

【知識・技能】 

・酸と塩基の定義や分類を理解し、酸と塩

基を価数や強弱にもとづいて分類するこ

とができる。 

・水溶液の性質(酸性・中性・塩基性)と水

素イオン濃度や pH との関係を理解し、知

識を身に付けている。 

・中和反応について理解し、塩のなりたち

や塩の水溶液の性質を理解している。 

・中和反応に関与する物質の量的関係を

理解し、中和反応における酸と塩基の量

的関係を計算によって求めることができ

る。 

・中和滴定の操作や中和滴定曲線を理解

し、実験器具の適切な取り扱いやグラフ

の見方などの知識を身に付けている。 

 

【思考・判断・表現】  

・酸・塩基の観察，実験から共通性を見い

だし、酸・塩基の定義を理解し、日常生活

と関連付けて考察できる。 

・学習課題に対して観察・実験や調査を

計画・実施し、結果にもとづいて総合的に

考察できる。 

・中和滴定の実験を通して、それぞれの

操作がどのような意味をもっているのかを

理解し、実験結果に対してどのような影響

があるかを考察できる。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・酸，塩基や中和反応に関心をもち、それ

らを日常生活に関連付けて、意欲的に探

究しようとする。 

・酸と塩基の反応の量的関係を物質量と

関連付けて考察しようとする。 

・学習課題に対して積極的に観察・実験を

行い、意欲的に探究しようとする。 

○ ○ ○ 14 

定期考査   ○ ○  1 



B 酸化還元反応 

【知識・技能】 

・酸化・還元の定義を理解し、知識を

身に付ける。 

・酸化還元反応を酸化数の増減によ

って判断することができるようになる。 

・酸化剤、還元剤のはたらきを理解

し、半反応式をもとに酸化還元反応を

組み立てることができるようになる。 

・酸化還元反応の量的関係を理解す

る。 

・金属のイオン化傾向や金属の反応

性を理解し、知識を身に付ける。 

・酸化還元反応の利用例として、電池

や電気分解などがあることを理解し、

電池の構成などの基本的な知識を身

に付ける。 

  

【思考・判断・表現】  

・代表的な酸化剤・還元剤の観察から

電子の授受としての規則性を見いだ

し、自らの考えで表現する。 

・観察、実験を通して、酸化・還元の定

義と、酸化数の定義の有効性を理解

し、それらをもとに事物・現象の中に

共通性を見出し、酸化還元反応として

論理的に考察する。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・燃焼、金属の溶解や腐食などの反

応に興味をもち、電子の授受という観

点から、それらを意欲的に探究する。 

・酸化還元反応の量的関係を物質量

と関連付けて考察する。 

・学習課題に対して積極的に観察・実

験を行い、意欲的に探究する。 

・指導事項 

酸化還元反応が電

子の授受によるこ

とを理解する。 

・教材 

教科書、ワーク、授

業プリント 

・一人１台端末の

活用 等 

【知識・技能】 

・酸化・還元の定義を理解し、知識を身に

付けている。 

・酸化還元反応を酸化数の増減によって

判断することができる。 

・酸化剤，還元剤のはたらきを理解し、半

反応式をもとに酸化還元反応を組み立て

ることができる。 

・酸化還元反応の量的関係を理解してい

る。 

・金属のイオン化傾向や金属の反応性を

理解し、知識を身に付けている。 

・酸化還元反応の利用例として、電池や

電気分解などがあることを理解し、電池

の構成などの基本的な知識を身に付けて

いる。 

  

【思考・判断・表現】  

・代表的な酸化剤・還元剤の観察から電

子の授受としての規則性を見いだし、自ら

の考えで表現できる。 

・観察、実験を通して、酸化・還元の定義

と、酸化数の定義の有効性を理解し、そ

れらをもとに事物・現象の中に共通性を

見出し、酸化還元反応として論理的に考

察できる。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・燃焼，金属の溶解や腐食などの反応に

興味をもち、電子の授受という観点から、

それらを意欲的に探究しようとする。 

・酸化還元反応の量的関係を物質量と関

連付けて考察しようとする。 

・学習課題に対して積極的に観察・実験を

行い、意欲的に探究しようとする。 

○ ○ ○ 14 

定期考査   ○ ○  1 

３

学

期 

単元 A 生物の特徴と私たち 

1. 身のまわりの生物の共通性と多様

性を考える 

2. 身のまわりのエネルギーを利用し

ている場面を撮影し，タイトルをつける 

B 遺伝子のはたらきと私たち 

1. 遺伝子とまわりのものを関連付ける 

2. 「DNA の複製」「DNA のタンパク質

の合成」を成長する過程で説明する 

C 体内環境と私たち 

1. 身近なエピソードから体内で起こる

変化を説明しよう 

2. 体内環境のしくみと健康を関連付

けた作品をつくる 

D 生態系と私たち 

1. SDGs の目標を踏まえて身のまわ

りとの関係を考える 

2. 169 のターゲットの中から自分がで

きそうなことと解 

決策を発表する。 

・指導事項 

生物基礎で学んだ

内容を身近な現象

事象と結び付けて

考えられるよう

様々な教材を提示

しながら学習が主

体的になるよう促

す。 

・教材 

教科書、ワーク、授

業プリント 

・一人１台端末の

活用 等 

【知識・技能】 

・生物基礎の学習内容を関連するさまざ

まな活動を通して，日常のさまざまな場面

で関わっていることを整理し、理解するこ

とができる。 

 

【思考・判断・表現】  

・生物基礎の学習内容を関連するさまざ

まな活動を通して，日常のさまざまな場面

で関わっていることを体感すしそのことを

表現し，他者に伝えることができる。 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

主体的で継続的に学習課題に対して取り

組み、自分の考えをまとめたり、発表した

りすることができる。 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

4 

定期考査   

   

1 

合

計 

35 

 



東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科：理科 科目：科学と人間生活 

教 科：理科  科 目：科学と人間生活       単位数：  対象学年組：第２学 Ａ組 

使用教科書：実教出版『科学と人間生活』 

教科 理科 の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】自然と人間生活とのかかわりおよび科学技術と人間生活とのかかわりについて理解しているととも 

に，科学的に探究するために必要な観察・実験などに関する技能を身に付けている。 

【思考力、判断力、表現力等】人間生活と関連のある自然の事物や現象の中に問題を見出し，見通しをもって実験・観察・調査 

などを行うとともに，ものごとを実証的・論理的に考察したり分析したりすることにより，総合的に判断し，それを表 

現することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】自然の事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度が養われている。自然の原 

理・法則や科学技術の発展と人間生活とのかかわりについて社会が発展するための基盤となる科学に対する興 

味・関心を高めている。 

科目  科学と人間生活 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

自然と人間生活とのかかわりおよび科学技術

と人間生活とのかかわりについて理解してい

るとともに，科学的に探究するために必要な

観察・実験などに関する技能を身に付けてい

る。 

人間生活と関連のある自然の事物や現象の

中に問題を見出し，見通しをもって実験・観

察・調査などを行うとともに，ものごとを実証

的・論理的に考察したり分析したりすることに

より，総合的に判断し，それを表現することが

できる。 

自然の事物・現象に進んでかかわり，科学的

に探究しようとする態度が養われている。ま

た、自然の原理・法則や科学技術の発展と

人間生活とのかかわりについて社会が発展

するための基盤となる科学に対する興味・関

心を高めている。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

１

学

期 

A科学と技術の始まり 

【知識及び技能】 

 現代の科学技術文明が科学によって

支えられ，発展してきたこと，科学技術

と科学を切り離して考えることができな

いことを理解させる。 

【思考力、判断力、表現力等】        

現代の科学技術について歴史的な経緯

を踏まえ，人間と科学技術の関係にお

ける問題点を考えて，将来に向けての

展望を持つとともに，それを表現するこ

とができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

自然界には未知のことがらが多くある

とともに，科学技術によって地球環境に

影響を及ぼすことがあることを理解さ

せ，科学には課題があり，研究が進め

られていることに気づかせる。 

・指導事項 

・教材 

  学習プリント 

・一人１台端末の活用 

【知識・技能】・ 

 科学技術はさまざまな努力によって

築き上げられたものであること，およ

び人間生活を豊かにするが使い方を

誤ると人類の将来だけでなく地球全体

にも大きな影響を及ぼすことにもなる

ことを理解できる。 

【思考・判断・表現】現代の科学技術に

ついて歴史的な経緯を踏まえ，人間と

科学技術の関係における問題点を考

えて，将来に向けての展望を持つとと

もに，それを表現することができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

科学の発展の歴史に興味をもち，人

間生活を支える技術が科学とどのよう

に関わり合って発展してきたか，意欲

的に学習しようとする。 

○ ○ ○ 6 

B土―農業を通して考える― 

【知識及び技能】 

 農業には，生物や気象などさまざまな

自然現象が関連しており，科学技術を

利用することで農業が発展してきたこと

を理解させる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 農作物を育成する実体験を通して、植

物が成長するための自然現象やその他

の要素について考えさせる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の活用 

【知識・技能】 

農業における微生物の役割や，化学

肥料の開発における尿素の合成な

ど，科学と技術の発展に際し観察・実

験の果たした役割についてまとめるこ

とができる。 

  

【思考・判断・表現】 

農業における生物学，化学等の役割

を理解し，それぞれを関連させて表現

することができる。 

 

○ ○ ○ 10 



農作物を育成する実体験を通して、育

成における成功や失敗を繰り返しなが

ら継続して学習課題に取り組ませる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

農作物を育成する実体験を通して、育

成における成功や失敗を繰り返しなが

ら継続して学習課題に取り組ませる。 

C海 ―海を科学の眼で見よう 

【知識及び技能】 

海洋の研究・調査の話題を通して，科

学の各分野がかかわっていること，科

学の研究が私たちの生活にいかされて

いることを理解させる。 

  

【思考力、判断力、表現力等】 

 地域の海岸で磯採集や海水採取海水

魚の飼育などの活動を通して、生物が

生息する環境にはどのような要素があ

るか考えさせる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

地域の海岸で磯採集や海水採取海

水魚の飼育などの活動を通して、継続

して学習課題に取り組ませる。 

・指導事項 

・教材 

・一人１台端末の活用 

【知識・技能】 

海洋の研究・調査の話題を通して，

科学の各分野がかかわっていること，

科学の研究が私たちの生活にいかさ

れていることが理解できる。 

 

【思考・判断・表現】 海洋について進

められている研究・開発の概要を理解

し，日本における海洋研究の意義や

役割を考察することができる。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 地域の海岸で磯採集や海水採取

海水魚の飼育などの活動を通して、

継続して学習課題に取り組むことがで

きる。 

○ ○ ○ 10 

２

学

期 

D 物質や素材とわたしたちの暮らし 

【知識及び技能】 

 私たちの生活を支える素材の特性、

成分、製造法を理解し、どのような形で

応用されているかを理解させる。 

【思考力、判断力、表現力】     

 ガラスや金属に関する実験や観察を

を通して、素材や物質が私たちの生活

にどのように関わっているかを考えさせ

る。     

【学びに向かう力、人間性等】 

 素材や物質に関して、実験や観察の

方法を自ら考案し、科学的に探求しよう

とする態度を養う。 

・指導事項 

 ガラスや金属、合成樹

脂等の素材の組成と製

造法  

・教材 

 ワークシート  

・一人１台端末の活用 

【知識・技能】 私たちの生活を支える

ガラスや金属、合成樹脂の特性と製

造法について，基本的な概念や原理・

法則などを理解しているとともに，科

学的に探究するために必要な観察，

実験などに関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に付けている。 

 

【思考・判断・表現】私たちの生活を支

えるガラスや金属、合成樹脂の特性と

製造法，問題を見いだし見通しをもっ

て観察，実験などを行い，科学的に考

察し表現しているなど，科学的に探究

している。   

【主体的に学習に取り組む態度】私

たちの生活を支えるガラスや金属、合

成樹脂の特性と製造法について、調

査、まとめに進んでかかわり，見通し

をもったり振り返ったりするなど，科学

的に探究しようとしている。 

○ ○ ○ 14 

E 音、光、電磁波とその利用 

【知識及び技能】 

 身近な波動現象である、音、光、電磁

波の性質を理解し、どのような形で応用

されているかを理解させる。 

【思考力、判断力、表現力】     

 音、光、電磁波に関する実験や観察を

を通して、私たちの生活を私たちの生活

を支えるで     

【学びに向かう力、人間性等】 

 身近な波動現象に関して、実験や観

察の方法を自ら考案し、科学的に探求

しようとする態度を養う。 

・指導事項 

 音、光、電磁波の性質

とその利用  

・教材 

 ワークシート  

・一人１台端末の活用 

【知識・技能】 身近な波動現象である

音、光、電磁波について，基本的な概

念や原理・法則などを理解していると

ともに，科学的に探究するために必要

な観察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身に付

けている。 

 

【思考・判断・表現】近な波動現象であ

る音、光、電磁波について，問題を見

いだし見通しをもって観察，実験など

を行い，科学的に考察し表現している

など，科学的に探究している。   

【主体的に学習に取り組む態度】近な

波動現象である音、光、電磁波につい

て、調査、まとめに進んでかかわり，

見通しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。 

○ ○ ○ 14 



３

学

期 

F 身近な天体と太陽系における地球 

【知識及び技能】 

 天体の運行や、さまざまな天体と宇宙

のしくみについて理解させる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 太陽や惑星、天体の観察，を行い，科

学的に探究する力を養う。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

天体や宇宙に関して、科学的に探求

しようとする態度を養う。 

・指導事項 

 天体に関する知識 

 天体観測の方法 

 天体に関する調査法 

・教材 

 天体観測機器 

・一人１台端末の活用 

 関係機関の WEBペー

ジ 

 

【知識・技能】 天体の運行や、さまざ

まな天体と宇宙のしくみについについ

て，基本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的に探究

するために必要な観測，実験などに関

する基本操作や記録などの基本的な

技能を身に付けている。天体観測機

器のしくみを理解している。 

 

【思考・判断・表現】天体の運行や、さ

まざまな天体と宇宙のしくみについつ

いて，問題を見いだし見通しをもって

観察，実験などを行い，科学的に考察

し表現しているなど，科学的に探究し

ている。   

【主体的に学習に取り組む態度】天体

の運行や、さまざまな天体と宇宙のし

くみに関する事物・現象に進んでかか

わり，見通しをもったり振り返ったりす

るなど，科学的に探究しようとしてい

る。天体の観測について計画を立て、

実施している。 

○ ○ ○ ８ 

G 身近な自然景観と自然災害 

【知識及び技能】 

 火山の性質と想定される災害には関

連性があり、火山の性質を知ることが、

災害が想定される状況になったときの

判断につながることを理解させる。 

 気圧配置から、起こりうる気象災害を

予想できることを理解させる。 

 

【思考力、判断力、表現力】 

過去の火山災害や気象災害について

調べることで、自分たちが居住している

地域で起こりうる災害について予想さ

せ、万が一災害が想定される状況が発

生したときに自分自身がとるべき行動を

表現する力を身につけさせる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 火山や気象に関して、科学的に探求し

ようとする態度を養う。 

・指導事項 

火山や気象に関する知

識 

 火山の調査法、気象

観測法 

 火山災害や気象災害

の調査方法 

・教材 

 ワークシート 

 関係機関の WEBペー

ジ  

・一人１台端末の活用 

【知識・技能】 火山や気象に関連した

自然景観の特徴について，基本的な

概念や原理・法則などを理解している

とともに，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能を身に

付けている。 

 

【思考・判断・表現】火山や気象に関連

した自然景観の特徴について，問題を

見いだし見通しをもって観察，実験な

どを行い，科学的に考察し表現してい

るなど，科学的に探究している。   

【主体的に学習に取り組む態度】火山

や気象に関連した自然景観の特徴に

ついて、調査、まとめに進んでかかわ

り，見通しをもったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようとしている。 

○ ○ ○ 

8 

合

計 

70 

 



東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科 外国語  科目 英語コミュニケーションⅡ 

教 科： 外国語 科 目： 英語コミュニケーションⅡ  単位数：３    対象学年組：第 ２学年 A 組 

使用教科書：（三省堂『My Way English Communication Ⅱ』） 

教科 外国語 の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことに 

よる実際 のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けてい 

る。 

【思考力、判断力、表現力等】コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、 

外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して 

適切に表現したり伝え合ったりしている。 

【学びに向かう力、人間性等】外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、 

主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている。 

科目 英語コミュニケーションⅡ の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語

の働きなどの理解を深めるとともに、これら

の知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書

くことによる実際のコミュニケーションにお

いて、目的や場面、状況などに応じて適切

に活用できる技能を身に付けるようにす

る。 

コミュニケーションを行う目的や場面、状況

などに応じて、日常的な話題や社会的な

話題について、外国語で情報や考えなど

の概要や要点、詳細、話し手や書き手の

意図などを的確に理解したり、これらを活

用して適切に表現したり伝え合ったりする

ことができる力を養う。 

外国語の背景にある文化に対する理解を

深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に

配慮しながら、主体的、自律的に外国語を

用いてコミュニケーションを図ろうとする態

度を養う。 

 

 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

領域 

評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

聞 読 話
【
や
】 

話
【
発
】 

書 

１

学

期 

A 単元 

Lesson1 Dances Around 

the World 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこ

と、読むこと、話すこと、書く

こと）について、実際のコミュ

ニケーションにおいて活用

できる知識・技能を身に付

けている。 

○外国語の学習を通じて、

言語の働きや役割などを理

解している。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報や

考えなどを外国語で的確に

理解したり適切に伝え合っ

たりしている。 

○聞いたり読んだりしたこと

などを活用して、自分の意

見や考えなどを話したり書

いたりして表現している 

・一人１台端末の

活用 

・世界のダンスの

起源 

・SVC,SVOO の文 

 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くこと）について、実際

のコミュニケーションにおいて活用で

きる知識・技能を身に付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の働

きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、日常

的な話題から時事問題や社会問題ま

で幅広い話題について、情報や考え

などを外国語で的確に理解したり適

切に伝え合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたことなどを活

用して、自分の意見や考えなどを話し

たり書いたりして表現している 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・話

し手・書き手に配慮しながら、外国語

で聞いたり読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなどを話したり

書いたりして表現しようとしている。 

○言語やその背景にある文化に対す

る関心を持って、自律的、主体的に外

○ ○ ○ 10 



【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・読

み手・話し手・書き手に配慮

しながら、外国語で聞いたり

読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現

しようとしている。 

○言語やその背景にある文

化に対する関心を持って、

自律的、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

国語を用いてコミュニケーションを図

ろうとしている。 

A 単元 

Lesson2 A New Way to 

Clean Up the Ocean 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこ

と、読むこと、話すこと、書く

こと）について、実際のコミュ

ニケーションにおいて活用

できる知識・技能を身に付

けている。 

○外国語の学習を通じて、

言語の働きや役割などを理

解している。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報や

考えなどを外国語で的確に

理解したり適切に伝え合っ

たりしている。 

○聞いたり読んだりしたこと

などを活用して、自分の意

見や考えなどを話したり書

いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・読

み手・話し手・書き手に配慮

しながら、外国語で聞いたり

読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現

しようとしている。 

○言語やその背景にある文

化に対する関心を持って、

自律的、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

・一人１台端末の

活用 

・海のプラスチック

ごみ回収のための

アイデア 

・SVOO 

・It seems that 節 

・フレーズ・リーデ

ィング 

 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くこと）について、実際

のコミュニケーションにおいて活用で

きる知識・技能を身に付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の働

きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、日常

的な話題から時事問題や社会問題ま

で幅広い話題について、情報や考え

などを外国語で的確に理解したり適

切に伝え合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたことなどを活

用して、自分の意見や考えなどを話し

たり書いたりして表現している 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・話

し手・書き手に配慮しながら、外国語

で聞いたり読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなどを話したり

書いたりして表現しようとしている。 

○言語やその背景にある文化に対す

る関心を持って、自律的、主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図

ろうとしている。 

○ ○ ○ 10 
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C 単元 

Lesson3 Cuba 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこ

と、読むこと、話すこと、書く

こと）について、実際のコミュ

ニケーションにおいて活用

できる知識・技能を身に付

けている。 

○外国語の学習を通じて、

言語の働きや役割などを理

解している。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報や

考えなどを外国語で的確に

理解したり適切に伝え合っ

たりしている。 

○聞いたり読んだりしたこと

などを活用して、自分の意

見や考えなどを話したり書

いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・読

み手・話し手・書き手に配慮

しながら、外国語で聞いたり

読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現

しようとしている。 

○言語やその背景にある文

化に対する関心を持って、

自律的、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

・一人１台端末の

活用 

・平等と助け合い

の国キューバにつ

いて 

・形式主語の it 

・形式目的語の it 

・パラグラフ・リー

ディング 

 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くこと）について、実際

のコミュニケーションにおいて活用で

きる知識・技能を身に付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の働

きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、日常

的な話題から時事問題や社会問題ま

で幅広い話題について、情報や考え

などを外国語で的確に理解したり適

切に伝え合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたことなどを活

用して、自分の意見や考えなどを話し

たり書いたりして表現している 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・話

し手・書き手に配慮しながら、外国語

で聞いたり読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなどを話したり

書いたりして表現しようとしている。 

○言語やその背景にある文化に対す

る関心を持って、自律的、主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図

ろうとしている。 

○ ○ ○ 10 

D 単元 

Lesson4 The World’s 

Poorest President 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこ

と、読むこと、話すこと、書く

こと）について、実際のコミュ

ニケーションにおいて活用

できる知識・技能を身に付

けている。 

○外国語の学習を通じて、

言語の働きや役割などを理

解している。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報や

考えなどを外国語で的確に

・一人１台端末の

活用 

・ホセ・ムヒカ大統

領について 

・知覚動詞 

・使役動詞 

・スキャニング 

 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くこと）について、実際

のコミュニケーションにおいて活用で

きる知識・技能を身に付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の働

きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、日常

的な話題から時事問題や社会問題ま

で幅広い話題について、情報や考え

などを外国語で的確に理解したり適

切に伝え合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたことなどを活

用して、自分の意見や考えなどを話し

たり書いたりして表現している 

 

○ ○ ○ 10 



理解したり適切に伝え合っ

たりしている。 

○聞いたり読んだりしたこと

などを活用して、自分の意

見や考えなどを話したり書

いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・読

み手・話し手・書き手に配慮

しながら、外国語で聞いたり

読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現

しようとしている。 

○言語やその背景にある文

化に対する関心を持って、

自律的、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・話

し手・書き手に配慮しながら、外国語

で聞いたり読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなどを話したり

書いたりして表現しようとしている。 

○言語やその背景にある文化に対す

る関心を持って、自律的、主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図

ろうとしている。 

定期考査   ○   ○  ○ ○ ○ 1 

２

学

期 

E 単元 

Lesson5 Eye Contact 

 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこ

と、読むこと、話すこと、書く

こと）について、実際のコミュ

ニケーションにおいて活用

できる知識・技能を身に付

けている。 

○外国語の学習を通じて、

言語の働きや役割などを理

解している。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報や

考えなどを外国語で的確に

理解したり適切に伝え合っ

たりしている。 

○聞いたり読んだりしたこと

などを活用して、自分の意

見や考えなどを話したり書

いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・読

み手・話し手・書き手に配慮

しながら、外国語で聞いたり

読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現

しようとしている。 

○言語やその背景にある文

化に対する関心を持って、

・一人１台端末の

活用 

・アイコンタクトに

ついて 

・関係代名詞（主

格） 

・前置詞+関係代

名詞 

・関係代名詞の非

制限用法 

・スキミング 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くこと）について、実際

のコミュニケーションにおいて活用で

きる知識・技能を身に付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の働

きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、日常

的な話題から時事問題や社会問題ま

で幅広い話題について、情報や考え

などを外国語で的確に理解したり適

切に伝え合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたことなどを活

用して、自分の意見や考えなどを話し

たり書いたりして表現している 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・話

し手・書き手に配慮しながら、外国語

で聞いたり読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなどを話したり

書いたりして表現しようとしている。 

○言語やその背景にある文化に対す

る関心を持って、自律的、主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図

ろうとしている。 

○ ○ ○ 10 



自律的、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

F 単元 

Lesson6 A Space Elevator 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこ

と、読むこと、話すこと、書く

こと）について、実際のコミュ

ニケーションにおいて活用

できる知識・技能を身に付

けている。 

○外国語の学習を通じて、

言語の働きや役割などを理

解している。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報や

考えなどを外国語で的確に

理解したり適切に伝え合っ

たりしている。 

○聞いたり読んだりしたこと

などを活用して、自分の意

見や考えなどを話したり書

いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・読

み手・話し手・書き手に配慮

しながら、外国語で聞いたり

読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現

しようとしている。 

○言語やその背景にある文

化に対する関心を持って、

自律的、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

・一人１台端末の

活用 

・宇宙エレベータ

ーについて 

・現在完了形 

・現在完了進行形 

・過去完了進行形 

・未来進行形 

・話題の提示 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くこと）について、実際

のコミュニケーションにおいて活用で

きる知識・技能を身に付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の働

きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、日常

的な話題から時事問題や社会問題ま

で幅広い話題について、情報や考え

などを外国語で的確に理解したり適

切に伝え合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたことなどを活

用して、自分の意見や考えなどを話し

たり書いたりして表現している 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・話

し手・書き手に配慮しながら、外国語

で聞いたり読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなどを話したり

書いたりして表現しようとしている。 

○言語やその背景にある文化に対す

る関心を持って、自律的、主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図

ろうとしている。 

○ ○ ○ 10 

 定期考査  ○   ○  
 

○ ○ ○ 1 

 

G 単元 

Lesson7 An Encouraging 

Song 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこ

と、読むこと、話すこと、書く

こと）について、実際のコミュ

ニケーションにおいて活用

できる知識・技能を身に付

けている。 

○外国語の学習を通じて、

言語の働きや役割などを理

解している。 

・一人１台端末の

活用 

・ZARD について 

・助動詞 

・助動詞+have+過

去分詞 

・would を使った表

現 

・完了不定詞 

・固有名詞 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くこと）について、実際

のコミュニケーションにおいて活用で

きる知識・技能を身に付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の働

きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、日常

的な話題から時事問題や社会問題ま

で幅広い話題について、情報や考え

○ ○ ○ 10 



【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報や

考えなどを外国語で的確に

理解したり適切に伝え合っ

たりしている。 

○聞いたり読んだりしたこと

などを活用して、自分の意

見や考えなどを話したり書

いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・読

み手・話し手・書き手に配慮

しながら、外国語で聞いたり

読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現

しようとしている。 

○言語やその背景にある文

化に対する関心を持って、

自律的、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

などを外国語で的確に理解したり適

切に伝え合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたことなどを活

用して、自分の意見や考えなどを話し

たり書いたりして表現している 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・話

し手・書き手に配慮しながら、外国語

で聞いたり読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなどを話したり

書いたりして表現しようとしている。 

○言語やその背景にある文化に対す

る関心を持って、自律的、主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図

ろうとしている。 

 

H 単元 

Lesson8 Language 

Contacts 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこ

と、読むこと、話すこと、書く

こと）について、実際のコミュ

ニケーションにおいて活用

できる知識・技能を身に付

けている。 

○外国語の学習を通じて、

言語の働きや役割などを理

解している。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報や

考えなどを外国語で的確に

理解したり適切に伝え合っ

たりしている。 

○聞いたり読んだりしたこと

などを活用して、自分の意

見や考えなどを話したり書

いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・読

み手・話し手・書き手に配慮

しながら、外国語で聞いたり

・一人１台端末の

活用 

・仮定法過去 

・仮定法過去完了 

・if を使わない仮

定法 

・no matter + 疑問

詞 

・代名詞・指示語 

 

 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くこと）について、実際

のコミュニケーションにおいて活用で

きる知識・技能を身に付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の働

きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、日常

的な話題から時事問題や社会問題ま

で幅広い話題について、情報や考え

などを外国語で的確に理解したり適

切に伝え合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたことなどを活

用して、自分の意見や考えなどを話し

たり書いたりして表現している 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・話

し手・書き手に配慮しながら、外国語

で聞いたり読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなどを話したり

書いたりして表現しようとしている。 

○言語やその背景にある文化に対す

る関心を持って、自律的、主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図

ろうとしている。 

○ ○ ○ 10 



読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現

しようとしている。 

○言語やその背景にある文

化に対する関心を持って、

自律的、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

３

学

期 

I 単元 

Lesson9 Charles Chaplin 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこ

と、読むこと、話すこと、書く

こと）について、実際のコミュ

ニケーションにおいて活用

できる知識・技能を身に付

けている。 

○外国語の学習を通じて、

言語の働きや役割などを理

解している。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報や

考えなどを外国語で的確に

理解したり適切に伝え合っ

たりしている。 

○聞いたり読んだりしたこと

などを活用して、自分の意

見や考えなどを話したり書

いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・読

み手・話し手・書き手に配慮

しながら、外国語で聞いたり

読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現

しようとしている。 

○言語やその背景にある文

化に対する関心を持って、

自律的、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

・一人１台端末の

活用 

・Charles Chaplin

について 

・分詞構文 

・受け身の分詞構

文 

・完了形の分詞構

文 

・付帯状況の with 

・時を示す語句や

節 

 

 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くこと）について、実際

のコミュニケーションにおいて活用で

きる知識・技能を身に付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の働

きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、日常

的な話題から時事問題や社会問題ま

で幅広い話題について、情報や考え

などを外国語で的確に理解したり適

切に伝え合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたことなどを活

用して、自分の意見や考えなどを話し

たり書いたりして表現している 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・話

し手・書き手に配慮しながら、外国語

で聞いたり読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなどを話したり

書いたりして表現しようとしている。 

○言語やその背景にある文化に対す

る関心を持って、自律的、主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図

ろうとしている。 

○ ○ ○ 10 



I 単元 

Lesson10 The Five-story 

Pagoda of Horyuji 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこ

と、読むこと、話すこと、書く

こと）について、実際のコミュ

ニケーションにおいて活用

できる知識・技能を身に付

けている。 

○外国語の学習を通じて、

言語の働きや役割などを理

解している。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報や

考えなどを外国語で的確に

理解したり適切に伝え合っ

たりしている。 

○聞いたり読んだりしたこと

などを活用して、自分の意

見や考えなどを話したり書

いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・読

み手・話し手・書き手に配慮

しながら、外国語で聞いたり

読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現

しようとしている。 

○言語やその背景にある文

化に対する関心を持って、

自律的、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

・一人１台端末の

活用 

・同格を表す that 

・倒置 

・省略 

・強調構文 

・未知語の推測 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くこと）について、実際

のコミュニケーションにおいて活用で

きる知識・技能を身に付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の働

きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、日常

的な話題から時事問題や社会問題ま

で幅広い話題について、情報や考え

などを外国語で的確に理解したり適

切に伝え合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたことなどを活

用して、自分の意見や考えなどを話し

たり書いたりして表現している 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・話

し手・書き手に配慮しながら、外国語

で聞いたり読んだりしたことを活用し

て、自分の意見や考えなどを話したり

書いたりして表現しようとしている。 

○言語やその背景にある文化に対す

る関心を持って、自律的、主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図

ろうとしている。 

○ ○ ○ 
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東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年）     教科 外国語  科目 論理・表現Ⅱ 

教 科： 外国語 科 目：論理・表現Ⅱ 単位数：2 単位 対象学年組：第 2 学年 A 組 

使用教科書：（啓林館『Vision Quest English Logic and ExpressionⅡ Hope』） 

教科 外国語の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】 外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、 

書くことによる実際 のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用 

できる技能を身に付けている。 

【思考力、判断力、表現力等】コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題に 

ついて、外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に 

理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりしている。 

【学びに向かう力、人間性等】外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮し 

ながら、主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている。 

 

科目 論理・表現Ⅱの目標： 
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

〇外国語の学習を通じて，言語の働

きや役割などを理解し，外国語の音声，

語彙・表現，文法の知識を身に付けてい

る。 

〇外国語の音声，語彙・表現，文法を，

４技能（聞くこと，読むこと，話すこと，書

くこと）において実際のコミュニケーショ

ンの場面で運用できる技能を身に付け

ている。外国語の音声や語彙、表現、文

法、言語の働きなどの理解を深めるとと

もに、これらの知識を、聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くことによる実際のコミュ

ニケーションにおいて、目的や場面、状

況などに応じて適切に活用できる技能を

身に付けるようにする。 

〇場面・目的・状況等に応じて，幅広い

話題について，情報や考えなどの概要・

詳細・意図を外国語で的確に理解したり

適切に表現したりしている。 

〇外国語で聞いたり読んだりしたことな

どを活用して，場面・目的・状況等に応

じて，幅広い話題について外国語を話し

たり書いたりして，情報や考えなどの概

要・詳細・意図を適切に伝え合ってい

る。コミュニケーションを行う目的や場

面、状況などに応じて、日常的な話題や

社会的な話題について、外国語で情報

や考えなどの概要や要点、詳細、話し

手や書き手の意図などを的確に理解し

たり、これらを活用して適切に表現した

り伝え合ったりすることができる力を養

う。 

〇外国語を聞いたり読んだりして，情報

や考えなどを的確に理解している。 

〇外国語の学習を通じて，言語やその

背景にある文化を尊重し，自律的・主体

的に外国語を用いてコミュニケーション

を図ろうとしている。 

〇他者を尊重し，聞き手・読み手・話し

手・書き手に配慮しながら，外国語で聞

いたり読んだりしたことを活用して，自分

の意見や考えなどを話したり書いたりし

て表現しようとしている。外国語の背景

にある文化に対する理解を深め、聞き

手、読み手、話し手、書き手に配慮しな

がら、主体的、自律的に外国語を用いて

コミュニケーションを図ろうとする態度を

養う。 

 

 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

領域 

評価規準 知 思 態 配当

時数 聞 読 
話
【
や
】 

話
【
発
】 

書 

１

学

期 

A 単元 

Lesson1 What is your 

future goal? 

【知識及び技能】 

〇将来の夢や実現するた

めの努力について話すこと

ができる。 

 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

・一人１台端末の活用 

・5 文型、名詞、冠詞 

・適切な動詞を用いる 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読

むこと、話すこと、書くこと）につい

て、実際のコミュニケーションにお

いて活用できる知識・技能を身に

付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の

働きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○ ○ ○ 6 



事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報

や考えなどを外国語で的

確に理解したり適切に伝え

合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたこ

となどを活用して、自分の

意見や考えなどを話したり

書いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・

読み手・話し手・書き手に

配慮しながら、外国語で聞

いたり読んだりしたことを

活用して、自分の意見や

考えなどを話したり書いた

りして表現しようとしてい

る。 

○言語やその背景にある

文化に対する関心を持っ

て、自律的、主体的に外国

語を用いてコミュニケーシ

ョンを図ろうとしている。 

○場面、目的、状況等に応じて、

日常的な話題から時事問題や社

会問題まで幅広い話題について、

情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったり

している。 

○聞いたり読んだりしたことなどを

活用して、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現してい

る 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・

話し手・書き手に配慮しながら、外

国語で聞いたり読んだりしたこと

を活用して、自分の意見や考えな

どを話したり書いたりして表現しよ

うとしている。 

○言語やその背景にある文化に

対する関心を持って、自律的、主

体的に外国語を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとしている。 

B 単元 

Lesson2 What school 

events do you have? 

【知識及び技能】 

〇文化祭についてパートナ

ーと話し合うことができる。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報

や考えなどを外国語で的

確に理解したり適切に伝え

合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたこ

となどを活用して、自分の

意見や考えなどを話したり

書いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・

読み手・話し手・書き手に

配慮しながら、外国語で聞

いたり読んだりしたことを

活用して、自分の意見や

考えなどを話したり書いた

りして表現しようとしてい

る。 

・一人１台端末の活用 

・自動詞、他動詞、群動詞

の使い分け 

・時制の使い分け 

・助動詞の表現(used to, 

should など) 

・助動詞+have+過去分詞 

・be 動詞+to 不定詞 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読

むこと、話すこと、書くこと）につい

て、実際のコミュニケーションにお

いて活用できる知識・技能を身に

付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の

働きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、

日常的な話題から時事問題や社

会問題まで幅広い話題について、

情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったり

している。 

○聞いたり読んだりしたことなどを

活用して、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現してい

る 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・

話し手・書き手に配慮しながら、外

国語で聞いたり読んだりしたこと

を活用して、自分の意見や考えな

どを話したり書いたりして表現しよ

うとしている。 

○ ○ ○ 6 



○言語やその背景にある

文化に対する関心を持っ

て、自律的、主体的に外国

語を用いてコミュニケーシ

ョンを図ろうとしている。 

○言語やその背景にある文化に

対する関心を持って、自律的、主

体的に外国語を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとしている。 

定期考査   ○   ○ 
 ○ ○ ○ 1 

C 単元 

Lesson3 Who is the best 

athlete? 

【知識及び技能】 

〇スポーツ選手や彼らの

達成について、具体例や

情報を加えて説明すること

ができる。 

 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報

や考えなどを外国語で的

確に理解したり適切に伝え

合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたこ

となどを活用して、自分の

意見や考えなどを話したり

書いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・

読み手・話し手・書き手に

配慮しながら、外国語で聞

いたり読んだりしたことを

活用して、自分の意見や

考えなどを話したり書いた

りして表現しようとしてい

る。 

○言語やその背景にある

文化に対する関心を持っ

て、自律的、主体的に外国

語を用いてコミュニケーシ

ョンを図ろうとしている。 

・一人１台端末の活用 

・現在、過去、未来を使い

分ける 

・受動態 

・不定詞 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読

むこと、話すこと、書くこと）につい

て、実際のコミュニケーションにお

いて活用できる知識・技能を身に

付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の

働きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、

日常的な話題から時事問題や社

会問題まで幅広い話題について、

情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったり

している。 

○聞いたり読んだりしたことなどを

活用して、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現してい

る 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・

話し手・書き手に配慮しながら、外

国語で聞いたり読んだりしたこと

を活用して、自分の意見や考えな

どを話したり書いたりして表現しよ

うとしている。 

○言語やその背景にある文化に

対する関心を持って、自律的、主

体的に外国語を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとしている。 

○ ○ ○ 6 

D 単元 

Lesson4 Is social media 

safe? 

【知識及び技能】 

〇ソーシャルメディアの利

点と欠点をパートナーに話

すことができる。 

 

【思考力、判断力、表現力

等】 

・一人１台端末の活用 

・義務や必要性 

・必要性を表す助言 

・推量 

・助動詞＋have＋過去分

詞 ○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読

むこと、話すこと、書くこと）につい

て、実際のコミュニケーションにお

いて活用できる知識・技能を身に

付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の

働きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○ ○ ○ 6 



○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報

や考えなどを外国語で的

確に理解したり適切に伝え

合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたこ

となどを活用して、自分の

意見や考えなどを話したり

書いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・

読み手・話し手・書き手に

配慮しながら、外国語で聞

いたり読んだりしたことを

活用して、自分の意見や

考えなどを話したり書いた

りして表現しようとしてい

る。 

○言語やその背景にある

文化に対する関心を持っ

て、自律的、主体的に外国

語を用いてコミュニケーシ

ョンを図ろうとしている。 

○場面、目的、状況等に応じて、

日常的な話題から時事問題や社

会問題まで幅広い話題について、

情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったり

している。 

○聞いたり読んだりしたことなどを

活用して、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現してい

る 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・

話し手・書き手に配慮しながら、外

国語で聞いたり読んだりしたこと

を活用して、自分の意見や考えな

どを話したり書いたりして表現しよ

うとしている。 

○言語やその背景にある文化に

対する関心を持って、自律的、主

体的に外国語を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとしている。 

定期考査   ○   ○  ○ ○ ○ 1 

２

学

期 

E 単元 

Lesson5 How does 

overusing energy affect 

us? 

【知識及び技能】 

〇環境問題について、理

由や因果関係を用いて話

すことができる。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報

や考えなどを外国語で的

確に理解したり適切に伝え

合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたこ

となどを活用して、自分の

意見や考えなどを話したり

書いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・

読み手・話し手・書き手に

配慮しながら、外国語で聞

・一人１台端末の活用 

・不定詞 

・形容詞、分詞、前置詞句

の修飾の区別 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読

むこと、話すこと、書くこと）につい

て、実際のコミュニケーションにお

いて活用できる知識・技能を身に

付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の

働きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、

日常的な話題から時事問題や社

会問題まで幅広い話題について、

情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったり

している。 

○聞いたり読んだりしたことなどを

活用して、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現してい

る 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・

話し手・書き手に配慮しながら、外

国語で聞いたり読んだりしたこと

○ ○ ○ 6 



いたり読んだりしたことを

活用して、自分の意見や

考えなどを話したり書いた

りして表現しようとしてい

る。 

○言語やその背景にある

文化に対する関心を持っ

て、自律的、主体的に外国

語を用いてコミュニケーシ

ョンを図ろうとしている。 

を活用して、自分の意見や考えな

どを話したり書いたりして表現しよ

うとしている。 

○言語やその背景にある文化に

対する関心を持って、自律的、主

体的に外国語を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとしている。 

F 単元 

Lesson6 What are some 

differences? 

【知識及び技能】 

〇海外旅行について質問

したり、答えたりすることが

できる。 

 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報

や考えなどを外国語で的

確に理解したり適切に伝え

合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたこ

となどを活用して、自分の

意見や考えなどを話したり

書いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・

読み手・話し手・書き手に

配慮しながら、外国語で聞

いたり読んだりしたことを

活用して、自分の意見や

考えなどを話したり書いた

りして表現しようとしてい

る。 

○言語やその背景にある

文化に対する関心を持っ

て、自律的、主体的に外国

語を用いてコミュニケーシ

ョンを図ろうとしている。 

・一人１台端末の活用 

・日常生活に関する表現 

・関係代名詞 

・関係副詞 

 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読

むこと、話すこと、書くこと）につい

て、実際のコミュニケーションにお

いて活用できる知識・技能を身に

付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の

働きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、

日常的な話題から時事問題や社

会問題まで幅広い話題について、

情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったり

している。 

○聞いたり読んだりしたことなどを

活用して、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現してい

る 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・

話し手・書き手に配慮しながら、外

国語で聞いたり読んだりしたこと

を活用して、自分の意見や考えな

どを話したり書いたりして表現しよ

うとしている。 

○言語やその背景にある文化に

対する関心を持って、自律的、主

体的に外国語を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとしている。 

○ ○ ○ 6 

定期考査  

○   ○   ○ ○ ○ 1 



G 単元 

Lesson7 Do all Japanese 

people need to speak 

English? 

【知識及び技能】 

〇贈り物の詳細をパートナ

ーに話すことができる。 

 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報

や考えなどを外国語で的

確に理解したり適切に伝え

合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたこ

となどを活用して、自分の

意見や考えなどを話したり

書いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・

読み手・話し手・書き手に

配慮しながら、外国語で聞

いたり読んだりしたことを

活用して、自分の意見や

考えなどを話したり書いた

りして表現しようとしてい

る。 

○言語やその背景にある

文化に対する関心を持っ

て、自律的、主体的に外国

語を用いてコミュニケーシ

ョンを図ろうとしている。 

・一人１台端末の活用 

・不定詞 

・副詞、副詞句、副詞節 

・分詞構文 

 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読

むこと、話すこと、書くこと）につい

て、実際のコミュニケーションにお

いて活用できる知識・技能を身に

付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の

働きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、

日常的な話題から時事問題や社

会問題まで幅広い話題について、

情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったり

している。 

○聞いたり読んだりしたことなどを

活用して、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現してい

る 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・

話し手・書き手に配慮しながら、外

国語で聞いたり読んだりしたこと

を活用して、自分の意見や考えな

どを話したり書いたりして表現しよ

うとしている。 

○言語やその背景にある文化に

対する関心を持って、自律的、主

体的に外国語を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとしている。 

○ ○ ○ 6 

H 単元 

Lesson8 Is Japan open 

enough? 

【知識及び技能】 

〇スポーツをすることの利

点について発表することが

できる。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報

や考えなどを外国語で的

確に理解したり適切に伝え

合ったりしている。 

・一人１台端末の活用 

・仮定法 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読

むこと、話すこと、書くこと）につい

て、実際のコミュニケーションにお

いて活用できる知識・技能を身に

付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の

働きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、

日常的な話題から時事問題や社

会問題まで幅広い話題について、

情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったり

している。 

○ ○ ○ 6 



○聞いたり読んだりしたこ

となどを活用して、自分の

意見や考えなどを話したり

書いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・

読み手・話し手・書き手に

配慮しながら、外国語で聞

いたり読んだりしたことを

活用して、自分の意見や

考えなどを話したり書いた

りして表現しようとしてい

る。 

○言語やその背景にある

文化に対する関心を持っ

て、自律的、主体的に外国

語を用いてコミュニケーシ

ョンを図ろうとしている。 

○聞いたり読んだりしたことなどを

活用して、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現してい

る 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・

話し手・書き手に配慮しながら、外

国語で聞いたり読んだりしたこと

を活用して、自分の意見や考えな

どを話したり書いたりして表現しよ

うとしている。 

○言語やその背景にある文化に

対する関心を持って、自律的、主

体的に外国語を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとしている。 

 定期考査  

○ ○ ○ ○ ○ 

 

○ ○ ○ 1 

３

学

期 

I 単元 

Lesson9 What if you were 

rich? 

【知識及び技能】 

〇自分自身や性格につい

て発表することができる。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報

や考えなどを外国語で的

確に理解したり適切に伝え

合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたこ

となどを活用して、自分の

意見や考えなどを話したり

書いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・

読み手・話し手・書き手に

配慮しながら、外国語で聞

いたり読んだりしたことを

活用して、自分の意見や

考えなどを話したり書いた

りして表現しようとしてい

る。 

・一人１台端末の活用 

・否定の表現 

・代名詞を使った表現 

 

 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読

むこと、話すこと、書くこと）につい

て、実際のコミュニケーションにお

いて活用できる知識・技能を身に

付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の

働きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、

日常的な話題から時事問題や社

会問題まで幅広い話題について、

情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったり

している。 

○聞いたり読んだりしたことなどを

活用して、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現してい

る 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・

話し手・書き手に配慮しながら、外

国語で聞いたり読んだりしたこと

を活用して、自分の意見や考えな

どを話したり書いたりして表現しよ

うとしている。 

○ ○ ○ 9 



○言語やその背景にある

文化に対する関心を持っ

て、自律的、主体的に外国

語を用いてコミュニケーシ

ョンを図ろうとしている。 

○言語やその背景にある文化に

対する関心を持って、自律的、主

体的に外国語を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとしている。 

I 単元 

Lesson10 How might AI 

affect our lives? 

 

【知識及び技能】 

〇AI の利点や不利点につ

いて発表することができ

る。 

【思考力、判断力、表現力

等】 

○場面、目的、状況等に応

じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅

広い話題について、情報

や考えなどを外国語で的

確に理解したり適切に伝え

合ったりしている。 

○聞いたり読んだりしたこ

となどを活用して、自分の

意見や考えなどを話したり

書いたりして表現している 

【学びに向かう力、人間性

等 

○他者を尊重し、聞き手・

読み手・話し手・書き手に

配慮しながら、外国語で聞

いたり読んだりしたことを

活用して、自分の意見や

考えなどを話したり書いた

りして表現しようとしてい

る。 

○言語やその背景にある

文化に対する関心を持っ

て、自律的、主体的に外国

語を用いてコミュニケーシ

ョンを図ろうとしている。 

・一人１台端末の活用 

・無生物主語構文 

・that を使った表現 

○ ○ ○ ○ ○ 

【知識及び技能】 

 ○外国語の４技能（聞くこと、読

むこと、話すこと、書くこと）につい

て、実際のコミュニケーションにお

いて活用できる知識・技能を身に

付けている。 

○外国語の学習を通じて、言語の

働きや役割などを理解している。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

○場面、目的、状況等に応じて、

日常的な話題から時事問題や社

会問題まで幅広い話題について、

情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったり

している。 

○聞いたり読んだりしたことなどを

活用して、自分の意見や考えなど

を話したり書いたりして表現してい

る 

 

【学びに向かう力、人間性等 

○他者を尊重し、聞き手・読み手・

話し手・書き手に配慮しながら、外

国語で聞いたり読んだりしたこと

を活用して、自分の意見や考えな

どを話したり書いたりして表現しよ

うとしている。 

○言語やその背景にある文化に

対する関心を持って、自律的、主

体的に外国語を用いてコミュニケ

ーションを図ろうとしている。 

○ ○ ○ 

 

 

9 

合計 

70 

 



東京都立神津高等学校 令和 8年度（２学年） 教科 芸術  科目 音楽Ⅱ 

教 科： 芸術 科 目：音楽Ⅱ              単位数：２単位対象学年組：第 ２ 学年  A組  

使用教科書：（高校生の音楽２） 

教科 芸術 の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に 

着けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造して 

いく態度を養い、豊かな情操を培う。 

科目 音楽Ⅱ の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

曲想と音楽の構造の関わりや音楽の多様性

について理解を深め、ふさわしい表現をする

のに必要な知識・技能が身についている。 

音楽を形づくっている要素を知覚し、自分な

りの意図を持って表現や鑑賞の活動に取り

組んでいる。 

音楽活動に対して主体性をもって授業に臨

み、音楽活動に対して積極性をもって授業

に取り組み、目標に合った創意工夫をもっ

て活動できる。 

 

 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

表現 

鑑

賞 
評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

歌 器 創 

１

学

期 

A 歌唱 野ばら 

【知識及び技能】 

 ドイツ語の発音のルールに

則り、正確な音程で歌唱する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 ドイツ語の発音とメロディの

関わりを意識し、ふさわしい表

現の意図を考えて歌唱する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 歌唱活動や楽曲の理解に積

極的な姿勢を持つ。 

・楽譜 

 

○   ○ ・ドイツ語の発音のルールに則り歌

唱できている。 

・正確な音程で歌唱できている。 

・ドイツ語の発音とメロディの関わり

を意識し、ふさわしい表現の意図を

考えて歌唱できている。 

・歌唱活動や楽曲の理解に積極的

な姿勢を持っている。 

○ ○ ○ 10 

B器楽 軽音楽 

【知識及び技能】 

 選択した楽器の基本的な奏

法を身に着け、楽譜の指示を

理解できる。 

【思考力、判断力、表現力等】  

 楽曲の雰囲気と楽想記号を

関連付け、表現に工夫して演

奏している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 演奏活動に積極的な姿勢を

持つ。また、バンドの音の調和

を意識して合奏に貢献する。 

・ギター 

・ベース 

・ドラム 

 〇   ・選択した楽器の基本的な奏法が

身についている。 

・楽譜の指示を理解している。 

・楽曲の雰囲気と楽想記号を関連

付け、表現に工夫して演奏できて

いる。 

・演奏活動に積極的な姿勢を持っ

ている。 

・バンドの音の調和を意識して合奏

に貢献している。 

〇 〇 〇 10 

C鑑賞 

【知識及び技能】 

 楽曲の構成や楽器編成、属

するジャンル等の基本的な知

識を持つ。 

・スピーカー 

・一人一台端末 

   〇 ・楽曲の構成や楽器編成、属する

ジャンル等の基本的な知識を持っ

ている。 

・楽曲の特徴や傾向を捉え、経験

則や知識から根拠づけて自分なり

〇 〇 〇 10 



【思考力、判断力、表現力等】  

 楽曲の特徴や傾向を捉え、

経験則や知識から根拠づけて

自分なりの言葉で表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

様々な地域、ジャンルの音

楽に親しむ態度を養う。 

の言葉で表現することができてい

る。 

・様々な地域、ジャンルの音楽に親

しむ態度を持っている。 

２

学

期 

D器楽 軽音楽 

【知識及び技能】 

 選択した楽器の基本的な奏

法を身に着け、楽譜の指示を

理解できる。 

【思考力、判断力、表現力等】  

 楽曲の雰囲気と楽想記号を

関連付け、表現に工夫して演

奏している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 演奏活動に積極的な姿勢を

持つ。また、バンドの音の調和

を意識して合奏に貢献する。 

・ギター 

・ベース 

・ドラム 

 〇   ・選択した楽器の基本的な奏法が

身についている。 

・楽譜の指示を理解している。 

・楽曲の雰囲気と楽想記号を関連

付け、表現に工夫して演奏できて

いる。 

・演奏活動に積極的な姿勢を持っ

ている。 

・バンドの音の調和を意識して合奏

に貢献している。 

〇 〇 〇 15 

E創作 カノンコードで作曲し

よう 

【知識及び技能】 

 作曲のルールや初歩的なコ

ード進行の規則について理解

する。 

【思考力、判断力、表現力等】  

 コード進行と旋律の関わりを

意識し、音の配置を試行錯誤

して創作活動に取り組む。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 より良い曲になるよう、自分

なりの感性で積極的に創意工

夫に取り組む。 

・ギター 

・一人一台端末 

   〇 ・作曲のルールや初歩的なコード

進行の規則について理解してい

る。 

・コード進行と旋律の関わりを意識

し、音の配置を試行錯誤して創作

活動に取り組んでいる。 

・より良い曲になるよう、自分なり

の感性で積極的に創意工夫に取り

組んでいる。 
〇 〇 〇 15 

３

学

期 

E創作 カノンコードで作曲し

よう 

【知識及び技能】 

 作曲のルールや初歩的なコ

ード進行の規則について理解

する。 

【思考力、判断力、表現力等】  

 コード進行と旋律の関わりを

意識し、音の配置を試行錯誤

して創作活動に取り組む。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・ギター 

・一人一台端末 

   〇 ・作曲のルールや初歩的なコード

進行の規則について理解してい

る。 

・コード進行と旋律の関わりを意識

し、音の配置を試行錯誤して創作

活動に取り組んでいる。 

・より良い曲になるよう、自分なり

の感性で積極的に創意工夫に取り

組んでいる。 

〇 〇 〇 5 



 より良い曲になるよう、自分

なりの感性で積極的に創意工

夫に取り組む。 

C鑑賞 

【知識及び技能】 

 楽曲の構成や楽器編成、属

するジャンル等の基本的な知

識を持つ。 

【思考力、判断力、表現力等】  

 楽曲の特徴や傾向を捉え、

経験則や知識から根拠づけて

自分なりの言葉で表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

様々な地域、ジャンルの音

楽に親しむ態度を養う。 

・スピーカー 

・一人一台端末 

   〇 ・楽曲の構成や楽器編成、属する

ジャンル等の基本的な知識を持っ

ている。 

・楽曲の特徴や傾向を捉え、経験

則や知識から根拠づけて自分なり

の言葉で表現することができてい

る。 

・様々な地域、ジャンルの音楽に親

しむ態度を持っている。 

〇 〇 〇 

5 

合

計 

70 

 



東京都立神津高等学校 令和 8年度（２学年） 教科 芸術  科目 音楽学基礎 

教 科： 芸術 科 目：音楽学基礎     単位数：２  対象学年組：第 ２ 学年 A組  

使用教科書：（なし） 

教科 芸術 の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身 

に着けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにす 

る。 

【学びに向かう力、人間性等】生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造 

していく態度を養い、豊かな情操を培う。 

科目 音楽Ⅱ の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

音楽にかかわる多様な学問や表現の手法

について、基礎的な知識を身につけている。 

音楽を形づくっている要素を知覚し、自分

なりの意図を持って表現や鑑賞の活動に取

り組んでいる。 

音楽活動に対して積極性をもって授業に取

り組み、目標に合った創意工夫をもって活

動できる。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

表現 

鑑

賞 
評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

歌 器 創 

１

学

期 

A器楽 

 

【知識及び技能】 

 選択した楽器の基本的な奏

法を身に着け、楽譜の指示を

理解できる。 

【思考力、判断力、表現力等】  

 効率的な練習方法を模索

し、演奏技術の向上に繋げら

れている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 演奏活動に積極的な姿勢を

持つ。また、演奏発表までの

スケジュールに見通しをもって

活動できている。 

楽器（生徒が選

択したもの） 

 ○   

・選択した楽器の基本的な奏法が

身についている。 

・楽譜の指示を理解している。 

・練習方法を自分なりに工夫して活

動に取り組んでいる。 

・演奏活動に積極的な姿勢を持っ

ている。 
○ ○ ○ 10 

B鑑賞 

【知識及び技能】 

 楽曲の構成や楽器編成、属

するジャンル等の基本的な知

識を持つ。 

【思考力、判断力、表現力等】  

 楽曲の特徴や傾向を捉え、

経験則や知識から根拠づけて

自分なりの言葉で表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

様々な地域、ジャンルの音楽

に親しむ態度を養う。 

・スピーカー 

・一人一台端末 

   〇 

・楽曲の構成や楽器編成、属する

ジャンル等の基本的な知識を持っ

ている。 

・楽曲の特徴や傾向を捉え、経験

則や知識から根拠づけて自分なり

の言葉で表現することができてい

る。 

・様々な地域、ジャンルの音楽に親

しむ態度を持っている。 

〇 〇 〇 10 



C楽典 音符と休符 

【知識及び技能】 

 五線譜の読み方や音符・休

符の名称、その意味について

理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】  

【学びに向かう力、人間性等】 

 音楽理論に興味を持ち、積

極的に学習に参加している。 

・プリント 

   〇 

・五線譜の読み方や音符・休符の

表す意味について理解している。 

・音楽理論を積極的に学ぶ態度を

持っている。 

〇  〇 10 

２

学

期 

D器楽 

 

【知識及び技能】 

 選択した楽器の基本的な奏

法を身に着け、楽譜の指示を

理解できる。 

【思考力、判断力、表現力等】  

 効率的な練習方法を模索

し、演奏技術の向上に繋げら

れている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 演奏活動に積極的な姿勢を

持つ。また、演奏発表までの

スケジュールに見通しをもって

活動できている。 

・楽器（生徒が

選択したもの） 

 〇   

・選択した楽器の基本的な奏法が

身についている。 

・楽譜の指示を理解している。 

・練習方法を自分なりに工夫して活

動に取り組んでいる。 

・演奏活動に積極的な姿勢を持っ

ている。 
〇 〇 〇 15 

E楽典 拍・拍子 

【知識及び技能】 

 五線譜の読み方や音符・休

符の名称、その意味について

理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】  

【学びに向かう力、人間性等】 

 音楽理論に興味を持ち、積

極的に学習に参加している。 

 

プリント 

   〇 

・拍や拍子についての基礎的な知

識を習得している。 

・音楽理論を積極的に学ぶ態度を

持っている。 

〇  〇 15 

３

学

期 

F創作 カノンコードで作曲し

よう 

【知識及び技能】 

 作曲のルールや初歩的なコ

ード進行の規則について理解

する。 

【思考力、判断力、表現力等】  

 コード進行と旋律の関わりを

意識し、音の配置を試行錯誤

して創作活動に取り組む。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・ピアノ 

・一人一台端末 

  〇  

・作曲のルールや初歩的なコード

進行の規則について理解してい

る。 

・コード進行と旋律の関わりを意識

し、音の配置を試行錯誤して創作

活動に取り組んでいる。 

・より良い曲になるよう、自分なり

の感性で積極的に創意工夫に取り

組んでいる。 

〇 〇 〇 5 



 より良い曲になるよう、自分

なりの感性で積極的に創意工

夫に取り組む。 

G鑑賞 

【知識及び技能】 

 楽曲の構成や楽器編成、属

するジャンル等の基本的な知

識を持つ。 

【思考力、判断力、表現力等】  

 楽曲の特徴や傾向を捉え、

経験則や知識から根拠づけて

自分なりの言葉で表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

様々な地域、ジャンルの音

楽に親しむ態度を養う。 

・スピーカー 

・一人一台端末 

   〇 

・楽曲の構成や楽器編成、属する

ジャンル等の基本的な知識を持っ

ている。 

・楽曲の特徴や傾向を捉え、経験

則や知識から根拠づけて自分なり

の言葉で表現することができてい

る。 

・様々な地域、ジャンルの音楽に親

しむ態度を持っている。 

〇 〇 〇 

5 

合

計 
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 東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科 芸術    科目 美術Ⅱ 
教 科： 芸術 科 目：美術Ⅱ 単位数：２     対象学年組：第２学年 A組 

使用教科書：（日本文教出版『高校生の美術２』 ） 

教科 芸術  の目標： 
【 知 識 及 び 技 能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。 
【思考力、判断力、表現力等】創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。 
【学びに向かう力、人間性等】生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊 

かな情操を培う。 
科目 美術Ⅱ の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 
対象や事象を捉える造形的視点について理解を深

めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し

個性豊かで創造的に表すことができるようにする。 

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工

夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し個

性豊かに創造的に発想し構想を練ったり、自己の価

値観を高めて美術や美術文化に対する見方や感じ

方を深めたりすることができるようにする。 

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生

涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感

性と美意識を高め、美術文化に親しみ、心豊かな

生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

表現 
鑑

賞 評価規準 知 思 態 
配

当

時

数 
絵
・彫 デ 映 

１

学

期 

B観光ピクトグラムの制作 

【知識及び技能】1964年東京オリン

ピックで世界的に広まったピクトグ

ラムの制作プロセスを学ぶ。 

【思考力、判断力、表現力等】日本

語が通じない外国人に対して日本

の慣習をどのように伝えるか。 

【学びに向かう力、人間性等】デザ

インを生かしてコミュニケーション能

力を高める。 

・指導事項 工芸用色紙を使って神津

島を訪れた外国人観光客のためのピ

クトグラムをつくる。 

・教材 
・デザインカッター、工芸用色紙、ワー

クシート等。 

 

○ 
 

〇 
  

【知識・技能】神津島の観光的要件を抽出しピ

クトグラムに生かすことができたか。 

【思考・判断・表現】外国人観光客の慣習や感

性を理解して制作することができたか。 

【主体的に学習に取り組む態度】日本と海外

の文化の相違と共通性について思いをはせ

ることができたか。 

○ ○ ○ ８ 

C鉛筆デッサン（石膏像） 

【知識及び技能】グラデーションを

利用して明暗の諧調をつくる。 

【思考・判断・表現】デッサン・スケ

ールを使って構図を決めることがで

きるか。 

【学びに向かう力、人間性等】無駄

な余白がないように構図を決める。 

・指導事項 画面に対象をどのように

配置するか。 

・教材 
鉛筆（基本的に２B を使用）カッター、

折り紙削りかす入れ、練消しゴム、デ

ッサン・スケール、A4白紙＋八つ切り

画用紙。 

○   ○ 

【知識・技能】観察を続けると集中力が身につ

く。 

【思考・判断・表現】立体的に見えるのは光と

影の組み合わせによるもの。 

【主体的に学習に取り組む態度】影のなかに

机との反射を見つけることができた。 

 

○ ○ ○ 10 

Dディズニーキャラクター切り絵 

【知識及び技能】色彩の性質を理

解し色彩計画へとつなげる。 

【思考力、判断力、表現力等】自分

なりの配色の組み合わせができる

か。 

【学びに向かう力、人間性等】自分

独自の配色パターンをみつけよう。 

・指導事項 デザインカッターで切絵。 

 

・教材 配色カード（日本色研）、教科

書『高校生の美術』（日本文教出版）。 

○   ○ 

【知識・技能】同系色でまとめないように留意

したか。 

【思考・判断・表現】色の組み合わせの強弱や

濃淡を考えよう。 

【主体的に学習に取り組む態度】個性が感じ

られるか。完成時にプレゼンテーションを行

い、他の人の前で自作について説明する。 

 

○ ○ ○ 10 

２

学

期 

E文化祭（黒潮祭）のポスターの制

作 

【知識及び技能】ポスターに関する

多くのビジュアル資料を検討しアイ

デアをまとめる。 

【思考力、判断力、表現力等】文字

の書体、大きさ、配色を考え、絵柄

と組み合わせる。 

・指導事項 だれのためのポスターか

を完成までいつも忘れずに意識する。 

鉛筆、メモ用紙、色鉛筆、水彩絵の

具、アクリルガッシュ、ケント紙、図書

資料。 
 ○  ○ 

【知識及び技能】タイポグラフィ、イラスト、全

体構成（とくに色彩計画）はまとまったか。 

【思考力、判断力、表現力等】アイデアスケッ

チから完成まであきらめず努力をつづけた

か。 

【主体的に学習に取り組む態度】このポスター

がどこに貼られ、どのような人が見ることを想

定していたか。 

○ ○ ○ 16 



[主体] 【学びに向かう力、人間性

等】何を伝えるのか。しっかりしたコ

ンセプトをつくる。 

Fストップモーション・アニメの制作 

【知識及び技能】スマホの画像編集

アプリを使いコマ撮りアニメをつく

る。 

【思考力、判断力、表現力等】絵コ

ンテをつくりストーリー展開を計画

的に発想する。 

【学びに向かう力、人間性等】当初

アニメの名作を鑑賞しその動画技

術を参照する。 

・指導事項 まず画像を動かすことか

ら始めよう。 

スマホアプリを使って身の回りのもの

が動く様子を確認する。 

アカデミー賞を受賞した「つみきの家」

を鑑賞し作品制作に入る。 

 

  ○ ○ 

【知識及び技能】アプリの基本動作を確認し

使いこなしているかを評価する。 

【思考力、判断力、表現力等】ストーリー性は

確保したか。 

【主体的に学習に取り組む態度】完成後、上

映会を実施し互いに感想を出し合う。 

○ ○ ○ 16 

３

学

期 

G陶芸①：土練りと成型 

【知識及び技能】土をよく理解し、作

品を制作するプロセスのなかで、土

の可能性をいっぱいに引き出せる

か。 

【思考力、判断力、表現力等】造形

性の制約のなかでどれだけ自由に

自己表現できるだろうか。 

【学びに向かう力、人間性等】伝統

文化にも関心を持てるか。 

・指導事項 一つ一つの作業を着実

にこなしていくことで一歩一歩成功に

近づいていく。 

手ひねりのための用具一式、土。 

縄文、弥生、古墳時代の美術作品の

画集や画像資料を提示。 

 

 

○    

【知識及び技能】一つ一つの作業を着実にこ

なしたか。 

【思考力、判断力、表現力等】土の性質を知

ることに対し積極的であったか。 

【主体的に学習に取り組む態度】土偶、埴輪

など日本文化の原像にふれ、その感動を自ら

の作品に援用できたか。 

○ ○ ○ ４ 

H陶芸②：乾燥と焼成 

【知識及び技能】作品乾燥、高台削

り、素焼き、撥水剤、釉がけ、それ

ぞれの工程を理解し実践する。 

【思考力、判断力、表現力等】釉薬

の発色効果をよく検討し自らの構

想に合致するものを選ぶ。 

【学びに向かう力、人間性等】やき

ものに興味を持つことができたか。 

・指導事項 焼成と釉がけでは予想外

の事態が発生することが多い。どのよ

うな結果でも受け入れる姿勢が必要

だ。 

焼成窯、釉薬一式、土。 
○   ○ 

【知識及び技能】それぞれの工程に集中力を

欠かさず注力したか。 

【思考力、判断力、表現力等】個性的な創造

性を発揮したか。 

【主体的に学習に取り組む態度】他の作品を

公平に評価できたか。 

○ ○ ○ 

 

 

６ 

 

合

計 
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東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科 芸術  科目 基礎デザイン 
教 科： 芸術 科 目：基礎デザイン      単位数：２      対象学年組：第 ２学年 A組 

使用教科書：（ なし ） 

教科 芸術  の目標：  
【 知 識 及 び 技 能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。 
【思考力、判断力、表現力等】創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。 
【学びに向かう力、人間性等】生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊 

かな情操を培う。 
科目 基礎デザイン の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 
デザインの幅広い活動を通して、発想や構想し

たことを基に、材料や用具を生かす技能を身に

つけ、人と社会をつなぐデザインの働きについ

て考える。 

社会におけるデザインの機能や効果、表現形式の

特性などについて考え、目的や条件、美しさとと

もに個性豊かで創造的な表現の構想を練り、主題

を生成する。 

主題に合った表現方法を創意工夫し、目的や計

画を基に創造的に表す。 

 

 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

表現 
鑑

賞 評価規準 知 思 態 
配

当

時

数 

絵
・
彫 デ 映 

１

学

期 

A ヘアデザインとコスチュームデザイ

ン 

【知識及び技能】さまざまなヘアスタ

イルやコスチュームを参照しオリジナ

ルな表現を目指す。 

 
【思考力、判断力、表現力等】ヘアデ

ザインやコスチュームデザインの特

長を理解し身体の美を学ぶ。 

【学びに向かう力、人間性等】ヘアデ

ザインやコスチュームデザインを通じ

て身体の造形的な特質に関心をも

つ。 

・指導事項 ワークシートに着彩 

・教材 
・色鉛筆 24色、コピック、鉛筆（基本

的に２B を使用）、アイデアスケッ

チ、ワークシート。 

・ヘアデザイン（正面）。 

・ヘアデザイン（横面）。 

・コスチューム（全身）。 

 

○ 
 

〇 
  

【知識・技能】画材や表現材料を工夫してイメ

ージ豊かに自己の創造世界を広げているか。 

【思考・判断・表現】イメージを変容させるよう

な意外性に着目することができたか。 

【主体的に学習に取り組む態度】想像豊かに

身体の造形的表現を追求したか。 

 
○ ○ ○ ８ 

B日本の伝統文様 

【知識及び技能】古くから織物焼き

物、室内装飾に愛好されている伝統

文様の高度なデザイン性を学ぶ。 

【思考力、判断力、表現力等】伝統文

様の歴史性とともに由来や込められ

た意味について思いを馳せる。 

【学びに向かう力、人間性等】伝統文

様をもっとさまざまなシーンで活用し

ていく。 

・指導事項 伝統文様をできるだけ

定規やコンパスを使わず作図する。 

・市松模様、麻の葉、青海波、七宝

つなぎ、など日本の伝統模様の歴

史や伝承を理解し表現世界を広げ

る。 

・教材 
・アクリルガッシュ、鉛筆、デザイン

カッター、工芸用色紙、ワークシート

ほか。 

 

○ ○  ○ 

【知識・技能】」文様の基となった植物や動

物、自然現象に関心を持ち、文様文化の発生

の根拠を探究する。 

【思考・判断・表現】伝統文様のもつ意味や伝

承を理解し新たに創造的工夫を加えることが

できたか。 

【主体的に学習に取り組む態度】日本独特の

文様を海外のパターンデザインと比較しその

文化の相違と共通性について考察することが

できたか。 

〇 ○ ○ 12 

D色彩計画と配色 

【知識及び技能】色彩の性質をよく理

解し、色彩の様々な心理的効果につ

いて学ぶ。 

【思考力、判断力、表現力等】配色の

基本をベースにさまざまな色彩調和

を目指す。 

【学びに向かう力、人間性等】現代の

生活空間における色彩の重要性に

ついて理解を深める。 

・指導事項 色彩計画に応じた色
見本を制作する。 

・色相、明度、彩度（色彩の３属

性）。 

 

・教材 色彩検定 3級問題集、配色

カード（日本色研）。 

・アクリルガッシュ、鉛筆、デザイン

カッター、工芸用色紙、ワークシート

ほか。 

 

○   ○ 

【知識・技能】色彩の性質を理解し、創造的で

個性的な表現世界に展開することができた

か。 

【思考・判断・表現】色の組み合わせによって

千変万化な効果を生むことに気づき、これを

応用することができたか。 

【主体的に学習に取り組む態度】色彩への理

解について意欲的に取り組むことができた

か。 

 

 

○ ○ ○ ８ 



２

学

期 

E色彩計画と配色 

【知識及び技能】色彩構成に関する

多くのビジュアル資料を検討しアイデ

アをまとめる。 

【思考力、判断力、表現力等】色面の

種類、バランス、配色を考え、絵柄と

組み合わせる。 

[主体] 【学びに向かう力、人間性等】

アイデアやイメージを見る人にわかり

やすく伝えることができるか。 

・指導事項 四季のイメージを色彩

構成で表現する。 

教材 鉛筆、アイデアスケッチ、色鉛

筆、水彩絵の具、アクリルガッシュ、

定規、コンパス、方眼ケント紙、色彩

検定 3級問題集、配色カード、混色

ガイド（日本色研）。 

 

 ○   

【知識及び技能】色彩の性質への理解を深め

色彩計画に従って制作を進めたか。 

【思考力、判断力、表現力等】色彩の選択、バ

ランス、コンポジションを十分に考察して制作

を進めたか。 

【主体的に学習に取り組む態度】制作意図を

明確化し、色彩の効果を発揮させることがで

きたか。 

○ ○ ○ 12 

F迷彩模様の制作 

【知識及び技能】迷彩柄が生まれた

目的や歴史を調べ迷彩模様のデザ

インとしての価値を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】迷彩は

活動する地域の環境に合わせて制

作されるので当地の自然観察を行

う。 

【学びに向かう力、人間性等】日本の

自衛隊は山野の風景をコンピュータ

処理する 神津島の自然の特色を抽

出する。 

・指導事項 神津島だけのカモフラ

ージュパターンをつくろう。 

・神津島の植物や地形を調べ、迷彩

模様を構成する材料を収集する。 

・神津島の色彩を 4種類抽出しパタ

ーン化して紙上に再現する。 

・教材：ワークシートに着彩 鉛筆、

アイデアスケッチ、色鉛筆、水彩絵

の具、アクリルガッシュ、図書資料。 

 

  ○ ○ 

【知識及び技能】自然観察を十分に行ってデ

ザイン制作をしているか。 

【思考力、判断力、表現力等】島の自然環境

を決定づけるものはなにかを特定することが

できたか。 

【主体的に学習に取り組む態度】、迷彩模様

を制作しているなかで神津島の自然条件や

植生に思いを馳せ、神津島に愛着を感じるよ

うになったか。 

○ ○ ○ 14 

３

学

期 

G仮面マスクのデザイン 

【知識及び技能】世界の仮面の種類

や歴史を調べ、構想を練る。 

【思考力、判断力、表現力等】アイデ

アスケッチを重ね、独創的で個性的

な表現ができるか。 

【学びに向かう力、人間性等】仮面の

歴史的、宗教的、文化的背景に思い

を馳せ、素材や装飾についても考察

する。 

・指導事項 仮面マスクの制作 

・教材 再生紙でできた人面マスク

にアクリルガッシュによる着彩、紙

粘土や装飾グッズ、カッターなどの

工作用具ほか。 

・歴史的な仮面から現代の仮面へ

どのように変貌していったか 新生

仮面について完成後意見交換す

る。 

○    

【知識及び技能】仮面に込められた様々な意

味を理解したうえでオリジナルな仮面をつくる

ことができたか。 

【思考力、判断力、表現力等】ネットで仮面を

検索し、その範囲の広さと奥行きの深さを実

感し、いままでの仮面への既成概念をリセット

できたか。 

【主体的に学習に取り組む態度】完成した仮

面を全体でそれぞれプレゼンし、その多様な

感性を認め合う。 

○ ○ ○ 10 

H鑑賞  

【知識及び技能】製作者の意図や構

想のオリジナリティと表現の工夫など

について多様な視点から考え、見方

や感じ方を深める。 

【思考力、判断力、表現力等】ストー

リーを要約し簡明に文章化すること

ができる。 

【学びに向かう力、人間性等】感動し

た場面の感想を率直に表明すること

ができるか。 

・指導事項 アニメ映像の上映  

・日本のアニメ作品が海外でも高く

評価されるようになった要因につい

て意見交換し考察する。 

・教材 上映作品（スタジオジブリ作

品）。 
○    

【知識及び技能】映像を見ながら制作上の創

意工夫や技術に着目したか。 

【思考力、判断力、表現力等】想像をめぐらし

製作者の制作意図をどこまで理解し見方や

感じ方を深めることができたか。 

【主体的に学習に取り組む態度】海外のアニ

メ作品の歴史や文化的価値を理解し、日本と

比較してその見方や感じ方を深めることがで

きたか。 

○ ○ ○ 
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 東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科 保健体育  科目 体育 

教 科： 保健体育 科 目：体育   単位数：２    対象学年組：第２学年Ａ組 

使用教科書：（現代高等保健体育 大修館書店） 

教科  保健体育 の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能

を身に付けるようにする。 

【思考力、判断 力、表現力等】運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断

するとともに，他者に伝える力を養う 

【学びに向かう力、人間性等】生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊か

で活力ある生活を営む態度を養う。 

科目 体育 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

運動の合理的，計画的な実践を通して，運

動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわ

たって運動を豊かに継続することができるよ

うにするため，運動の多様性や体力の必要

性について理解するとともに，それらの技能

を身に付けるようにする。 

生涯にわたって運動を豊かに継続するため

の課題を発見し，合理的，計画的な解決に

向けて思考し判断するとともに，自己や仲

間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

運動における競争や協働の経験を通して，

公正に取り組む，互いに協力する，自己の

責任を果たす，参画する，一人一人の違い

を大切にしようとするなどの意欲を育てると

ともに，健康・安全を確保して，生涯にわた

って継続して運動に親しむ態度を養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

１

学

期 

A 体つくり運動 

【知識及び技能】 

体ほぐしの運動では，手軽な運

動を行い，心と体は互いに影響し

変化することや心身の状態に気付

き，仲間と主体的に関わり合うこ

と。 

実生活に生かす運動の計画で

は，自己のねらいに応じて，健康

の保持増進や調和のとれた体力

の向上を図るための継続的な運

動の計画を立て取り組むこと。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

生涯にわたって運動を豊かに継

続するための自己や仲間の課題

を発見し，合理的，計画的な解決

に向けて取り組み方を工夫すると

ともに，自己や仲間の考えたこと

を他者に伝えること。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

体つくり運動に主体的に取り組

むとともに，互いに助け合い高め

合おうとすること，一人一人の違

いに応じた動きなどを大切にしよう

とすること，合意形成に貢献しよう

とすることなどや，健康•安全を確

保すること。 

・体ほぐしの運動 

・体の動きを高め

る運動 

・実生活に生かす

運動の計画 

・一人１台端末の

活用 

【知識・技能】 

•体つくり運動では，自己のねらいに応

じて，効果的な成果を得るための適

切な運動の行い方があることを理

解している。 

•体力の構成要素は，健康に生活する

ための体力と運動を行うための体

力に密接に関係していることを理解

している。 

•実生活への取り入れ方には，自己の

ねらいに応じた様々な運動の計画

などがあることを理解している。 

•課題解決の方法には，自己に応じた

目標の設定，目標を達成するため

の課題の設定，課題解決のための

運動例の選択とそれに基づく計画

の作成及び実践，学習成果の確

認，新たな目標の設定といった過

程があることを理解している。 

【思考・判断・表現】 

•生活様式や体力の程度を踏まえ，自

己のねらいに応じた運動の計画を

立案している。 

•運動に取り組む場面で，自己や仲間

の危険を回避するための活動の仕

方を提案している。 

•仲間との話合いの場面で，合意を形

成するための調整の仕方を見付け

ている。 

•体力の程度や性別等の違いを超え

て，仲間とともに体つくり運動を楽し

むための調整の仕方を見付けてい

る。 

○ ○ ○ 7 



•体つくり運動の学習成果を踏まえて，

自己に適した「する，みる，支える，

知る」などの運動を生涯にわたって

楽しむための関わり方を見付けて

いる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

•体つくり運動の学習に主体的に取り

組もうとしている。 

•仲間に課題を伝え合うなど，互いに

助け合い高め合おうとしている。 

•一人一人の違いに応じた動きなどを

大切にしようとしている。 

•課題解決に向けて話し合う場面で，

合意形成に貢献しようとすること。 

•危険の予測をしながら回避行動を

とるなど，健康•安全を確保するこ

と。 

B ソフトボール 

【知識及び技能】 

状況に応じたバット操作と走塁

での攻撃，安定したボー ル操作と

状況に応じた守備などによって攻

防をすることができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

生涯にわたって運動を豊かに継

続するためのチームや自己の課

題を発見し，合理的，計画的な解

決に向けて取り組み方を工夫する

とともに，自己やチームの考えた

ことを他者に伝えることができるよ

うにする。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

 球技に主体的に取り組むととも

に，フェアなプレイを大切にしよう

とすること，合意形成に貢献しよう

とすること，一人一人の違いに応

じたプレイなどを大切にしようとす

ること，互いに助け合い高め合お

うとすることなどや，健康•安全を確

保できるようにする。 

・キャッチボール 

・バッティング 

・状況に応じた守

備の練習 

・ゲーム 

・一人１台端末の

活用 

【知識・技能】 

・ソフトボールの技術などの名称や行

い方，体力の高め方，課題解決の

方法，競技会の仕方などを理解し

ている。 

・状況に応じたバット操作と走塁での

攻撃，安定したボー ル操作と状況

に応じた守備などによって攻防をす

ることができる。 

【思考・判断・表現】 

・生涯にわたって運動を豊かに継続す

るためのチームや自己の課題を発

見し，合理的，計画的な解決に向け

て取り組み方を工夫するとともに，

自己やチームの考えたことを他者

に伝えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・ソフトボールの学習に主体的に取り

組もうとしている 

•フェアなプレイを大切にしようとしてい

る。 

•作戦などを話し合う場面で，合意形成

に貢献しようとしている。 

•一人一人の違いに応じたプレイなど

を大切にしようとしている。 

•仲間の課題を指摘するなど，互いに

助け合い高め合おうとしている。 

•危険の予測をしながら回避行動をと

るなど，健康•安全を確保している。 

〇 〇 〇 ８ 

C 水泳 

【知識及び技能】 

 クロールでは，手と足の動き，呼

吸のバランスを保ち，伸びのある

動作と安定したペースで長く泳い

だり速く泳いだりすることができる

ようにする。 

 

平泳ぎでは，手と足の動き，呼

吸のバランスを保ち，伸びのある

動作と安定したペースで長く泳い

だり速く泳いだりすることができる

ようにする。 

 

・クロール 

・平泳ぎ 

・背泳ぎ 

・バタフライ 

・複数の泳法で長

く泳ぐ 

・海難救助法 

・一人１台端末の

活用 

【知識・技能】 

•水泳では，各種目や運動の局面ごと

に技術の名称があり，それぞれの

技術には，効率のよい泳ぎにつな

がる重要な動きのポイントや安全で

合理的，計画的な練習の仕方があ

ることを理解している。 

•水泳の種目によって必要な体力要素

があり，その種目の技能に関連さ

せながら体力を高めることができて

いる。 

•課題解決の方法には，自己に応じた

目標の設定，目標を達成するため

の課題の設定，課題解決のための

○ ○ ○ ８ 



背泳ぎでは，手と足の動き，呼

吸のバランスを保ち，安定したペ

ースで長く泳いだり速く泳いだりす

ることができるようにする。 

 

バタフライでは，手と足の動き，

呼吸のバランスを保ち，安定した

ペースで長く泳いだり速く泳いだり

することができるようにする。 

 

複数の泳法で長く泳ぐこと又は

リレーをすることができるようにす

る。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 生涯にわたって運動を豊かに継

続するための自己や仲間の課題

を発見し，合理的，計画的な解決

に向けて取り組み方を工夫すると

ともに，自己や仲間の考えたこと

を 他者に伝えることができるよう

にする。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

水泳に主体的に取り組むととも

に，勝敗などを冷静に受け止め，

ルールやマナーを大切にしようと

すること，役割を積極的に引き受

け自己の責任を果たそうとするこ

と，一人一人の違いに応じた課題

や挑戦を大切にしようとすることな

どや，水泳の事故防止に関する心

得を遵守するなど健康•安全を確

保できるようにする。 

練習法などの選択と実践，記録会

などを通した学習成果の確認，新

たな目標の設定といった過程があ

ることを理解している。 

•競技会や記録会で，競技のルール，

運営の仕方や役割に応じた行動の

仕方，全員が楽しむためのルール

等の調整の仕方などがあることを

理解している。 

 

【思考・判断・表現】 

・選択した泳法について，自己や仲間

の動きを分析して，良い点や修正

点を指摘している。 

•課題解決の過程を踏まえて，自己や

仲間の新たな課題を発見している。 

•自己や仲間の課題を解決するための

練習の計画を立てている。 

•練習や競技会などの場面で，自己や

仲間の危険を回避するための活動

の仕方を提案している。 

•バディやグループでの学習で，状況

に応じて自己や仲間の役割を提案

している。 

•体力や技能の程度，性別等の違いを

超えて，仲間とともに水泳を楽しむ

ための調整の仕方を見付けてい

る。 

•水泳の学習成果を踏まえて自己に適

した「する，みる，支える，知る」など

の生涯にわたって楽しむための関

わり方を見付けている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

•水泳の学習に主体的に取り組もうとし

ている。 

•勝敗などを冷静に受け止め，ルール

やマナーを大切にしようとしている。 

•役割を積極的に引き受け自己の責任

を果たそうとしている。 

•一人一人の違いに応じた課題や挑戦

を大切にしようとしている。 

• 水泳の事故防止の心得を遵守し，危

険の予測をしながら回避行動をとる

など，健康•安全を確保している。 

D 体育理論 

【知識及び技能】 

 運動やスポーツの技能と体力

は、相互に関連していること。ま

た、期待する成果に応じた技能や

体力の高め方があること。さらに、

過度な負荷や長期的な酷使は、

けがや疾病の原因となる可能性

があることを理解できるようにす

る。 

 運動やスポーツの技術は、学習

を通して技能として発揮されるよう

になること。また、技術の種類に応

・スポーツにおけ

る技能と体力 

・スポーツにおけ

る技術と戦術 

・一人１台端末の

活用 

【知識・技能】 

・技能と体力の関係について説明し

ている。 

・技能や体力を高めるときに気をつけ

るべき点をあげることができてい

る。 

・技能の型の違いやそれぞれの練習

のしかたを説明している。 

○ ○ 〇 2 



じた学習の仕方があること。現代

のスポーツの技術や戦術、ルール

は、用具の改良やメディアの発達

に伴い変わり続けていることを理

解できるようにする。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

運動やスポーツの効果的な学

習の仕方について、課題を発見

し、よりよい解決に向けて思考し

判断するとともに、他者に伝えるこ

とができるようにする。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

運動やスポーツの効果的な学

習の仕方についての学習に主体

的に取り組むことができるようにす

る。 

 

・用具の改良やメディアの発達などに

よる技術や戦術，ルールの変化を

説明している。 

【思考・判断・表現】 

・運動やスポーツの技能は，体力と相

互に関連しており，技能は，身長や

体重などの体格や巧みさなどの体

力との関連で発揮されることについ

て，理解したことを言ったり書いたり

している。 

・運動やスポーツの技能を発揮する際

には，個々の技能に関連した体力

を高めることが必要になることや，

期待される成果に応じた技能や体

力の高め方があることについて，理

解したことを言ったり書いたりしてい

る。 

・運動やスポーツの技能の上達過程

を試行錯誤の段階，意図的な調整

の段階及び自動化の段階の三つに

分ける考え方があること，また，こ

れらの段階に応じて，効果的に上

達を図るためには，良い動きを参考

として自己の課題を設定すること，

課題解決のための自己に適した練

習方法を選択すること，自己観察や

他者観察を通して課題を発見し解

決すること，上達に応じて次の課題

を設定することといった取り組み方

が運動の継続に有効であることに

ついて，理解したことを言ったり書

いたりしている。 

・技能の獲得には，一定の期間がか

かることを踏まえ，解決すべき課題

を意識した上で，繰り返し取り組む

ことが安定した技能の定着につな

がることについて，理解したことを

言ったり書いたりしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・運動やスポーツの効果的な学習の

仕方について，概念と自己の状況

を関連付けたりして，自己や社会に

ついての課題を発見している。 

・運動やスポーツの活動時の健康・安

全の確保の仕方について，習得し

た知識を基に，環境の異なる場所

や変化を想定して，危険を予見し回

避するための自己の提案を言葉や

文章などを通して他者に伝えようと

している。 

 

 

 



２

学

期 

E ダンス 

【知識及び技能】 

 感じを込めて踊ったり仲間と自

由に踊ったり，自己や仲間の課題

を解決したりするなどの多様な楽

しさや喜びを味わい，ダンスの名

称や用語，文化的背景と表現の

仕方，交流や発表の仕方，課題解

決の方法，体力の高め方などを理

解するとともに，それぞれ特有の

表現や踊りを身に付けて交流や

発表をすることができるようにす

る。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

生涯にわたって運動を豊かに継

続するための自己や仲間の課題

を発見し，合理的，計画的な解決

に向けて取り組み方を工夫すると

ともに，自己や仲間の考えたこと

を 他者に伝えることができるよう

にする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ダンスに主体的に取り組むととも

に，互いに共感し高め合おうとす

ること，合意形成に貢献しようとす

ること，一人一人の違いに応じた

表現や役割を大切にしようとする

ことなどや，健康•安全を確保する

ことができるようにする。 

・基本的なステッ

プ 

・課題ダンス 

・グループ創作 

・発表会 

・一人１台端末の

活用 

【知識・技能】 

・ダンスの名称や用語，文化的背景と

表現の仕方，交流や発表の仕方，

課題解決の方法，体力の高め方な

どを理解している。 

・創作ダンスでは，表したいテーマに

ふさわしいイメージを捉え，個や群

で，対極の動きや空間の使い方で

変化を付けて即興的に表現したり，

イメージを強調した作品にまとめた

りして踊ることができる。 

・現代的なリズムのダンスでは，リズ

ムの特徴を強調して全身で自由に

踊ったり，変化とまとまりを付けて仲

間と対応したりして踊ることができ

る。 

【思考・判断・表現】 

・生涯にわたって運動を豊かに継続す

るための自己や仲間の課題を発見

し，合理的，計画的な解決に向けて

取り組み方を工夫するとともに，自

己や仲間の考えたことを 他者に伝

えている。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・ダンスに主体的に取り組むとともに，

互いに共感し高め合おうとするこ

と，合意形成に貢献しようとするこ

と，一人一人の違いに応じた表現

や役割を大切にしようとすることな

どをしたり，健康•安全を確保したり

している。 

○ ○ ○ ９ 

F バスケットボール 

【知識及び技能】 

 勝敗を競ったりチームや自己の

課題を解決したりするなどの多様

な楽しさや喜びを味わい，技術な

どの名称や行い方，体力の高め

方，課題解決の方法，競技会の仕

方などを理解するとともに，作戦

や状況に応じた技能で仲間と連携

しゲームを展開することができる

ようにする。 

状況に応じたボール操作と空間

を埋めるなどの動きによって空 間

への侵入などから攻防をすること

ができるようにする。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

生涯にわたって運動を豊かに継

続するためのチームや自己の課

題を発見し，合理的，計画的な解

決に向けて取り組み方を工夫する

とともに，自己やチームの考えた

ことを他者に伝えることができるよ

うにする。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

・シュート 

・パス 

・ドリブル 

・戦術 

・ゲーム 

・一人１台端末の

活用 

【知識・技能】 

・技術などの名称や行い方，体力の高

め方，課題解決の方法，競技会の

仕方などを理解している。 

・状況に応じたボール操作と空間を埋

めるなどの動きによって空 間への

侵入などから攻防をすることができ

る。 

 

【思考・判断・表現】 

・生涯にわたって運動を豊かに継続す

るためのチームや自己の課題を発

見し，合理的，計画的な解決に向け

て取り組み方を工夫するとともに，

自己やチームの考えたことを他者

に伝えている。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・バスケットボールに主体的に取り組

むとともに，フェアなプレイを大切に

しようとすること，合意形成に貢献し

ようとすること，一人一人の違いに

応じたプレイなどを大切にしようとす

ること，互いに助け合い高め合おう

とすることなどをしたり，健康•安全

を確保したりしている。 
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バスケットボールに主体的に取

り組むとともに，フェアなプレイを

大切にしようとすること，合意形成

に貢献しようとすること，一人一人

の違いに応じたプレイなどを大切

にしようとすること，互いに助け合

い高め合おうとすることなどや，健

康•安全を確保することができるよ

うにする。 

G バレーボール 

【知識及び技能】 

 勝敗を競ったりチームや自己の

課題を解決したりするなどの多様

な楽しさや喜びを味わい，技術な

どの名称や行い方，体力の高め

方，課題解決の方法，競技会の仕

方などを理解するとともに，作戦

や状況に応じた技能で仲間と連携

しゲームを展開することができる

ようにする。 

 状況に応じたボール操作や安定

した用具の操作と連携した動き に

よって空間を作り出すなどの攻防

をすることができるようにする。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

生涯にわたって運動を豊かに継

続するためのチームや自己の課

題を発見し，合理的，計画的な解

決に向けて取り組み方を工夫する

とともに，自己やチームの考えた

ことを他者に伝えることができるよ

うにする。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

バレーボールに主体的に取り組

むとともに，フェアなプレイを大切

にしようとすること，合意形成に貢

献しようとすること，一人一人の違

いに応じたプレイなどを大切にしよ

うとすること，互いに助け合い高め

合おうとすることなどや，健康•安

全を確保することができるようにす

る。 

・パス 

・スパイク 

・サーブ 

・戦術 

・ゲーム 

・一人１台端末の

活用 

【知識・技能】 

・技術などの名称や行い方，体力の高

め方，課題解決の方法，競技会の

仕方などを理解している。 

・状況に応じたボール操作や安定した

用具の操作と連携した動き によっ

て空間を作り出すなどの攻防をす

ることができる。 

 

【思考・判断・表現】 

・生涯にわたって運動を豊かに継続す

るためのチームや自己の課題を発

見し，合理的，計画的な解決に向け

て取り組み方を工夫するとともに，

自己やチームの考えたことを他者

に伝えている。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・バレーボールに主体的に取り組むと

ともに，フェアなプレイを大切にしよ

うとすること，合意形成に貢献しよう

とすること，一人一人の違いに応じ

たプレイなどを大切にしようとするこ

と，互いに助け合い高め合おうとす

ることなどをし，健康•安全を確保し

ている。 

〇 〇 〇 ８ 

H 体育理論 

【知識及び技能】 

 運動やスポーツの技能の上達過

程にはいくつかの段階があり、そ

の学習の段階に応じた練習方法

や運動観察の方法、課題の設定

方法などがあること。またこれらの

獲得には、一定の期間がかかるこ

とを理解できるようにする。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

運動やスポーツの効果的な学

習の仕方について、課題を発見

し、よりよい解決に向けて思考し

判断するとともに、他者に伝えるこ

とができるようにする。 

・技能の上達過程

と練習 

・効果的な動きの

メカニズム 

・一人１台端末の

活用 

【知識・技能】 

・技能がどのようなステップを経て上

達するか説明できる。 

・練習によって技能が上達すると，ど

のような特徴がみられるかをあげる

ことができる。 

・体の動きはどのようなしくみで開始さ

れ，持続していくのか説明できる。 

・よい動きを支える調整力について例

をあげて説明できる。 

 

【思考・判断・表現】 

・運動やスポーツの技能の上達過程

を試行錯誤の段階，意図的な調整

の段階及び自動化の段階の三つに

分ける考え方があること，また，こ
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【学びに向かう力、人間性等】 

運動やスポーツの効果的な学

習の仕方についての学習に主体

的に取り組むことができるようにす

る。 

れらの段階に応じて，効果的に上

達を図るためには，良い動きを参考

として自己の課題を設定すること，

課題解決のための自己に適した練

習方法を選択すること，自己観察や

他者観察を通して課題を発見し解

決すること，上達に応じて次の課題

を設定することといった取り組み方

が運動の継続に有効であることに

ついて，理解したことを言ったり書

いたりしている。 

・技能の獲得には，一定の期間がか

かることを踏まえ，解決すべき課題

を意識した上で，繰り返し取り組む

ことが安定した技能の定着につな

がることについて，理解したことを

言ったり書いたりしている。 

・運動やスポーツの技能は，体力と相

互に関連しており，技能は，身長や

体重などの体格や巧みさなどの体

力との関連で発揮されることについ

て，理解したことを言ったり書いたり

している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・運動やスポーツの効果的な学習の

仕方について，概念と自己の状況

を関連付けたりして，自己や社会に

ついての課題を発見すること。 

・運動やスポーツの活動時の健康・安

全の確保の仕方について，習得し

た知識を基に，環境の異なる場所

や変化を想定して，危険を予見し回

避するための自己の提案を言葉や

文章などを通して他者に伝えるこ

と。 

 

３

学

期 

I バドミントン 

【知識及び技能】 

 勝敗を競ったりチームや自己の

課題を解決したりするなどの多様

な楽しさや喜びを味わい，技術な

どの名称や行い方，体力の高め

方，課題解決の方法，競技会の仕

方などを理解するとともに，作戦

や状況に応じた技能で仲間と連携

しゲームを展開することができる

ようにする。 

状況に応じたボール操作や安

定した用具の操作と連携した動き 

によって空間を作り出すなどの攻

防をすることができるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

生涯にわたって運動を豊かに継

続するためのチームや自己の課

題を発見し，合理的，計画的な解

決に向けて取り組み方を工夫する

・クリア 

・ヘアピン 

・ドロップ 

・ロビング 

・スマッシュ 

・ドライブ 

・サービス 

・シングルス 

・ダブルス 

・一人１台端末の

活用 

【知識・技能】 

・技術などの名称や行い方，体力の高

め方，課題解決の方法，競技会の

仕方などを理解している。 

・状況に応じたボール操作や安定した

用具の操作と連携した動き によっ

て空間を作り出すなどの攻防をす

ることができる。 

 

【思考・判断・表現】 

・生涯にわたって運動を豊かに継続す

るためのチームや自己の課題を発

見し，合理的，計画的な解決に向け

て取り組み方を工夫するとともに，

自己やチームの考えたことを他者

に伝えている。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

〇 〇 〇 ８ 



とともに，自己やチームの考えた

ことを他者に伝えることができるよ

うにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

バドミントンに主体的に取り組む

とともに，フェアなプレイを大切に

しようとすること，合意形成に貢献

しようとすること，一人一人の違い

に応じたプレイなどを大切にしよう

とすること，互いに助け合い高め

合おうとすることなどや，健康•安

全を確保することができるようにす

る。 

・バドミントンに主体的に取り組むとと

もに，フェアなプレイを大切にしよう

とすること，合意形成に貢献しようと

すること，一人一人の違いに応じた

プレイなどを大切にしようとするこ

と，互いに助け合い高め合おうとす

ることなどをしたり，健康•安全を確

保したりしている 

J 卓球 

【知識及び技能】 

勝敗を競ったりチームや自己の

課題を解決したりするなどの多様

な楽しさや喜びを味わい，技術な

どの名称や行い方，体力の高め

方，課題解決の方法，競技会の仕

方などを理解するとともに，作戦

や状況に応じた技能で仲間と連携

しゲームを展開することができる

ようにする。 

状況に応じたボール操作や安

定した用具の操作と連携した動き 

によって空間を作り出すなどの攻

防をすることができるようにする。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

生涯にわたって運動を豊かに継

続するためのチームや自己の課

題を発見し，合理的，計画的な解

決に向けて取り組み方を工夫する

とともに，自己やチームの考えた

ことを他者に伝えることができるよ

うにする。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

卓球に主体的に取り組むととも

に，フェアなプレイを大切にしよう

とすること，合意形成に貢献しよう

とすること，一人一人の違いに応

じたプレイなどを大切にしようとす

ること，互いに助け合い高め合お

うとすることなどや，健康•安全を確

保することができるようにする。 

 

・フォアハンド 

・バックハンド 

・サービス 

・スマッシュ 

・ツッツキ 

・シングルス 

・ダブルス 

・一人１台端末の

活用 

【知識・技能】 

・技術などの名称や行い方，体力の高

め方，課題解決の方法，競技会の

仕方などを理解している。 

・状況に応じたボール操作や安定した

用具の操作と連携した動き によっ

て空間を作り出すなどの攻防をす

ることができる。 

 

【思考・判断・表現】 

・生涯にわたって運動を豊かに継続す

るためのチームや自己の課題を発

見し，合理的，計画的な解決に向け

て取り組み方を工夫するとともに，

自己やチームの考えたことを他者

に伝えている。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・卓球に主体的に取り組むとともに，フ

ェアなプレイを大切にしようとするこ

と，合意形成に貢献しようとするこ

と，一人一人の違いに応じたプレイ

などを大切にしようとすること，互い

に助け合い高め合おうとすることな

どをしたり，健康•安全を確保したり

している 

〇 〇 〇 ８ 



K 体育理論 

【知識及び技能】 

目的に応じたさまざまなトレーニ

ングの方法を説明できるようにす

る。 

筋力，持久力，調整力，柔軟性

を高める具体的な方法をあげるこ

とができるようにする。 

 運動やスポーツを行う際は、気

象条件の変化など様々な危険を

予見し、回避することが求められ

ることを理解できるようにする。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

 運動やスポーツの効果的な学習

の仕方について、課題を発見し、

よりよい解決に向けて思考し判断

するとともに、他者に伝えることが

できるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 運動やスポーツの効果的な学習

の仕方についての学習に主体的

に取り組むことができるようにす

る。 

・体力トレーニング 

・運動やスポーツ

での安全の確保 

・一人１台端末の

活用 

【知識・技能】 

・運動やスポーツを行う際，個人の体

力に不適切で過度な負荷や一定部

位への長期的な酷使は，けがや疾

病の原因となる可能性があること，

また，これらを予防することでスポ

ーツが末永く継続できることについ

て，理解したことを言ったり書いたり

している。 

・運動やスポーツを行う際は，気象条

件の変化など様々な危険を予見

し，回避することが求められること

及び，気象条件や自然環境の変化

など様々な危険を予見し回避する

ためには，けがや事故の防止のた

めの対策，発生時の処置，回復期

の対処などの各場面での適切な対

応方法を想定しておくこと，けがや

事故につながりそうな体験から行動

や活動環境の修正を図ることが有

効であることについて，理解したこ

とを言ったり書いたりしている。 

・運動やスポーツを行う際，個人の体

力に不適切で過度な負荷や一定部

位への長期的な酷使は，けがや疾

病の原因となる可能性があること，

また，これらを予防することでスポ

ーツが末永く継続できることについ

て，理解したことを言ったり書いたり

している。 

【思考・判断・表現】 

・運動やスポーツの効果的な学習の

仕方について，概念と自己の状況

を関連付けたりして，自己や社会に

ついての課題を発見すること。 

・運動やスポーツの活動時の健康・安

全の確保の仕方について，習得し

た知識を基に，環境の異なる場所

や変化を想定して，危険を予見し回

避するための自己の提案を言葉や

文章などを通して他者に伝えるこ

と。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・運動やスポーツの効果的な学習の

仕方についての学習に，主体的に

取り組もうとしている。 

 

○ ○ ○ 

2 

合

計 

７０ 

 



東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科 保健体育 科目 保健 

教 科：保健体育 科 目：保健   単位数：１単位  対象学年組：第２学年 Ａ組 

使用教科書：（『現代高等保健体育』 大修館書店） 

教科  保健体育 の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するととも

に、技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考

し判断するとともに、他者に伝える力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明

るく豊かで活力ある生活態度を養う。 

科目 保健 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

個人及び社会生活における健康・安全につ

いて理解を深めるとともに、技能を身に付

けることができるようにする。 

健康についての自他や社会の課題を発見

し、合理的、計画的な解決に向けて思考し

判断するとともに、目的や状況に応じて他

者に伝える力を養うことができるようにす

る。 

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそ

れを支える環境づくりを目指し、明るく豊か

で活力ある生活を営む態度を養うことがで

きるようにする。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

１

学

期 

A 生涯を通じる健康 

【知識及び技能】 

 生涯を通じる健康の保持増

進や回復には、生涯の各段

階の健康課題に応じた自己

の健康管理及び環境づくり

が関わっていることを理解で

きるようにする。 

労働災害の防止には、労働

環境の変化に起因する傷害

や職業病などを踏まえた適

切な健康管理及び安全管理

をする必要があることを理解

できるようにする。 

 

【思考力、判断力、表現力

等】  

 生涯を通じる健康に関する

情報から課題を発見し、健康

に関する原則や概念に着目

して解決の方法を思考し判

断するとともに、それらを表

現することができるようにす

る。 

 

【学びに向かう力、人間性

等】 

生涯を通じて自他の健康

の保持増進やそれを支える

環境づくりを目指し、明るく豊

かで活力ある生活を営む態

01 ライフステージと健康 

02思春期と健康 

03性意識と性行動の選

択 

04妊娠・出産と健康 

05避妊法と人工妊娠中

絶 

06結婚生活と健康 

07中高年期と健康 

08働くことと健康 

09労働災害と健康 

10健康的な職業生活 

A 単元：生涯を通じる健康 

【知識及び技能】 

・思春期における心身の発達や

性的成熟に伴う身体面，心理

面，行動面などの変化に関わ

り，健康課題が生じることがあ

ることについて，理解したことを

言ったり書いたりしている。 

・思春期の心身の変化に対応し

て，自分の行動への責任感や

異性を理解したり尊重したりす

る態度が必要であること，及び

性に関する情報等への適切な

対処が必要であることについ

て，理解したことを言ったり書い

たりしている。 

・結婚生活について，心身の発

達や健康の保持増進の観点か

ら理解したことを言ったり書いた

りしている。 

・受精，妊娠，出産とそれに伴う

健康課題について，理解したこ

とを言ったり書いたりしている。 

・家族計画の意義や人工妊娠

中絶の心身への影響などにつ

いて，理解したことを言ったり書

いたりしている。 

・結婚生活を健康に過ごすに

は，自他の健康に対する責任

感，良好な人間関係や家族や

周りの人からの支援，及び母子

○ ○ ○ 11 



度を養うことができるように

する。 

の健康診査の利用や保健相談

などの様々な保健・医療サービ

スの活用が必要であることにつ

いて，理解したことを言ったり書

いたりしている。 

・中高年期を健やかに過ごすた

めには，若いときから，健康診

断の定期的な受診などの自己

管理を行うこと，生きがいをもつ

こと，運動やスポーツに取り組

むこと，家族や友人などとの良

好な関係を保つこと，地域にお

ける交流をもつことなどが関係

することについて，理解したこと

を言ったり書いたりしている。 

・高齢期には，加齢に伴い，心

身の機能や形態が変化するこ

と，その変化には個人差がある

こと，疾病や事故のリスクが高

まること，健康の回復が長期化

する傾向にあることについて，

理解したことを言ったり書いたり

している。 

・高齢社会では，認知症を含む

疾病等への対処，事故の防

止，生活の質の保持，介護など

の必要性が高まることなどか

ら，保健・医療・福祉の連携と総

合的な対策が必要であることに

ついて，理解したことを言ったり

書いたりしている。 

・労働による傷害や職業病など

の労働災害は，作業形態や作

業環境の変化に伴い質や量が

変化してきたことについて，理

解したことを言ったり書いたりし

ている。 

・労働災害を防止するには，作

業形態や作業環境の改善，長

時間労働をはじめとする過重労

働の防止を含む健康管理と安

全管理が必要であることについ

て，理解したことを言ったり書い

たりしている。 

・働く人の健康の保持増進は，

職場の健康管理や安全管理と

ともに，心身両面にわたる総合

的，積極的な対策の推進が図

られることで成り立つことについ

て，理解したことを言ったり書い

たりしている。 

・働く人の日常生活において

は，積極的に余暇を活用するな

どして生活の質の向上を図るこ

となどで健康の保持増進を図っ



ていくことが重要であることにつ

いて，を理解したことを言ったり

書いたりしている。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・生涯の各段階における健康に

ついて，健康に関わる原則や概

念を基に整理したり，個人及び

社会生活と関連付けたりして，

自他や社会の課題を発見して

いる。 

・思春期と健康について，習得

した知識を基に，心身の発達や

性的成熟に伴う健康課題を解

決するために，性に関わる情報

を適切に整理している。 

・結婚生活と健康について，習

得した知識を基に，結婚生活に

伴う健康課題の解決や生活の

質の向上に向けて，保健・医療

サービスの活用方法を整理して

いる。 

・加齢と健康について，習得し

た知識を基に，中高年期の疾

病や事故のリスク軽減のため

の個人の取組と社会的対策を

評価している。 

・生涯の各段階における健康に

ついて，自他や社会の課題の

解決方法と，それを選択した理

由などを話し合ったり，ノートな

どに記述したりして，筋道を立

てて説明している。 

・労働と健康について，健康に

関わる原則や概念を基に整理

したり，個人及び社会生活と関

連付けたりして，自他や社会の

課題を発見している。 

・働く人の健康の保持増進につ

いて，習得した知識を基に，生

活の質の向上を図ることと関連

付けて，課題解決の方法に応

用している。 

・労働災害と健康について，習

得した知識を基に，労働災害の

防止に向けて，個人の取組と社

会的対策を整理している。 

・労働と健康について，自他や

社会の課題の解決方法と，そ

れを選択した理由などを話し合

ったり，ノートなどに記述したり



して，筋道を立てて説明してい

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

生涯の各段階における健康に

ついて，課題の解決に向けた学

習に主体的に取り組もうとして

いる。 

労働と健康について，課題の解

決に向けた学習に主体的に取

り組もうとしている。 

定期考査   ○ ○  1 

２

学

期 

B 健康を支える環境づくり 

【知識及び技能】 

 人間の生活や産業活動

は、自然環境を汚染し健康

に影響を及ぼすことがあるこ

と、それらを防ぐには、汚染

の防止及び改善の対策を取

る必要があることを理解でき

るようにする。 

 環境衛生活動は、学校や

地域の環境を健康に適した

ものとするよう基準が設定さ

れ、それに基づき行われてい

ることを理解できるようにす

る。 

食品の安全性を確保するこ

とは健康を保持増進する上

で重要であることを理解でき

るようにする。 

 食品衛生活動は、食品の

安全性を確保するよう基準

が設定され、それに基づき行

われていることを理解できる

ようにする。 

 

 生涯を通じて健康を保持増

進するには、保健・医療制度

や地域の保健所、保健セン

ター、医療機関などを適切に

活用することが必要であるこ

とを理解できるようにする。 

 医薬品は、有効性や安全

性が審査されており、販売に

は制限があること、疾病から

の回復や悪化の防止には、

イ客品を正しく使用すること

が有効であることを理解でき

るようにする。 

わが国や世界では、健康課

題に対応して様々な保健活

動や社会的対策などが行わ

れていることを理解できるよ

うにする。 

01大気汚染と健康 

02水質汚濁、土壌汚染

と健康 

03環境と健康にかかわ

る対策 

04ごみの処理と上下水

道の整備 

5食品の安全性 

06食品衛生にかかわる

活動 

07保健サービスとその

活用 

08医療サービスとその

活用 

09医薬品の制度とその

活用 

10 さまざまな保健活動や

社会的対策 

11健康に関する環境づく

りと社会参加 

B 単元：健康を支える環境づく

り 

【知識及び技能】 

・人間の生活や産業活動は，大

気汚染，水質汚濁，土壌汚染な

どの自然環境汚染を引き起こ

し，健康に影響を及ぼしたり被

害をもたらしたりすることがある

ということについて，理解したこ

とを言ったり書いたりしている。 

・健康への影響や被害を防止す

るためには，汚染物質の排出を

できるだけ抑制したり，排出さ

れた汚染物質を適切に処理し

たりすることなどが必要である

ことについて，理解したことを言

ったり書いたりしている。 

・健康への影響や被害を防止す

るために環境基本法などの法

律等が制定されており，環境基

準の設定，排出物の規制，監

視体制の整備などの総合的・計

画的対策が講じられていること

について，理解したことを言った

り書いたりしている。 

上下水道の整備，ごみやし尿な

どの廃棄物を適切に処理する

等の環境衛生活動は，自然環

境や学校・地域などの社会生活

における環境，及び人々の健康

を守るために行われていること

について，理解したことを言った

り書いたりしている。 

・人々の健康を支えるために

は，食品の安全性を確保するこ

とが重要であり，食品の安全性

が損なわれると，健康に深刻な

被害をもたらすことがあり，食品

の安全性を確保することは健康

の保持増進にとって重要である

ことについて，理解したことを言

ったり書いたりしている。 
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 自他の健康を保持増進す

るには、ヘルスプロモーショ

ンの考え方を生かした健康

に関する環境づくりが重要で

あり、それに積極的に参加し

ていくことが必要であることを

理解できるようにする。それ

らを実現するには、適切な健

康情報の活用が有効である

ことを理解できるようにする。 

 

【思考力、判断力、表現力

等】  

 健康を支える環境づくりに

関する情報から課題を発見

し、健康に関する原則や概

念に着目して解決の方法を

思考し判断するとともに、そ

れらを表現することができる

ようにする。 

 

【学びに向かう力、人間性

等】 

生涯を通じて自他の健康

の保持増進やそれを支える

環境づくりを目指し、明るく豊

かで活力ある生活を営む態

度を養うことができるように

する。 

・食品の安全性を確保するため

に，食品衛生法などの法律等

が制定されており，様々な基準

に基づいて食品衛生活動が行

われていることや，食品の製

造・加工・保存・流通など，各段

階での適切な管理が重要であ

ることについて，理解したことを

言ったり書いたりしている。 

・食品衛生に関わる健康被害の

防止と健康の保持増進には，

適切に情報を公開，活用するな

ど行政・生産者・製造者・消費

者などが互いに関係を保ちなが

ら，それぞれの役割を果たすこ

とが重要であることについて，

理解したことを言ったり書いたり

している。 

・我が国には，人々の健康を支

えるための保健・医療制度が存

在し，行政及びその他の機関な

どから健康に関する情報，医療

の供給，医療費の保障も含め

た保健・医療サービスなどが提

供されていることについて，理

解したことを言ったり書いたりし

ている。 

・健康を保持増進するために

は，検診などを通して自己の健

康上の課題を的確に把握し，地

域の保健所や保健センターなど

の保健機関，病院や診療所な

どの医療機関，及び保健・医療

サービスなどを適切に活用して

いくことなどが必要であることに

ついて，理解したことを言ったり

書いたりしている。 

・医薬品は，医療用医薬品，要

指導医薬品，一般用医薬品の

三つに大別され，承認制度によ

ってその有効性や安全性が審

査されており，販売に規制が設

けられていることについて，理

解したことを言ったり書いたりし

ている。 

・疾病からの回復や悪化の防止

には，個々の医薬品の特性を

理解した上で，使用法に関する

注意を守り，正しく使うことが必

要であることについて，理解し

たことを言ったり書いたりしてい

る。 

・我が国や世界では，健康を支

えるために，健康課題に対応し

て各種の保健活動や社会的対



策が行われていることについ

て，理解したことを言ったり書い

たりしている。 

・自他の健康を保持増進するに

は，ヘルスプロモーションの考

え方に基づいた，健康に関する

環境づくりが重要であることに

ついて，理解したことを言ったり

書いたりしている。 

・一人一人が健康に関心をも

ち，健康を支える適切な環境づ

くりに積極的に参加していくこと

が必要であり，そのことが自分

を含めた世界の人々の健康の

保持増進につながることについ

て，理解したことを言ったり書い

たりしている。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

・環境と健康について，健康に

関わる原則や概念を基に整理

したり，個人及び社会生活と関

連付けたりして，自他や社会の

課題を発見している。 

・人間の生活や産業活動などに

よって引き起こされる自然環境

汚染について，事例を通して整

理し，疾病等のリスクを軽減す

るために，環境汚染の防止や

改善の方策に応用している。 

・環境と健康について，自他や

社会の課題の解決方法と，そ

れを選択した理由などを話し合

ったり，ノートなどに記述したり

して，筋道を立てて説明してい

る。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

環境と健康について，課題の解

決に向けた学習に主体的に取

り組もうとしている。 

定期考査   
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３

学

期 

１・２学期で学習したことを外

部へ発信する。 

 

【思考力、判断力、表現力

等】  

 く生涯を通じて健康とは何

か、健康づくりを支える環境

づくりはどんなものがあるか

神津島の実態と照らし合わ

せ、課題を見つけ、解決方法

を思考し外部へ発信方法を

判断するとともに、それらを

外部へ発信して表できるよう

にする。 

 

【学びに向かう力、人間性

等】 

神津島の健康課題を自分事

として捉え発信するなど、疑

問に思ったことを調べたり実

際に調査するなどより深く学

ぶ姿勢を養うことができるよ

うにする。 

2学年全項目 

・フィールドワーク（調査・

インタビュー等） 

・プレゼンテーション 

【思考・判断・表現】 

・神津島の健康課題について，

健康に関わる知識を基に整理

したり，個人及び社会生活と関

連付けたりして，自他や社会の

課題を発見している。 

・神津島の健康課題について，

今までの事例を通して整理し，

疾病等のリスクを軽減するため

に，環境汚染の防止や健康改

善の方策に応用し発信してい

る。 

・神津島の健康課題ついて，自

他や社会の課題の解決方法

と，それを選択した理由などを

話し合ったり，プレゼンテーショ

ン等を通して筋道を立てて説明

している。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

神津島の健康課題について，

課題の解決に向けた学習に主

体的に取り組もうとしている。 

 ○ 〇 10 

定期考査   

○ ○  

1 

合

計 

35 

 



東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科 家庭  科目 家庭基礎 

教 科：  家庭    科 目：  家庭基礎     単位数：  2    対象学年組： 第２学年Ａ組 

使用教科書：（ 第一学習社『高等学校 家庭基礎 持続可能な未来をつくる』 ） 

教科 の目標：  

【 知 識 及 び 技 能 】人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営 

むために必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を 

構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して課題 

を解決する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするととも 

に、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。 

科目     家庭基礎 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食

住、消費生活・環境などについて、生活を

主体的に営むために必要な基礎的な理

解を図るとともに、それらに係る技能を身

に付けるようにする。 

家庭や地域及び社会における生活の

中から問題を見いだして課題を設定し、

解決策を構想し、実践を評価・改善し、考

察したことを根拠に基づいて論理的に表

現するなど、生涯を見通して課題を解決

する力を養う。 

様々な人々と協働し、よりよい社会の

構築に向けて、地域社会に参画しようと

するとともに、自分や家庭、地域の生活

の充実向上を図ろうとする実践的な態度

を養う。 

 

 単元の具体的な指導目

標 

指導項

目・内容 
評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

１

学

期 

単元：食生活をつくる 

【知識及び技能】 

食事の役割を認識し、

食が心身を育むうえでも

大切なものであることを

理解する 

【思考力、判断力、表現

力等】 

人間の体の生理的周期

を知り、なぜ朝食をきち

んととる必要があるかを

考える 

【学びに向かう力、人間

性等】 

日常の食生活を振り返

り、健康や生活習慣に

直結する食事について

学ぶ意欲を高める 

 

【知識・技能】 

食事の役割を理解し、日常の食生活で心

がけるべきポイントを把握している 

【思考・判断・表現】 

食情報の信頼性について、信頼できるデ

ータにもとづき、思考・判断できる 

【主体的に学習に取り組む態度】 

日常生活と食事とのかかわりについて関

心を持ち、食事の働きとその重要性を理

解しようとする姿勢を備えている 
○ ○ ○ ４ 

単元：栄養と食品 

【知識及び技能】 

健康な食生活に必要な

栄養素とそのおもな働き

について理解する 

【思考力、判断力、表現

力等】 

消化・吸収の過程につ

いて、人体の生理機能

と結び付けて考える 

【学びに向かう力、人間

性等】食品中の成分を、

 

【知識・技能】  

食品を摂取し、それを利用するための消

化・吸収の過程を十分理解している 

【思考力、判断力、表現力等】 

栄養素の働きに関する基本を身につけて

おり、実生活の場面で個々の食品にあて

はめて考えることができる 

【主体的に学習に取り組む態度】 

私たちの生命と健康を維持するうえで必

要な栄養素について積極的に理解しようと

する意欲が見られる 

○ ○ ○ 10 



人体でどのように利用し

ているか、その過程を学

び食生活に関心を持つ 

単元：安全で持続可能

な食生活 

【知識及び技能】 

食中毒の種類を知り、

食品の取り扱い、台所

や調理器具の衛生など

について理解する 

【思考力、判断力、表現

力等】 

日本の食料自給率や輸

入依存の実情から、食

料の安定供給について

考える 

【学びに向かう力、人間

性等】 

日本の食文化を知り、

食生活を想像する主体

であることを認識する 

 

【知識・技能】  

食中毒の原因と予防法など、食品の安

全・衛生にかかわる十分な知識が身につ

いている 

【思考力、判断力、表現力等】 

日本は、食料自給率が低い反面、大量の

食料を食べ残し、廃棄していることを理解

し、適切な食料消費のあり方を思考・判断

することができる 

【主体的に学習に取り組む態度】 

日本の食文化を理解し、継承していく一員

であることを自覚し、積極的に学習に励ん

でいる 

○ ○ ○ ５ 

単元：調理実習 

【知識及び技能】 

献立作成及び調理計画

の立て方を身に付ける 

【思考力、判断力、表現

力等】 

効率的で、環境に負荷

が少ない調理法を考え

る 

【学びに向かう力、人間

性等】 

調理理論で学んだことを

実技として実戦する意

欲を高める 

 

【知識・技能】  

対象となる人に適した栄養、味付け、調理

方法で献立を立てることができたか、ま

た、調理法を身に付けている 

【思考力、判断力、表現力等】 

効率的で、環境に負荷が少ない調理法を

考え、実践している 

【主体的に学習に取り組む態度】 

調理理論で学んだことを実技として実践す

る意欲があり、できている、また、安全に

調理する準備・片付けができる 

○ ○ ○ ７ 

定期考査   ○ ○  1 

２

学

期 

単元：衣生活をつくる 

【知識及び技能】 

被服の衛生管理と簡単

な製作について実践し、

環境に配慮した衣生活

について身に付ける 

【思考力、判断力、表現

力等】  

効率的で、環境に負荷

が少ない被服製作法を

考える         

【学びに向かう力、人間

性等】 

被服理論で学んだことを

実技として実戦する意

欲があるか 

 【知識・技能】  

被服の成り立ちや、衛生管理について理

解し、成果物を完成させ、生涯における発

達段階に適した衣生活を理解している 

【思考力、判断力、表現力等】 

効率的で、環境に負荷が少ない被服を考

え、実践することができる 

【主体的に学習に取り組む態度】 

被服整理理論で学んだことを実技として実

践する意欲がある、また、安全に被服製

作の準備・片付けができる 

○ ○ ○ 12 



単元：家族・家庭 

【知識及び技能】 

家族と社会の関わりや

現代の家族・家庭の特

徴を理解する 

【思考力、判断力、表現

力等】 

族形態の相違による家

庭生活のあり方につい

て検討し，その多様性を

理解する 

【学びに向かう力、人間

性等】 

人の一生を生涯発達の

視点で捉え、生涯を見

通しどの様に生きるか

考える 

 【知識・技能】 

家族と社会の関わりや現代の家族・家庭

の特徴について理解している 

【思考・判断・表現】 

自分にとって｢家族とは何か｣というテーマ

にもとづいて課題を見出し，解決策を考え

ることができる 

【主体的に学習に取り組む態度】     

人の一生を生涯発達の視点で捉え、生涯

を見通しどの様に生きるか考えることがで

きる 

○ ○ ○ 10 

定期考査   
〇 〇  １ 

３

学

期 

単元：暮らしと経済 

【知識及び技能】 

成人と未成年の違いに

ついての知識を身に付

ける 

【思考力、判断力、表現

力等】 

自立した消費者としてど

の様に行動すべきか考

える 

【学びに向かう力、人間

性等】 

消費者として適切な意

思決定のもとに権利を

行使し，責任ある消費

行動を取っていこうとい

う態度を養う 

 【知識・技能】 

消費者として必要な知識と価値観を身に

つけ，日常生活の中で消費生活の向上を

めざして工夫することができる 

【思考・判断・表現】   

財・サービスの購入や消費にあたって，適

切な意思決定のもと，消費者としての義務

と責任を果たすことができる 

【主体的に学習に取り組む態度】 

消費行動で学んだことを実社会で実践す

る意欲があり、対処方法について主体的

に考えることができる 

○ ○ ○ 10 

単元：消費者問題 

【知識及び技能】 

金融商品・金利・利子の

違いについての知識を

身に付ける 

【思考力、判断力、表現

力等】 

自立した消費者としてど

の様に金融商品を利用

すべきか考える 

【学びに向かう力、人間

性等】 

金融トラブルに対し様々

な解決方法を見極める

意欲を高める 

 【知識・技能】 

金融商品の現状について理解し、トラブル

の事例を知り、基本的な消費生活の知識

を身に付けている 

【思考・判断・表現】 

投資トラブルに対し、対処・対策方法を考

察し、理解と深めることができる    

【主体的に学習に取り組む態度】 

消費行動で学んだことを実社会で実践す

る意欲があり、対処方法について主体的

に考えることができる      

○ ○ ○ 10 

学年末考査   〇 〇  1 

 

 

合

計

70 

 



 

東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科：進路実現 科目：進路実現基礎 

教 科：  進路実現     科 目：進路実現基礎     単位数： 2     対象学年組： 第２学年Ａ組 

使用教科書：なし 使用教材：『楽しく書ける作文・小論文 基本編』（桐原書店）、『サクセス小論文講座』（桐原書店） 

教科：進路実現 の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】進路実現に向けて自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語彙や一般教養 

を身につけ、適切な言葉遣いや表記に関する知識を広げ、語感を磨き、文章作成能力やプレゼン 

能力の向上を図る。 

【思考力、判断力、表現力等】目的や場に応じて、進路に関わる事柄の中からテーマに思考を巡らし、他者と話し 

合いながら情報を収集、整理する中で、自分の考えを深めそれを分かりやすく表現することができ 

る。 

【学びに向かう力、人間性等】進路や自分自身に関することについて興味を持ち、進路実現に向けて意欲的に活 

動に取り組み、仮想の志望校の志望理由書などの提出書類の一部を誤字脱字なく読み手になって 

適切に書き上げようとする。 

科目  進路実現基礎 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

進路実現に向けて自分の思いや考えを

多彩に表現するために必要な語彙や一

般教養を身につけ、適切な言葉遣いや表

記に関する知識を広げ、語感を磨き、文

章作成能力やプレゼン能力の向上を図

る。 

目的や場に応じて、進路に関わる事柄の

中からテーマに思考を巡らし、他者と話し

合いながら情報を収集、整理する中で、

自分の考えを深めそれを分かりやすく表

現することができる。 

進路や自分自身に関することについて

興味を持ち、進路実現に向けて意欲的

に活動に取り組み、仮想の志望校の志

望理由書などの提出書類の一部を誤字

脱字なく読み手になって適切に書き上げ

ようとする。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

１

学

期 

A 単元：自分の特性を知り進

路を模索する。 

【知識及び技能】 

多様な進路選択に触れ、

必要な語彙や教養を身に付

ける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

進路に関わる事柄の中か

らテーマに思考を巡らし自分

の考えを深めそれを表現す

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

進路や自分自身に関する

ことについて興味を持ち、進

路実現に向けて意欲的に活

動に取り組む。 

 

・指導事項 

・教材：進路選択に

向けた適正検査 

・一人１台端末の活

用 等 

【知識・技能】 

 多様な進路選択に触れ、必要

な語彙や教養を身に付けること

ができる。 

【思考・判断・表現】 

進路に関わる事柄の中からテ

ーマに思考を巡らし自分の考えを

深めそれを表現することができ

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

進路や自分自身に関すること

について興味を持ち、進路実現

に向けて意欲的に活動に取り組

むことができる。 

○ ○ ○ 4 

B 単元文章表現基礎力向上

１ 

【知識及び技能】 

 小論文の序論・本論・結論

の基本型を理解するととも

に、テーマごとの基礎教養を

身につける。 

・指導事項 

・教材： 

『楽しく書ける作文・

小論文 基本編』 

『サクセス小論文講

座』 

【知識・技能】 

 小論文の序論・本論の基本型を

理解するとともに、テーマごとの

基礎教養を身につけることができ

る。 

○ ○ ○ 13 



 要約・理由付け・反証など文

章作成で使える技能を学ぶ 

【思考力、判断力、表現力等】 

 小論文のテーマに沿った題

材の構想力を培い、適した字

数・文章表現でそれを書き表

す力を養成する。 

 文章の主旨を的確に捉え、

主題を理解したうえで自らの

意見を立論する 

【学びに向かう力、人間性等】 

 小論文の様々なテーマに対

して興味を持ち、文章能力向

上に向けて意欲的に活動す

る。 

 文章を書く活動に粘り強く取

り組み、文章能力向上に対し

て意欲的に取り組む。 

・一人１台端末の活

用 等 

  要約・理由付け・反証などの

技能を文章作成で使うことができ

る。 

【思考・判断・表現】 

小論文のテーマに沿った題材の

構想力を培い、適した字数・文章

表現でそれを書き表すことができ

る。 

 文章の主旨を的確に捉え、主題

を理解したうえで自らの意見を立

論することができる 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 小論文の様々なテーマに対して

興味を持ち、文章能力向上に向

けて意欲的に活動することができ

る。 

 文章を書く活動に粘り強く取り

組み、文章能力向上に対して意

欲的に取り組むことができる。 

C 職業理解１ 

【知識及び技能】 

 学校で学ぶとことと社会生

活の関連について理解する。 

・よりよい生活や学習，進路

や生き方等を目指して自ら課

題を見出していくことの大切さ

を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・勤労の意義や働く人々の

様々な思いが分かる。 

 産業や業界の動向につい

て、収集した情報をもとに判

断し、説明する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 獲得した情報やをもとにそ

の内容をまとめ、創意工夫を

加え，提示，発表，発信する。 

 

・指導事項 

・教材： 

 WEBページ 

 統計資料 

・一人１台端末の活

用 等 

【知識・技能】 

 生き方や進路に関する情報を，

様々なメディアを通して調査・整

理し活用することができる。 

 自身の進路と社会生活につい

て関連付けることができる。 

【思考・判断・表現】 

 勤労の意義や働く人々の話や、

職業に関する体験と、自身が調

査整理したことを関連付けること

ができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

卒業後の進路や職業・産業の動

向について，多面的・多角的に情

報を集め検討し、発信しようとす

る。 

 

○ ○ ○ 8 

定期考査   ○ ○  1 

２

学

期 

D 単元：文章表現基礎力向

上２ 

【知識及び技能】 

 テーマ型・課題文型小論文

を書くための知識・技能（アイ

デア出し・テーマに関する教

養等）を身につける。 

 資料読解型小論文を書くた

めのグラフの読み方、活用方

法を習得する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 課題に沿って自分の意見を

適切に表現する。 

・指導事項 

・教材： 

『楽しく書ける作文・

小論文 基本編』 

『サクセス小論文講

座』 

・一人１台端末の活

用 等 

【知識・技能】 

  テーマ型・課題文型小論文を

書くための知識・技能を身につけ

ることができる。 

 資料読解型小論文を書くための

グラフの読み方、活用方法を習

得することができる。 

【思考・判断・表現】 

 課題に沿って自分の意見を適

切に表現することができる。 

 グラフから必要な情報を読み取

り、それに基づいて思考を深め自

○ ○ ○ 18 



 グラフから必要な情報を読

み取り、それに基づいて思考

を深め自分の意見を形成す

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 種々の文章テーマに関心を

持ち、粘り強く文章作成活動

に取り組む。 

 グラフから読み取れることに

興味を持ち、自分なりの意見

を見出す。 

分の意見を形成することができ

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 種々の文章テーマに関心を持

ち、粘り強く文章作成活動に取り

組むことができる。 

 グラフから読み取れることに興

味を持ち、自分なりの意見を見出

すことに積極的に取り組むことが

できる。 

E 職業理解２ 

【知識及び技能】 

 ライフステージに応じた個人

的・社会的役割や責任を理解

する。 

 上級学校・学科等の種類や

特徴及び職業に求められる

資格や学習分野について理

解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 自身のキャリアプランをその

根拠やライフステージと関連

付ける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 獲得した情報やをもとにそ

の内容をまとめ、創意工夫を

加え，提示，発表，発信する 

・指導事項 

・教材： 

 WEBページ 

 統計資料 

・一人１台端末の活

用 等 

【知識・技能】 

ライフステージと社会人としての

役割を理解し、自身の進路選択

に活かすことができる。 

【思考・判断・表現】 

・将来の夢や職業を思い描き，自

分にふさわしい職業や仕事への

関心・意欲を高めることができ

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・卒業後の進路や職業・産業の動

向について，多面的・多角的に情

報を集め検討し、発信しようとす

る。 

 

○ ○ ○ 9 

定期考査   ○ ○  1 

３

学

期 

F 単元：文章表現基礎力まと

め 

【知識及び技能】 

 これまで学んできた小論文

の知識・技能を複合的に用

い、小論文模試への対応力

を身につける。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 テーマをよく吟味し、グラフ

や課題文にそって自分の意

見を分かりやすく表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

小論文のテーマを積極的に

理解するよう努め、長い文章

を書くことを粘り強く取り組

む。 

・指導事項 

・教材： 

『楽しく書ける作文・

小論文 基本編』 

『サクセス小論文講

座』 

・一人１台端末の活

用 等 

【知識・技能】 

 これまで学んできた小論文の知

識・技能を複合的に用い、総合的

な問題への対応力を身につける

ことができる。 

【思考・判断・表現】 

 テーマをよく吟味し、グラフや課

題文にそって自分の意見を分か

りやすく表現することができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 小論文のテーマを積極的に理

解するよう努め、長い文章を書く

ことを粘り強く取り組む。 

○ ○ ○ 4 



G単元：仮想の志望校を設定

し志望理由書を書き上げる。 

【知識及び技能】 

 志望校のオープンキャンパ

スの情報やアドミッションポリ

シーなどを読み込み、志望校

の特徴を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

自分の希望と照らし合わ

せ、情報を収集、整理する中

で、自分の考えを深めそれを

分かりやすく表現する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

進路実現に向けて意欲的

に活動に取り組み、志望理由

書を誤字脱字なく読み手の視

点になってきちんと書き上げ

ようとする。 

 

・指導事項 

 これまでの自分の

課題への取り組みを

まとめて発表する。 

・教材：ワークシート、

授業プリント 

・一人１台端末の活

用 等 

【知識・技能】 

 オープンキャンパスやアドミッシ

ョンポリシーなどを読み込み、志

望校の特徴を理解することができ

る。 

【思考・判断・表現】 

自分の希望と照らし合わせ、情

報を収集、整理する中で、自分の

考えを深めそれを分かりやすく表

現することができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

進路実現に向けて意欲的に活

動に取り組み、志望理由書を誤

字脱字なく読み手の視点になっ

てきちんと書き上げようとする。 

 

○ ○ ○ 11 

定期考査   
○ ○ ○ １ 

      合

計 

   
   70 

 

 



東京都立神津高等学校 令和８年度（２学年） 教科：進路実現 

教科：総合的な探究の時間 単位数：２  単位 対象学年組：第 ２ 学年 A組  

使用教科書：（ なし ） 

教科 総合的な探究の時間 の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を 

形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・ 

分析して、まとめ・表現することができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を想像し、よ 

りよい社会を実現しようとする態度を養う。 

科目 総合的な探究の時間 の目標： 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

探究の過程において、課題の発見と解決に

必要な知識及び技能を身に付け、課題に関

わる概念を形成し、探究の意義や価値を理

解するようにする。 

実社会や実生活と自己との関わりから問い

を見いだし、自分で課題を立て、情報を集

め、整理・分析して、まとめ・表現することが

できるようにする。 

探究に主体的・協働的に取り組むとともに、

互いのよさを生かしながら、新たな価値を想

像し、よりよい社会を実現しようとする態度を

養う。 

 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

配

当

時

数 

１ 

学 

期 

A 単元 探究活動への導入 

【知識及び技能】 

他者と関わる活動において地域社

会や他者の価値や自分の職業観や

進路に触れ、他者と協働する意義を

理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】  

地域社会や他者の価値や自分の職

業観や進路に触れ、正しく判断し、

多面的、多角的に考察し、他者に説

明できる力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

グループ活動を通して集団や地域社

会、自分の職業観や進路に主体的

に関わろうとする態度を養う。 

・指導事項 

「地域社会の実態や自

己の進路を理解し、自

分や他者について知ろ

う。」 

・一人１台端末の活用 

地域社会の現状を把

握するための活用 

【知識・技能】 

・他者と関わるグループ活動において

地域社会や進路について他者の価値

に触れ、他者と協働して活動すること

ができる。（行動の観察、ワークシー

ト） 

【思考・判断・表現】  

・地域社会や他者の進路や価値に触

れ、正しく判断し、多面的、多角的に考

察し、他者に説明することができる。

（行動の観察、ワークシート） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・グループ活動を通して集団や地域社

会に主体的に関わろうとする。（行動

の観察） 

○ ○ ○ 6 

B 単元 探究活動の課題設定 

【知識及び技能】 

課題設定する活動で必要な情報の

収集・整理・分析し、見通しをもった

課題の設定をする。 

【思考力、判断力、表現力等】  

話し合い活動において価値に触れ、

多面的、多角的に考察し、他者に説

明できる力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

グループ活動を通して集団や主体的

に自己の進路や地域社会を捉え、

自ら課題を設定しようとする態度を

養う。 

・指導事項 

「探究活動に関わって

一人一テーマを模索し

見通しをもって課題設

定をしよう。」 

・一人１台端末の活用 

課題設定の模索や、設

定した課題に対して見

通しをもつための活用 

【知識・技能】 

・課題設定する活動で必要な情報の

収集・整理・分析し、見通しをもった課

題設定ができる。（行動の観察、ワー

クシート） 

【思考・判断・表現】  

・話し合い活動において価値に触れ、

多面的、多角的に考察し他者に説明

できる。（行動の観察、ワークシート） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・グループ活動を通して集団や主体的

に自己の進路や地域社会を捉え、自

ら課題を設定しようとする。（行動の観

察、ワークシート） 

○ ○ ○ 16 

２ 

学 

期 

A 単元 探究活動の実践 

【知識及び技能】 

自ら設定した課題に正対して目的意

識をもち、必要な知識と技能をきち

んと調べ理解する。 

・指導事項 

「一人一テーマの体験

的な探究活動を実践し

よう。」 

・一人１台端末の活用 

【知識・技能】 

・自ら設定した課題に正対して目的意

識をもち、必要な知識と方法を調べ理

解することができる。（行動の観察、ワ

ークシート） 

○ ○ ○ 16 



【思考力、判断力、表現力等】  

課題を探究する活動を通して、体験

したことをきちんと考察し、他者に説

明できる力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

他者と協働しながら、自ら設定した

課題への探究活動を主体的に取り

組む態度を養う。 

体験活動など探究活動

を深める上で情報収

集、取捨選択する。 

【思考・判断・表現】 

・課題を探究する活動を通して、体験

したことを考察し、他者に説明すること

ができる。（行動の観察、ワークシー

ト） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・他者と協働しながら、自ら設定した課

題への探究活動を主体的に取り組む

ことができる。（行動の観察、ワークシ

ート） 

３ 

学 

期 

A 単元 探究活動のまとめ 

【知識及び技能】 

自ら設定した課題に対して探究し、

その軌跡をまとめる技能を養う。 

【思考力、判断力、表現力等】 

体験した活動をもとに、必要な情報

を取捨選択し、他者に説明する力を

養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

他者と協働しながら、課題に正対し

て探究し、その軌跡を主体的にまと

めようとする態度を養う。 

・指導事項 

 「一人一テーマの探

究活動のプレゼンの準

備を進めよう。」 

・一人１台端末の活用 

 体験活動をレポート

などプレゼンソフトにま

とめる。 

【知識・技能】 

・自ら設定した課題に対して探究し、そ

の軌跡をまとめる技能を養うことがで

きる。（データ、ワークシート） 

【思考・判断・表現】  

・体験した活動をもとに、必要な情報を

取捨選択し他者に説明することができ

る。（データ、ワークシート） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・他者と協働しながら、課題に正対して

探究し、その軌跡を主体的にまとめよ

うとすることができる。（行動の観察、

ワークシート） 

○ ○ ○ 16 

B 単元 探究活動の発表 

【知識及び技能】 

自ら設定した課題に対して探究し、

その軌跡について発表活動を通して

他者にきちんと伝える技能を養う。 

【思考力、判断力、表現力等】  

他者の発表を聞き、多面的、多角的

に考察する力を身に付ける。 

【学びに向かう力、人間性等】 

他者の発表をきちんと聞き、新しい

問いや課題に気付き、主体的に関

わろうとする態度を養う。 

・指導事項 

「一人一テーマの探究

活動の発表をしよう。」 

・一人１台端末の活用 

これまでの自分の課題

への取り組みをまとめ

て発表する。 

【知識・技能】 

・自ら設定した課題に対して探究し、そ

の軌跡について発表活動を通して他

者に伝えることができる。（行動の観

察、ワークシート） 

【思考・判断・表現】  

・他者の発表を聞き、多面的、多角的

に考察することができる。（ワークシー

ト） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・他者の発表を聞き、新しい問いや課

題に気付き、主体的に関わろうとす

る。（行動の観察、ワークシート） 

○ ○ ○ 

16 

合

計 

70 

 



東京都立高等学校 令和８年度（２学年） 教科 自立活動  科目 自立活動 

教 科： 自立活動 科 目：自立活動   単位数：２  対象学年組：第 ２ 学年 Ａ組 

使用教科書：なし 

教科  自立活動 の目標： 

【 知 識 及 び 技 能 】自分の気持ちや体調の変化、緊張やストレスのサインについて理解し、基本的なセルフケア方

法（呼吸法、休息の取り方、困りごとの伝え方など）を身に付ける。 

【思考力、判断力、表現力等】不安や怒りなどの気持ちが生じた時、状況を整理し、必要な対処方法を自分で選択できる

ようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】自分の考えや困りごと、感情を、言葉やカード、簡単なメモなど適した方法で表現し、他者

に伝える力を伸ばす。 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・自分の強み、また個別の課題や不得意

な事について知る。 

・自らの課題の改善に向けて方策を知

る。 

・自分の強み、個別の課題を知り、理解

を深める。 

・報告、連絡、相談を自ら意識して取組

む。 

・自分の気持ちや意見を伝え方を学ぶ。 

・授業の振り帰りを通して、自己理解を深

める。 

・活動内容を理解し、意欲的に取組む。 

・活動や課題に対して、積極的に取組め

る。 

 

 単元の具体的な指

導目標 

指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当

時数 

１学期 

・ストレスの原因や

反応を理解し、自

分の状態に気づく

ことができる 

 

・良好な人間関係

を築くための基本

的なスキルを習得

する 

 

・時間の使い方を

振り返り、課題を把

握することができる 

〇ストレスへの対応 

〇コミュニケーション 

〇スケジュール管理 

 

【知識・技能】 

自分のストレスサインや感

情の変化を理解し、適切な

対処法（深呼吸・休息・相談

など）を状況に応じて用いる

ことができる。  

朝の準備や登校までの流

れを理解し、時間の逆算や

スケジュールの読み取りが

ほぼ正確に行える。  

挨拶、依頼、断り、相談など

のコミュニケーション技能

を、場面に応じて適切に使

い分けることができる。 

自分のストレスサインや感

情の変化を理解できるが、

適切な対処法の選択には

支援が必要なことがある。   

基本的なコミュニケーション

技能は理解しているが、実

際の場面での活用には促

しや補助が必要なことがあ

る。 

 

【思考・判断・表現】  

困りごとが起きた際に状況

を整理し、自分に合った対

処方法を適切に選択して行

動に移すことができる。  

遅刻しそうな状況でも、必

要な行動（連絡をする／準

備手順を変えるなど）を自ら

判断し実行できる。  

〇 〇 
〇 

 
24 



感情・考え・要求を言葉やメ

モなど適した手段で分かり

やすく伝えることができる。 

困りごとに対して状況を整

理しようとするが、対処方

法の選択には助言が必要

な場面がある。   

感情や考えを表現しようと

するが、相手に伝わりにく

い場合があり、サポートが

必要。 

 

【主体的に学習に取り組む

態度】 

学校生活をより良くしたいと

いう意欲を持ち、自ら生活

習慣や行動を改善しようと

取り組む姿勢が見られる。  

ストレスコントロールやコミ

ュニケーションの学習に前

向きに参加し、活動後の振

り返りも自力で行える。  

登校習慣を安定させるため

の目標や対策を自分で設

定し、継続して取り組むこと

ができる。 

学校生活を良くしようとする

意識はあるが、主体的な行

動には促しが必要なことが

ある。  

ストレスコントロールやコミ

ュニケーションの学習に参

加できるが、振り返りや次

の行動へのつながりは支

援が必要。  

登校習慣を改善しようとす

る姿勢はあるが、継続的な

取り組みには支援が必要。 

 

２学期 

・体験を通して自己

と他者との違いを

知り、自己の強み

を体感する。 

・自分で考え、工夫

して実行する姿勢

を身に付ける。 

・社会生活で必要と

なるルールやマナ

ーを理解し、身に付

ける。 

・自己の身だしなみ

にも気をつかえるよ

うになる。 

〇ソーシャルスキ

ル、ライフスキルの

向上 

〇自己理解 

〇他者理解 

〇社会で必要なルー

ルやマナーを知る 

〇働くための必要な

ことを考える 

〇キャリアデザイン 

〇共同、協働作業の

実施 

【知識・技能】 

 自己と他者の違いを理解

し、自身の強みを言語化ま

たは行動で示すことができ

る。  

社会生活で必要となるルー

ルやマナーを理解し、学校

生活で実践できる。  

身だしなみを整えるための

ポイント（清潔さ・服装・持ち

物管理など）を理解し、自分

の状況に合わせて整えるこ

とができる。  

進路選択に必要な自分の

適性（得意・苦手・性格な

ど）を把握している。 
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・他者理解の仕方

を知る 

・自分の進路につ

いて、適性を考え

目標を持つ。 

 

〇ツールを活かし

て、自己の力の補い

方を知る 

〇時間の管理、生活

リズムの確認 

〇個別のヒアリング

の時間を適的に設

け、個々への困り感

を聞きながら課題解

決を目指していく。 

 自己と他者の違いを理解

できるが、自身の強みの表

現や活用には支援が必

要。  

基本的なルールやマナー

は理解しているが、場面に

よって実行が不安定。  

身だしなみの整え方を理解

しているが、声かけ・助言を

要することがある。  

自分の適性を理解しようと

するが、整理・把握には支

援が必要。 

【思考・判断・表現】 

自分の経験を振り返り、自

己と他者の違いを踏まえた

考え方ができる。  

生活や活動の中で工夫点

を自分で見つけ、実行方法

を選択して行動に移すこと

ができる。  

他者理解の方法（話を聞く・

違いを尊重する等）を実生

活で活用できる。  

進路について、自分の希望

と適性をふまえて現実的な

目標設定ができる。 

 

【主体的に学ぶ態度】 

自分の強みや経験を生か

しながら活動に前向きに取

り組む姿勢が見られる。  

工夫して行動しようとする

意欲が高く、試行錯誤しな

がら取り組むことができる。  

 ルールやマナー、身だしな

みに気をつけようとする意

識が継続している。  

自分の進路に関心を持ち、

目標に向けて必要な行動を

主体的に行おうとする。 

 

３学期 

・コミュニケーション

能力の向上を図

る。 

・振り返りと改善を

おこない、次年度

の計画と実行をた

てる。 

・自分の苦手や得

意なことを発見し、

改善策を見出す。 

・社会生活で必要と

なるルールやマナ

〇ソーシャルスキ

ル、ライフスキルの

向上 

〇自己理解 

〇振り返りと改善の

思考を育む 

〇働くために必要な

力の向上を図る 

〇キャリアデザイン 

【知識・技能】 

コミュニケーションに必要な

基本的スキル（挨拶、相

談、報告、相手の話を聞く

等）を理解し、状況に応じて

活用できる。  

振り返りの方法（KPT・日

記・ふりかえりカード等）を

理解し、自力で活用でき

る。  
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ーを理解し、身に付

けようと進んで取り

組めるようになる。 

・自分の進路につ

いて、適性を考え

目標に対して継続

的におこなう 

〇共同、協働作業の

実施 

〇2026年度の目標

設定と行動計画の作

成 

〇時間の管理、生活

リズムの確認 

〇ツールを活かし

て、自己の力の補い

方を知る 

〇進路の方向性を

決定し、進路決定に

向けて準備する 

自分の得意・苦手を把握

し、それに対応する改善策

を説明できる。  

社会・学校生活のルールや

マナーを理解し、実践でき

る。  

進路に関する必要な情報

（仕事内容、適性、進路の

選択肢など）を理解し、自分

の目標に結びつけて考えら

れる。 

コミュニケーションの基本ス

キルは理解できるが、場面

に応じた使い分けには助言

が必要。  

振り返りはできるが、改善

点の抽出やまとめには支援

が必要。  

得意・苦手を理解しつつも

整理が不十分で、改善策の

設定には支援が必要。  

ルールやマナーを理解して

いるが、実践が場面によっ

て不安定。  

進路に関する理解はある

が、適性と結びつけるには

助言が必要。 

 

【思考・判断・表現】 

相手の立場や状況を考慮

しながら、適切なコミュニケ

ーション方法を選択し表現

できる。  

活動や経験を振り返り、課

題→改善策→次の行動へ

とつなげることができる。  

自分の特徴（得意・苦手）を

分析し、適切な改善策や工

夫を選択できる。  

ルールやマナーを「なぜ必

要なのか」考え、場に応じて

自ら判断して行動できる。  

進路について、自分の適性

と希望を関連付けて目標や

行動計画を作成できる。 
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状況を考えてコミュニケー

ションを取ろうとするが、表

現の選択に助言が必要。  

振り返りができるが、改善

点の設定や次の行動への

つなげ方が不十分。  

得意・苦手を踏まえて改善

策を考えようとするが、選択

や判断に支援が必要。  

【主体的に学ぶ態度】 

コミュニケーション能力向上

に向けて積極的に活動に

参加する姿勢がある。 

振り返りを自発的に行い、

改善を意識した取り組みが

できる。 

自分の課題を自ら見つけ、

改善に向けて継続的に努

力する姿勢がある。 

ルールやマナーを守ろうと

する意識が高く、自分で行

動を調整できる。 

進路目標に向けて、必要な

行動を継続して実行しよう

とする意欲が見られる。 

活動には参加できるが、主

体的な取り組みには声かけ

を必要とする。  

振り返りや改善への取り組

みはあるが、継続性に課題

がある。  

自分の課題に気付こうとす

るが、実際の改善には支援

が必要。  

ルールやマナーへの意識

はあるが、安定した実践に

は助言が必要。  

進路目標に向けて取り組も

うとするが、継続には支援

が必要。 


